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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ｉ）（ａ）カラスムギ属、（ｂ）シュードモナス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ）、（ｃ
）シネココッコイデアエ（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｏｉｄｅａｅ）、（ｄ）アミカ（Ｂｌ
ｅｐｈａｒｉｓｍｉｄａｅ）、（ｅ）ロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）、（ｆ）
ピクロフィルス科（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌａｃｅａｅ）、（ｇ）コルディア（Ｋｏｒｄｉａ
）からなる生物の群の１構成員由来のヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ（
ＨＰＰＤ）をコードするＤＮＡ配列を含み、または（ＩＩ）前記で定義の生物のＨＰＰＤ
をコードする遺伝子の１以上の突然変異ＤＮＡ配列を含む１以上のキメラ遺伝子を含むこ
とでＨＰＰＤ阻害薬型除草剤に対して耐性であるトランスジェニック作物の区域において
望ましくない植物を防除するための下記式（Ｉ）のＮ－（テトラゾール－４－イル）－も
しくはＮ－（トリアゾール－３－イル）アリールカルボキサミド類もしくは該化合物の塩
の使用。
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【化１】

　［式中、
　Ａは、ＮもしくはＣＹであり、
　Ｂは、ＮもしくはＣＨであり、
　Ｘは、ニトロ、ハロゲン、シアノ、ホルミル、チオシアナト、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキ
ル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニル、ハロ－（Ｃ２－Ｃ

６）－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニル、ハロ－（Ｃ３－Ｃ６）－アルキニル、
（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、ハロ－（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ

６）－シクロアルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ハロ－（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアル
キル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ＣＯＲ１、ＣＯＯＲ１、ＯＣＯＯＲ１、ＮＲ１ＣＯＯ
Ｒ１、Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１）２、ＮＲ１Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１）２、ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１）２、
Ｃ（Ｏ）ＮＲ１ＯＲ１、ＯＲ１、ＯＣＯＲ１、ＯＳＯ２Ｒ２、Ｓ（Ｏ）ｎＲ２、ＳＯ２Ｏ
Ｒ１、ＳＯ２Ｎ（Ｒ１）２、ＮＲ１ＳＯ２Ｒ２、ＮＲ１ＣＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アル
キル－Ｓ（Ｏ）ｎＲ２、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル
－ＯＣＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＯＳＯ２Ｒ２、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－
ＣＯ２Ｒ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＳＯ２ＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－Ｃ
ＯＮ（Ｒ１）２、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＳＯ２Ｎ（Ｒ１）２、（Ｃ１－Ｃ６）－ア
ルキル－ＮＲ１ＣＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＮＲ１ＳＯ２Ｒ２、ＮＲ１Ｒ２、
Ｐ（Ｏ）（ＯＲ５）２、ＣＨ２Ｐ（Ｏ）（ＯＲ５）２、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ヘテ
ロアリール、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－複素環であり、最後に挙げた２個の基は各場合
でｓ個のハロゲン、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、Ｓ（
Ｏ）ｎ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシおよび／またはハロ－
（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ基によって置換されており、複素環は０から２個のオキソ基
を有し、
　Ｙは、水素、ニトロ、ハロゲン、シアノ、チオシアナト、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、
ハロ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニル、ハロ－（Ｃ２－Ｃ６）
－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニル、ハロ－（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニル、（Ｃ

３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルケニル、ハロ－（Ｃ３－Ｃ６

）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ハ
ロ－（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ＣＯＲ１、ＣＯＯＲ
１，ＯＣＯＯＲ１、ＮＲ１ＣＯＯＲ１、Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１）２、ＮＲ１Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１

）２、ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１）２、ＣＯ（ＮＯＲ１）Ｒ１、ＮＲ１ＳＯ２Ｒ２、ＮＲ１ＣＯ
Ｒ１、ＯＲ１、ＯＳＯ２Ｒ２、Ｓ（Ｏ）ｎＲ２、ＳＯ２ＯＲ１、ＳＯ２Ｎ（Ｒ１）２（Ｃ

１－Ｃ６）－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｎＲ２、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＯＲ１、（Ｃ１－
Ｃ６）－アルキル－ＯＣＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＯＳＯ２Ｒ２、（Ｃ１－Ｃ

６）－アルキル－ＣＯ２Ｒ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＣＮ、（Ｃ１－Ｃ６）－アル
キル－ＳＯ２ＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＣＯＮ（Ｒ１）２、（Ｃ１－Ｃ６）－
アルキル－ＳＯ２Ｎ（Ｒ１）２、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＮＲ１ＣＯＲ１、（Ｃ１－
Ｃ６）－アルキル－ＮＲ１ＳＯ２Ｒ２、Ｎ（Ｒ１）２、Ｐ（Ｏ）（ＯＲ５）２、ＣＨ２Ｐ
（Ｏ）（ＯＲ５）２、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－フェニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル
－ヘテロアリール、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－複素環、フェニル、ヘテロアリールもし
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くは複素環であり、最後の６個の基は各場合でハロゲン、ニトロ、シアノ、（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、Ｓ
（Ｏ）ｎ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、ハロ－（Ｃ１－Ｃ

６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルおよびシア
ノメチルからなる群からのｓ個の基によって置換されており、複素環は０から２個のオキ
ソ基を有しており、
　Ｚは、ハロゲン、シアノ、チオシアナト、ハロ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－
Ｃ６）－アルケニル、ハロ－（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニル
、ハロ－（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、ハロ－（Ｃ３

－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキ
ル、ハロ－（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ＣＯＲ１、Ｃ
ＯＯＲ１、ＯＣＯＯＲ１、ＮＲ１ＣＯＯＲ１、Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１）２、ＮＲ１Ｃ（Ｏ）Ｎ
（Ｒ１）２、ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１）２、Ｃ（Ｏ）ＮＲ１ＯＲ１、ＯＳＯ２Ｒ２、Ｓ（Ｏ）

ｎＲ２、ＳＯ２ＯＲ１、ＳＯ２Ｎ（Ｒ１）２、ＮＲ１ＳＯ２Ｒ２、ＮＲ１ＣＯＲ１、（Ｃ

１－Ｃ６）－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｎＲ２、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＯＲ１、（Ｃ１－
Ｃ６）－アルキル－ＯＣＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＯＳＯ２Ｒ２、（Ｃ１－Ｃ

６）－アルキル－ＣＯ２Ｒ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＳＯ２ＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキル－ＣＯＮ（Ｒ１）２、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＳＯ２Ｎ（Ｒ１）２、（
Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＮＲ１ＣＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＮＲ１ＳＯ２Ｒ
２、Ｎ（Ｒ１）２、Ｐ（Ｏ）（ＯＲ５）２、ヘテロアリール、複素環もしくはフェニルで
あり、最後の３個の基は各場合でハロゲン、ニトロ、シアノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル
、ハロ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、Ｓ（Ｏ）ｎ－（
Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシもしくはハロ－（Ｃ１－Ｃ６）－
アルコキシからなる群からのｓ個の基によって置換されており、複素環は０から２個のオ
キソ基を有しており、または
　Ｙが基Ｓ（Ｏ）ｎＲ２である場合には、Ｚは水素、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルもしくは
（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシであっても良く、
　Ｒは、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ７）－シクロアルキル、ハロ－（Ｃ１－
Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニル、ハロ－（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニル、
（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニル、ハロ－（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニル、ＣＨ２Ｒ６、ヘテロ
アリール、複素環もしくはフェニルであり、最後の３個の基は各場合でハロゲン、ニトロ
、シアノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ６

）－シクロアルキル、Ｓ（Ｏ）ｎ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコ
キシ、ハロ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシおよび（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－
Ｃ４）－アルキルからなる群からのｓ個の基によって置換されており、
　Ｒ１は、水素、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル、（Ｃ２－
Ｃ６）－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニル、
（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアルキニル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－
シクロアルケニル、（Ｃ３－Ｃ６）－ハロシクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－
Ｏ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－ア
ルキル、フェニル、フェニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ヘテロアリール、（Ｃ１－Ｃ

６）－アルキル－ヘテロアリール、複素環、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－複素環、（Ｃ１

－Ｃ６）－アルキル－Ｏ－ヘテロアリール、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－Ｏ－複素環、（
Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＮＲ３－ヘテロアリール、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＮＲ３

－複素環であり、最後に挙げた２１個の基はシアノ、ハロゲン、ニトロ、チオシアナト、
ＯＲ３、Ｓ（Ｏ）ｎＲ４、Ｎ（Ｒ３）２、ＮＲ３ＯＲ３、ＣＯＲ３、ＯＣＯＲ３、ＳＣＯ
Ｒ４、ＮＲ３ＣＯＲ３、ＮＲ３ＳＯ２Ｒ４、ＣＯ２Ｒ３、ＣＯＳＲ４、ＣＯＮ（Ｒ３）２

および（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ－（Ｃ２－Ｃ６）－アルコキシカルボニルからなる群
からのｓ個の基によって置換されており、複素環は０から２個のオキソ基を有しており、
　Ｒ２は、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル、（Ｃ２－Ｃ６）
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－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニル、（Ｃ２

－Ｃ６）－ハロアルキニル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロ
アルケニル、（Ｃ３－Ｃ６）－ハロシクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－Ｏ－（
Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル
、フェニル、フェニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ヘテロアリール、（Ｃ１－Ｃ６）－
アルキル－ヘテロアリール、複素環、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－複素環、（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキル－Ｏ－ヘテロアリール、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－Ｏ－複素環、（Ｃ１－
Ｃ６）－アルキル－ＮＲ３－ヘテロアリール、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＮＲ３－複素
環であり、最後に挙げた２１個の基はシアノ、ハロゲン、ニトロ、チオシアナト、ＯＲ３

、Ｓ（Ｏ）ｎＲ４、Ｎ（Ｒ３）２、ＮＲ３ＯＲ３、ＣＯＲ３、ＯＣＯＲ３、ＳＣＯＲ４、
ＮＲ３ＣＯＲ３、ＮＲ３ＳＯ２Ｒ４、ＣＯ２Ｒ３、ＣＯＳＲ４、ＣＯＮ（Ｒ３）２および
（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ－（Ｃ２－Ｃ６）－アルコキシカルボニルからなる群からの
ｓ個の基によって置換されており、複素環は０から２個のオキソ基を有しており、
　Ｒ３は、水素、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ

６）－アルキニル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキルもしくは（Ｃ３－Ｃ６）－シクロア
ルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルであり、
　Ｒ４は、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニルもしくは（Ｃ２－Ｃ

６）－アルキニルであり、
　Ｒ５は、メチルもしくはエチルであり、
　Ｒ６は、アセトキシ、アセトアミド、Ｎ－メチルアセトアミド、ベンゾイルオキシ、ベ
ンズアミド、Ｎ－メチルベンズアミド、メトキシカルボニル、エトキシカルボニル、ベン
ゾイル、メチルカルボニル、ピペリジニルカルボニル、モルホリニルカルボニル、トリフ
ルオロメチルカルボニル、アミノカルボニル、メチルアミノカルボニル、ジメチルアミノ
カルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシもしくは（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキルであ
り、または各場合でメチル、エチル、メトキシ、トリフルオロメチルおよびハロゲンから
なる群からのｓ個の基によって置換されているヘテロアリール、複素環もしくはフェニル
であり、
　ｎは０、１もしくは２であり、
　ｓは０、１、２もしくは３である。］
【請求項２】
　式（Ｉ）において、
　ＡがＮもしくはＣＹであり、
　ＢがＮもしくはＣＨであり、
　Ｘが、ニトロ、ハロゲン、シアノ、チオシアナト、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ハロ－
（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニル、ハロ－（Ｃ２－Ｃ６）－アル
ケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニル、ハロ－（Ｃ３－Ｃ６）－アルキニル、（Ｃ３－Ｃ

６）－シクロアルキル、ハロ－（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アル
キル－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル－（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキル、ハロ－（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、Ｃ
ＯＲ１、ＯＲ１、ＯＣＯＲ１、ＯＳＯ２Ｒ２、Ｓ（Ｏ）ｎＲ２、ＳＯ２ＯＲ１、ＳＯ２Ｎ
（Ｒ１）２、ＮＲ１ＳＯ２Ｒ２、ＮＲ１ＣＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－Ｓ（Ｏ）

ｎＲ２、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＯＣＯＲ１、
（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＯＳＯ２Ｒ２、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＣＯ２Ｒ１、（
Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＳＯ２ＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＣＯＮ（Ｒ１）２

、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＳＯ２Ｎ（Ｒ１）２、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＮＲ１

ＣＯＲ１もしくは（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＮＲ１ＳＯ２Ｒ２、（Ｃ１－Ｃ６）－アル
キル－ヘテロアリール、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－複素環であり、最後に挙げた２個の
基が各場合でｓ個のハロゲン、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ６）－アル
キル、Ｓ（Ｏ）ｎ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシおよび／ま
たはハロ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ基によって置換されており、複素環が０から２個
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のオキソ基を有しており、
　Ｙが、水素、ニトロ、ハロゲン、シアノ、チオシアナト、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、
ハロ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニル、ハロ－（Ｃ２－Ｃ６）
－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニル、ハロ－（Ｃ３－Ｃ６）－アルキニル、（Ｃ

３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルケニル、ハロ－（Ｃ３－Ｃ６

）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ハ
ロ－（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ＣＯＲ１、ＯＲ１、
ＣＯＯＲ１、ＯＳＯ２Ｒ２、Ｓ（Ｏ）ｎＲ２、ＳＯ２ＯＲ１、ＳＯ２Ｎ（Ｒ１）２、Ｎ（
Ｒ１）２、ＮＲ１ＳＯ２Ｒ２、ＮＲ１ＣＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｎ

Ｒ２、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＯＣＯＲ１、（
Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＯＳＯ２Ｒ２、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＣＯ２Ｒ１、（Ｃ

１－Ｃ６）－アルキル－ＳＯ２ＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＣＯＮ（Ｒ１）２、
（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＳＯ２Ｎ（Ｒ１）２、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＮＲ１Ｃ
ＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＮＲ１ＳＯ２Ｒ２、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－フ
ェニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ヘテロアリール、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－複素
環、フェニル、ヘテロアリールもしくは複素環であり、最後の６個の基が各場合でハロゲ
ン、ニトロ、シアノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（
Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、Ｓ（Ｏ）ｎ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６

）－アルコキシ、ハロ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（
Ｃ１－Ｃ４）－アルキルおよびシアノメチルからなる群からのｓ個の基によって置換され
ており、複素環が０から２個のオキソ基を有しており、
　Ｚが、ハロゲン、シアノ、チオシアナト、ハロ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－
Ｃ６）－アルケニル、ハロ－（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニル
、ハロ－（Ｃ３－Ｃ６）－アルキニル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、ハロ－（Ｃ３

－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキ
ル、ハロ－（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ＣＯＲ１、Ｃ
ＯＯＲ１、Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１）２、Ｃ（Ｏ）ＮＲ１ＯＲ１、ＯＳＯ２Ｒ２、Ｓ（Ｏ）ｎＲ
２、ＳＯ２ＯＲ１、ＳＯ２Ｎ（Ｒ１）２、ＮＲ１ＳＯ２Ｒ２、ＮＲ１ＣＯＲ１、（Ｃ１－
Ｃ６）－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｎＲ２、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキル－ＯＣＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＯＳＯ２Ｒ２、（Ｃ１－Ｃ６）
－アルキル－ＣＯ２Ｒ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＳＯ２ＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６）－
アルキル－ＣＯＮ（Ｒ１）２、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＳＯ２Ｎ（Ｒ１）２、（Ｃ１

－Ｃ６）－アルキル－ＮＲ１ＣＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＮＲ１ＳＯ２Ｒ２も
しくは１，２，４－トリアゾール－１－イルであり、または
　Ｙが基Ｓ（Ｏ）ｎＲ２である場合に、Ｚが水素、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルもしくは（
Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシであっても良く、
　Ｒが、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ７）－シクロアルキル、ハロ－（Ｃ１－
Ｃ６）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ７）－シクロアルキルメチル、メトキシカルボニルメチル
、エトキシカルボニルメチル、アセチルメチル、メトキシメチルまたはフェニルもしくは
ベンジルであり、それらはそれぞれメチル、メトキシ、トリフルオロメチルおよびハロゲ
ンからなる群からのｓ個の基によって置換されており、
　Ｒ１が、水素、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ

６）－アルキニル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル
－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキ
ル、フェニル、フェニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ヘテロアリール、（Ｃ１－Ｃ６）
－アルキル－ヘテロアリール、複素環、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－複素環、（Ｃ１－Ｃ

６）－アルキル－Ｏ－ヘテロアリール、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－Ｏ－複素環、（Ｃ１

－Ｃ６）－アルキル－ＮＲ３－ヘテロアリールもしくは（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＮＲ
３－複素環であり、最後に挙げた１６個の基がシアノ、ハロゲン、ニトロ、ＯＲ３、Ｓ（
Ｏ）ｎＲ４、Ｎ（Ｒ３）２、ＮＲ３ＯＲ３、ＣＯＲ３、ＯＣＯＲ３、ＮＲ３ＣＯＲ３、Ｎ
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Ｒ３ＳＯ２Ｒ４、ＣＯ２Ｒ３、ＣＯＮ（Ｒ３）２および（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ－（
Ｃ２－Ｃ６）－アルコキシカルボニルからなる群からのｓ個の基によって置換されており
、複素環が０から２個のオキソ基を有しており、
　Ｒ２が、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－
アルキニル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル－（Ｃ

１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、フ
ェニル、フェニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ヘテロアリール、（Ｃ１－Ｃ６）－アル
キル－ヘテロアリール、複素環、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－複素環、（Ｃ１－Ｃ６）－
アルキル－Ｏ－ヘテロアリール、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－Ｏ－複素環、（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキル－ＮＲ３－ヘテロアリールもしくは（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＮＲ３－複
素環であり、これらの基がシアノ、ハロゲン、ニトロ、ＯＲ３、Ｓ（Ｏ）ｎＲ４、Ｎ（Ｒ
３）２、ＮＲ３ＯＲ３、ＮＲ３ＳＯ２Ｒ４、ＣＯＲ３、ＯＣＯＲ３、ＮＲ３ＣＯＲ３、Ｃ
Ｏ２Ｒ３、ＣＯＮ（Ｒ３）２および（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ－（Ｃ２－Ｃ６）－アル
コキシカルボニルからなる群からのｓ個の基によって置換されており、複素環が０から２
個のオキソ基を有しており、
　Ｒ３が、水素、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ

６）－アルキニル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキルもしくは（Ｃ３－Ｃ６）－シクロア
ルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルであり、
　Ｒ４が、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニルもしくは（Ｃ２－Ｃ

６）－アルキニルであり、
　ｎが０、１もしくは２であり、
　ｓが０、１、２もしくは３である請求項１に記載の使用。
【請求項３】
　式（Ｉ）において、
　ＡがＮもしくはＣＹであり、
　ＢがＮもしくはＣＨであり、
　Ｘが、ニトロ、ハロゲン、シアノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ６）
－アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、ＯＲ１、Ｓ（Ｏ）ｎＲ２、（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｎＲ２、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６）－
アルキル－ＣＯＮ（Ｒ１）２、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＳＯ２Ｎ（Ｒ１）２、（Ｃ１

－Ｃ６）－アルキル－ＮＲ１ＣＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＮＲ１ＳＯ２Ｒ２、
（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ヘテロアリールもしくは（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－複素環
であり、最後に挙げた２個の基が各場合でｓ個のハロゲン、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、
ハロ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、Ｓ（Ｏ）ｎ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ

６）－アルコキシおよび／またはハロ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ基によって置換され
ており、複素環が０から２個のオキソ基を有しており、
　Ｙが、水素、ニトロ、ハロゲン、シアノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）
－ハロアルキル、ＯＲ１、Ｓ（Ｏ）ｎＲ２、ＳＯ２Ｎ（Ｒ１）２、Ｎ（Ｒ１）２、ＮＲ１

ＳＯ２Ｒ２、ＮＲ１ＣＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｎＲ２、（Ｃ１－Ｃ

６）－アルキル－ＯＲ１、（Ｃ１-Ｃ６）－アルキル－ＣＯＮ（Ｒ１）２、（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキル－ＳＯ２Ｎ（Ｒ１）２、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＮＲ１ＣＯＲ１、（Ｃ

１－Ｃ６）－アルキル－ＮＲ１ＳＯ２Ｒ２、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－フェニル、（Ｃ

１－Ｃ６）－アルキル－ヘテロアリール、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－複素環、フェニル
、ヘテロアリールもしくは複素環であり、最後の６個の基が各場合でハロゲン、ニトロ、
シアノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）
－シクロアルキル、Ｓ（Ｏ）ｎ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキ
シ、ハロ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ４）
－アルキルおよびシアノメチルからなる群からのｓ個の基によって置換されており、複素
環が０から２個のオキソ基を有しており、
　Ｚが、ハロゲン、シアノ、ハロ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロ
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アルキル、Ｓ（Ｏ）ｎＲ２もしくは１，２，４－トリアゾール－１－イルであるか、Ｙが
基Ｓ（Ｏ）ｎＲ２である場合にはＺが水素、メチル、メトキシもしくはエトキシであって
も良く、
　Ｒが、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ７）－シクロアルキル、ハロ－（Ｃ１－
Ｃ６）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ７）－シクロアルキルメチル、メトキシカルボニルメチル
、エトキシカルボニルメチル、アセチルメチルもしくはメトキシメチルであり、またはメ
チル、メトキシ、トリフルオロメチルおよびハロゲンからなる群からのｓ個の基によって
置換されたフェニルであり；
　Ｒ１が、水素、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ

６）－アルキニル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル
－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキ
ル、フェニル、フェニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ヘテロアリール、（Ｃ１－Ｃ６）
－アルキル－ヘテロアリール、複素環、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－複素環、（Ｃ１－Ｃ

６）－アルキル－Ｏ－ヘテロアリール、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－Ｏ－複素環、（Ｃ１

－Ｃ６）－アルキル－ＮＲ３－ヘテロアリールもしくは（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＮＲ
３－複素環であり、最後に挙げた１６個の基がシアノ、ハロゲン、ニトロ、ＯＲ３、Ｓ（
Ｏ）ｎＲ４、Ｎ（Ｒ３）２、ＮＲ３ＯＲ３、ＣＯＲ３、ＯＣＯＲ３、ＮＲ３ＣＯＲ３、Ｎ
Ｒ３ＳＯ２Ｒ４、ＣＯ２Ｒ３、ＣＯＮ（Ｒ３）２および（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ－（
Ｃ２－Ｃ６）－アルコキシカルボニルからなる群からのｓ個の基によって置換されており
、複素環が０から２個のオキソ基を有しており、
　Ｒ２が（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキルもしくは（Ｃ３－
Ｃ６）－シクロアルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルであり、これら言及した３個の基が
各場合でハロゲンおよびＯＲ３からなる群からのｓ個の基によって置換されており、
　Ｒ３が、水素もしくは（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルであり、
　Ｒ４が、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルであり、
　ｎが０、１もしくは２であり、
　ｓが０、１、２もしくは３である請求項１に記載の使用。
【請求項４】
　（Ｉ）（ａ）カラスムギ属、（ｂ）シュードモナス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ）、（ｃ
）シネココッコイデアエ（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｏｉｄｅａｅ）、（ｄ）アミカ（Ｂｌ
ｅｐｈａｒｉｓｍｉｄａｅ）、（ｅ）ロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）、（ｆ）
ピクロフィルス科（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌａｃｅａｅ）、（ｇ）コルディア（Ｋｏｒｄｉａ
）からなる生物の群の１員由来のヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ（ＨＰ
ＰＤ）をコードするＤＮＡ配列を含む、または（ＩＩ）前記で定義の生物のＨＰＰＤコー
ド遺伝子の１以上の突然変異ＤＮＡ配列を含む１以上のキメラ遺伝子を含むことによって
ＨＰＰＤ阻害薬型除草剤に対して耐性であるトランスジェニック作物の区域で請求項１に
記載の１以上のＮ－（テトラゾール－４－イル）－もしくはＮ－（トリアゾール－３－イ
ル）アリールカルボキサミド類を施用することを含み、当該施用を（ａ）望ましくない植
物、（ｂ）望ましくない植物の種子、および／または（ｃ）その植物が成長する区域に対
して行う望ましくない植物の防除方法。
【請求項５】
　前記トランスジェニック作物がラッカセイ属（Ａｒａｃｈｉｓ）、フダンソウ属（Ｂｅ
ｔａ）、アブラナ属（Ｂｒａｓｓｉｃａ）、キュウリ属（Ｃｕｃｕｍｉｓ）、カボチャ属
（Ｃｕｃｕｒｂｉｔａ）、ヒマワリ属（Ｈｅｌｉａｎｔｈｕｓ）、ニンジン属（Ｄａｕｃ
ｕｓ）、ダイズ属（Ｇｌｙｃｉｎｅ）、ワタ属（Ｇｏｓｓｙｐｉｕｍ）、サツマイモ属（
Ｉｐｏｍｏｅａ）、アキノノゲシ属（Ｌａｃｔｕｃａ）、アマ属（Ｌｉｎｕｍ）、トマト
属（Ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｏｎ）、タバコ属（Ｎｉｃｏｔｉａｎａ）、インゲンマメ属（
Ｐｈａｓｅｏｌｕｓ）、エンドウ属（Ｐｉｓｕｍ）、ナス属（Ｓｏｌａｎｕｍ）およびソ
ラマメ属（Ｖｉｃｉａ）からなる双子葉作物の群に属する、またはネギ属（Ａｌｌｉｕｍ
）、アナナス属（Ａｎａｎａｓ）、アスパラガス属（Ａｓｐａｒａｇｕｓ）、カラスムギ
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属（Ａｖｅｎａ）、オオムギ属（Ｈｏｒｄｅｕｍ）、イネ属（Ｏｒｙｚａ）、キビ属（Ｐ
ａｎｉｃｕｍ）、サトウキビ属（Ｓａｃｃｈａｒｕｍ）、ライムギ属（Ｓｅｃａｌｅ）、
モロコシ属（Ｓｏｒｇｈｕｍ）、ライコムギ属（Ｔｒｉｔｉｃａｌｅ）、コムギ属（Ｔｒ
ｉｔｉｃｕｍ）、トウモロコシ属（Ｚｅａ）からなる単子葉作物の群に属する請求項４に
記載の方法。
【請求項６】
　１以上の請求項１に記載のＮ－（テトラゾール－４－イル）－もしくはＮ－（トリアゾ
ール－３－イル）アリールカルボキサミド類が、混合製剤またはタンクミックスでのトリ
ケトン系もしくはピラゾリネート系除草剤からなる群から選択される１以上のＨＰＰＤ阻
害薬型除草剤と組み合わせて、および／またはアセト乳酸シンターゼ、アセチル－ＣｏＡ
カルボキシラーゼ、セルロースシンターゼ、エノールピルビルシキミ酸－３－リン酸シン
ターゼ、グルタミンシンテターゼ、ｐ－ヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ
、フィトエンデサチュラーゼ、光化学系Ｉ、光化学系ＩＩ、プロトポルフィリノーゲンオ
キシダーゼの阻害に基づく別の公知の活性物質と組み合わせて施用される、または成長調
節剤として作用する請求項４または５に記載の方法。
【請求項７】
　１以上のＮ－（テトラゾール－４－イル）－もしくはＮ－（トリアゾール－３－イル）
アリールカルボキサミド類が、テンボトリオン、メソトリオン、ビシクロピロン、テフリ
ルトリオン、ピラスルホトール、ピラゾレート、ジケトニトリル、ベンゾフェナップまた
はスルコトリオンからなる群から選択される１以上のＨＰＰＤ阻害薬型除草剤と組み合わ
せて施用される請求項６に記載の方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＨＰＰＤ阻害薬型除草剤に対して耐性であるトランスジェニック作物の区域
で望ましくない植物を防除するためのＮ－（テトラゾール－４－イル）－もしくはＮ－（
トリアゾール－３－イル）アリールカルボキサミド類またはそれらの塩の使用に関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　ＥＰ１０１７４８９３（２０１０年９月１日にＥＰＯでＢａｙｅｒ　ＣｒｏｐＳｃｉｅ
ｎｃｅ　ＡＧの名で出願）およびそれの相当する国際特許出願ＰＣＴ／ＥＰ２０１１／０
６４８２０には、いくつかの新規なＮ－（テトラゾール－４－イル）－もしくはＮ－（ト
リアゾール－３－イル）アリールカルボキサミド類および雑草防除のためのＨＰＰＤ阻害
薬型除草剤としてのそれらの使用が開示されている。
【０００３】
　しかしながら、Ｎ－（テトラゾール－４－イル）－もしくはＮ－（トリアゾール－３－
イル）アリールカルボキサミドの除草活性はいくつかの作物に対する損傷を引き起こす可
能性があり、そのため、雑草防除のための除草剤としてそれらをそのような作物が成長す
る区域で使用するのに制限が生じる。
【０００４】
　ＨＰＰＤ阻害薬型除草剤をトウモロコシ（Ｚｅａ　ｍａｙｓ）などの代謝耐性を示す作
物におけるイネ科および／または広葉雑草に対して用いることができ、それら雑草は急速
に枯死する（Ｓｃｈｕｌｚ　ｅｔ　ａｌ．，　（１９９３）．　ＦＥＢＳ　ｌｅｔｔｅｒ
ｓ，　３１８，　１６２－１６６；Ｍｉｔｃｈｅｌｌ　ｅｔ　ａｌ．，　（２００１）　
Ｐｅｓｔ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｓｃｉｅｎｃｅ，　Ｖｏｌ　５７，　１２０－１２８
；　Ｇａｒｃｉａ　ｅｔ　ａｌ．，　（２０００）　Ｂｉｏｃｈｅｍ．，　３９，　７５
０１－７５０７；　Ｐａｌｌｅｔｔ　ｅｔ　ａｌ．，　（２００１）　Ｐｅｓｔ　Ｍａｎ
ａｇｅｍｅｎｔ　Ｓｃｉｅｎｃｅ，　Ｖｏｌ　５７，　１３３－１４２）。これらのＨＰ
ＰＤ阻害薬型除草剤の範囲を拡大するため、植物、特には代謝耐性がないか代謝耐性が低
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い植物に対して、農学的圃場条件下で許容される耐性レベルを与えるため、いくつかの努
力が行われている。
【０００５】
　一方、ホモゲンチシン酸のＨＰＰＤ介在産生を迂回し（ＵＳ６，８１２，０１０）する
ことによりトランスジェニック植物の操作を行って、感受性酵素を過剰発現させて、植物
において、除草剤に関して十分な量の標的酵素を産生させている（ＷＯ９６／３８５６７
）。
【０００６】
　あるいは、各種位置で突然変異することでＨＰＰＤタンパク質を発現するトランスジェ
ニック植物を発生させて、ＨＰＰのホモゲンチシン酸への変換を触媒するそれの特性を保
持しながら、突然変異前の天然ＨＰＰＤと比較してＨＰＰＤ阻害薬型除草剤に対する感受
性が低い標的酵素が得られている（例えばＥＰ４９６６３０、ＷＯ９９／２４５８５を参
照）。
【０００７】
　さらに最近では、タバコおよびダイズのプラスチドゲノムへのシュードモナスＨＰＰＤ
遺伝子の導入が、核形質転換より有効であり、少なくとも１種類のＨＰＰＤ阻害薬の発芽
後施用に対する耐性ですら与えることが明らかになっている（Ｄｕｆｏｕｒｍａｎｔｅｌ
　ｅｔ　ａｌ．，　２００７，　Ｐｌａｎｔ　Ｂｉｏｔｅｃｈｎｏｌ　Ｊ．　５（１）：
１１８－３３）。
【０００８】
　ＷＯ２００９／１４４０７９では、蛍光菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓ
ｃｅｎｓ）ＨＰＰＤタンパク質の３３６位の突然変異ヒドロキシフェニルピルビン酸ジオ
キシゲナーゼ（ＨＰＰＤ）をコードする核酸配列およびＨＰＰＤ阻害薬型除草剤に対して
耐性である植物を得る上でのそれの使用が開示されている。
【０００９】
　ＷＯ０４／０２４９２８において、発明者らは、ＨＰＰ前駆体の植物細胞へのフラック
スを増加させることで、その植物細胞におけるプレニルキノン生合成（例えば、プラスト
キノン類およびトコフェロール類の合成）を増加させようと努めた。これは、前記前駆体
の合成をプレフェン酸デヒドロゲナーゼ（ＰＤＨ）の過剰発現によって「シキミ酸」経路
に連結させることで行った。その発明者らは、ＰＤＨ酵素をコードする遺伝子による植物
の形質転換によって、その植物のＨＰＰＤ阻害薬に対する耐性を高めることができるとも
記載している。
【００１０】
　ＷＯ２００２／０４６３８７では、ＨＰＰＤをコードするカラスムギ（Ａｖｅｎａ　ｓ
ａｔｉｖａ）から得られた遺伝子が、そのような遺伝子を過剰発現し、それによって各種
ＨＰＰＤ阻害薬型除草剤に対する耐性を生じさせる植物を発生させることが記載されてい
る。
【００１１】
　ＷＯ２００８／１５０４７３では、二つの異なる耐性機序－突然変異体ＨＰＰＤ酵素を
コードする改変カラスムギ（Ａｖｅｎａ　ｓａｔｉｖａ）遺伝子およびＣＹＰ４５０トウ
モロコシモノオキシゲナーゼ（ｎｓｆ１遺伝子）－の組み合わせの例を用いて、ＨＰＰＤ
阻害薬型除草剤に対する改善された耐性を得ているが、両方のタンパク質の組み合わせに
基づく相乗効果を示すデータは全く開示されていない。
【００１２】
　ＷＯ２０１０／０８５７０５では、カラスムギ（Ａｖｅｎａ　ｓａｔｉｖａ）ＨＰＰＤ
のいくつかの突然変異体が記載されており、そしてそのような突然変異ＨＰＰＤをコード
することで、非突然変異ＨＰＰＤと比較して各種ＨＰＰＤ阻害薬型除草剤に対する耐性を
高くする遺伝子を含む植物が記載されている。
【００１３】
　最近、各種生物からのＨＰＰＤ酵素をコードするいくつかの新規な遺伝子が確認され、
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各種ＨＰＰＤ阻害薬型除草剤の施用に関して農業的に有用なレベルの耐性を示す作物を得
るのに用いられている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１４】
【特許文献１】ＥＰ１０１７４８９３
【特許文献２】ＵＳ６，８１２，０１０
【特許文献３】ＷＯ９６／３８５６７
【特許文献４】ＥＰ４９６６３０
【特許文献５】ＷＯ９９／２４５８５
【特許文献６】ＷＯ０４／０２４９２８
【特許文献７】ＷＯ２００２／０４６３８７
【特許文献８】ＷＯ２００８／１５０４７３
【特許文献９】ＷＯ２０１０／０８５７０５
【非特許文献】
【００１５】
【非特許文献１】Ｓｃｈｕｌｚ　ｅｔ　ａｌ．，　（１９９３）．　ＦＥＢＳ　ｌｅｔｔ
ｅｒｓ，　３１８，　１６２－１６６．
【非特許文献２】Ｍｉｔｃｈｅｌｌ　ｅｔ　ａｌ．，　（２００１）　Ｐｅｓｔ　Ｍａｎ
ａｇｅｍｅｎｔ　Ｓｃｉｅｎｃｅ，　Ｖｏｌ　５７，　１２０－１２８．
【非特許文献３】Ｇａｒｃｉａ　ｅｔ　ａｌ．，　（２０００）　Ｂｉｏｃｈｅｍ．，　
３９，　７５０１－７５０７．
【非特許文献４】Ｐａｌｌｅｔｔ　ｅｔ　ａｌ．，　（２００１）　Ｐｅｓｔ　Ｍａｎａ
ｇｅｍｅｎｔ　Ｓｃｉｅｎｃｅ，　Ｖｏｌ　５７，　１３３－１４２．
【非特許文献５】Ｄｕｆｏｕｒｍａｎｔｅｌ　ｅｔ　ａｌ．，　２００７，　Ｐｌａｎｔ
　Ｂｉｏｔｅｃｈｎｏｌ　Ｊ．　５（１）：１１８－３３．
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　ＨＰＰＤ阻害薬型除草剤に対するそのような耐性の実現に関する研究が、下記出願番号
を有する２０１０年１２月２２日のＢａｙｅｒ　ＣｒｏｐＳｃｉｅｎｃｅ　ＡＧの名の下
で出願されたＰＣＴ出願（ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６１（ＷＯ２０１１／０７６
８７７として公開；亜科シネココッコイデアエ（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｏｉｄｅａｅ）
に属する細菌およびそれのある種の突然変異体から得られたヒドロキシフェニルピルビン
酸ジオキシゲナーゼ（ＨＰＰＤ）をコードする核酸配列に関するものである。）；ＰＣＴ
／ＥＰ２０１０／０７０５６７（ＷＯ２０１１／０７６８８２として公開；ブレファリス
マ（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍｉｄａｅ）科に属する原生生物から得られるヒドロキシフェニ
ルピルビン酸ジオキシゲナーゼをコード）；ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７８（ＷＯ
２０１１／０７６８９２として公開；ロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属に属す
る細菌およびそれのある種の突然変異体から得られるヒドロキシフェニルピルビン酸ジオ
キシゲナーゼをコード）；ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７０（ＷＯ２０１１／０７６
８８５として公開；ピクロフィルス（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌａｃｅａｅ）属に属するユリア
ーキオータ（Ｅｕｒｙａｒｃｈａｅｏｔａ）およびそれらのある種の突然変異体から得ら
れるヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼをコード）；ＰＣＴ／ＥＰ２０１０
／０７０５７５（ＷＯ２０１１／０７６８８９として公開；コルディア（Ｋｏｒｄｉａ）
属に属する細菌およびそれらのある種の突然変異体から得られるヒドロキシフェニルピル
ビン酸ジオキシゲナーゼをコード）に広範囲に記載されており、それらはＨＰＰＤ阻害薬
除草剤に対する耐性を与える個々のトランスジェニック植物の生産に関して参照によって
本明細書に組み込まれる。
【００１７】
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　Ｎ－（テトラゾール－４－イル）－もしくはＮ－（トリアゾール－３－イル）アリール
カルボキサミドを、ＨＰＰＤ阻害薬型除草剤に対する耐性を与える１以上の遺伝子を含む
ことでＨＰＰＤ阻害薬型除草剤に対して耐性であるトランスジェニック作物に関して用い
ることが可能であることが認められた。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　本発明の主題は、下記式（Ｉ）のＮ－（テトラゾール－４－イル）－もしくはＮ－（ト
リアゾール－３－イル）アリールカルボキサミドまたはそれらの塩：
【００１９】
【化１】

　［式中、
　Ａは、ＮもしくはＣＹであり、
　Ｂは、ＮもしくはＣＨであり、
　Ｘは、ニトロ、ハロゲン、シアノ、ホルミル、チオシアナト、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキ
ル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニル、ハロ－（Ｃ２－Ｃ

６）－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニル、ハロ－（Ｃ３－Ｃ６）－アルキニル、
（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、ハロ－（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ

６）－シクロアルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ハロ－（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアル
キル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ＣＯＲ１、ＣＯＯＲ１、ＯＣＯＯＲ１、ＮＲ１ＣＯＯ
Ｒ１、Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１）２、ＮＲ１Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１）２、ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１）２、
Ｃ（Ｏ）ＮＲ１ＯＲ１、ＯＲ１、ＯＣＯＲ１、ＯＳＯ２Ｒ２、Ｓ（Ｏ）ｎＲ２、ＳＯ２Ｏ
Ｒ１、ＳＯ２Ｎ（Ｒ１）２、ＮＲ１ＳＯ２Ｒ２、ＮＲ１ＣＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アル
キル－Ｓ（Ｏ）ｎＲ２、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル
－ＯＣＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＯＳＯ２Ｒ２、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－
ＣＯ２Ｒ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＳＯ２ＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－Ｃ
ＯＮ（Ｒ１）２、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＳＯ２Ｎ（Ｒ１）２、（Ｃ１－Ｃ６）－ア
ルキル－ＮＲ１ＣＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＮＲ１ＳＯ２Ｒ２、ＮＲ１Ｒ２、
Ｐ（Ｏ）（ＯＲ５）２、ＣＨ２Ｐ（Ｏ）（ＯＲ５）２、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ヘテ
ロアリール、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－複素環であり、最後に挙げた２個の基は各場合
でｓ個のハロゲン、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、Ｓ（
Ｏ）ｎ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシおよび／またはハロ－
（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ基によって置換されており、複素環は０から２個のオキソ基
を有し、
　Ｙは、水素、ニトロ、ハロゲン、シアノ、チオシアナト、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、
ハロ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニル、ハロ－（Ｃ２－Ｃ６）
－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニル、ハロ－（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニル、（Ｃ

３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルケニル、ハロ－（Ｃ３－Ｃ６

）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ハ
ロ－（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ＣＯＲ１、ＣＯＯＲ
１，ＯＣＯＯＲ１、ＮＲ１ＣＯＯＲ１、Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１）２、ＮＲ１Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１

）２、ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１）２、ＣＯ（ＮＯＲ１）Ｒ１、ＮＲ１ＳＯ２Ｒ２、ＮＲ１ＣＯ
Ｒ１、ＯＲ１、ＯＳＯ２Ｒ２、Ｓ（Ｏ）ｎＲ２、ＳＯ２ＯＲ１、ＳＯ２Ｎ（Ｒ１）２（Ｃ

１－Ｃ６）－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｎＲ２、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＯＲ１、（Ｃ１－
Ｃ６）－アルキル－ＯＣＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＯＳＯ２Ｒ２、（Ｃ１－Ｃ
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６）－アルキル－ＣＯ２Ｒ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＣＮ、（Ｃ１－Ｃ６）－アル
キル－ＳＯ２ＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＣＯＮ（Ｒ１）２、（Ｃ１－Ｃ６）－
アルキル－ＳＯ２Ｎ（Ｒ１）２、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＮＲ１ＣＯＲ１、（Ｃ１－
Ｃ６）－アルキル－ＮＲ１ＳＯ２Ｒ２、Ｎ（Ｒ１）２、Ｐ（Ｏ）（ＯＲ５）２、ＣＨ２Ｐ
（Ｏ）（ＯＲ５）２、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－フェニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル
－ヘテロアリール、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－複素環、フェニル、ヘテロアリールもし
くは複素環であり、最後の６個の基は各場合でハロゲン、ニトロ、シアノ、（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、Ｓ
（Ｏ）ｎ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、ハロ－（Ｃ１－Ｃ

６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルおよびシア
ノメチルからなる群からのｓ個の基によって置換されており、複素環は０から２個のオキ
ソ基を有しており、
　Ｚは、ハロゲン、シアノ、チオシアナト、ハロ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－
Ｃ６）－アルケニル、ハロ－（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニル
、ハロ－（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、ハロ－（Ｃ３

－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキ
ル、ハロ－（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ＣＯＲ１、Ｃ
ＯＯＲ１、ＯＣＯＯＲ１、ＮＲ１ＣＯＯＲ１、Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１）２、ＮＲ１Ｃ（Ｏ）Ｎ
（Ｒ１）２、ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１）２、Ｃ（Ｏ）ＮＲ１ＯＲ１、ＯＳＯ２Ｒ２、Ｓ（Ｏ）

ｎＲ２、ＳＯ２ＯＲ１、ＳＯ２Ｎ（Ｒ１）２、ＮＲ１ＳＯ２Ｒ２、ＮＲ１ＣＯＲ１、（Ｃ

１－Ｃ６）－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｎＲ２、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＯＲ１、（Ｃ１－
Ｃ６）－アルキル－ＯＣＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＯＳＯ２Ｒ２、（Ｃ１－Ｃ

６）－アルキル－ＣＯ２Ｒ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＳＯ２ＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキル－ＣＯＮ（Ｒ１）２、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＳＯ２Ｎ（Ｒ１）２、（
Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＮＲ１ＣＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＮＲ１ＳＯ２Ｒ
２、Ｎ（Ｒ１）２、Ｐ（Ｏ）（ＯＲ５）２、ヘテロアリール、複素環もしくはフェニルで
あり、最後の３個の基は各場合でハロゲン、ニトロ、シアノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル
、ハロ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、Ｓ（Ｏ）ｎ－（
Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシもしくはハロ－（Ｃ１－Ｃ６）－
アルコキシからなる群からのｓ個の基によって置換されており、複素環は０から２個のオ
キソ基を有しており、または
　Ｙが基Ｓ（Ｏ）ｎＲ２である場合には、Ｚは水素、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルもしくは
（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシであっても良く、
　Ｒは、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ７）－シクロアルキル、ハロ－（Ｃ１－
Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニル、ハロ－（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニル、
（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニル、ハロ－（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニル、ＣＨ２Ｒ６、ヘテロ
アリール、複素環もしくはフェニルであり、最後の３個の基は各場合でハロゲン、ニトロ
、シアノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ６

）－シクロアルキル、Ｓ（Ｏ）ｎ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコ
キシ、ハロ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシおよび（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－
Ｃ４）－アルキルからなる群からのｓ個の基によって置換されており、
　Ｒ１は、水素、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル、（Ｃ２－
Ｃ６）－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニル、
（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアルキニル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－
シクロアルケニル、（Ｃ３－Ｃ６）－ハロシクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－
Ｏ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－ア
ルキル、フェニル、フェニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ヘテロアリール、（Ｃ１－Ｃ

６）－アルキル－ヘテロアリール、複素環、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－複素環、（Ｃ１

－Ｃ６）－アルキル－Ｏ－ヘテロアリール、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－Ｏ－複素環、（
Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＮＲ３－ヘテロアリール、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＮＲ３
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－複素環であり、最後に挙げた２１個の基はシアノ、ハロゲン、ニトロ、チオシアナト、
ＯＲ３、Ｓ（Ｏ）ｎＲ４、Ｎ（Ｒ３）２、ＮＲ３ＯＲ３、ＣＯＲ３、ＯＣＯＲ３、ＳＣＯ
Ｒ４、ＮＲ３ＣＯＲ３、ＮＲ３ＳＯ２Ｒ４、ＣＯ２Ｒ３、ＣＯＳＲ４、ＣＯＮ（Ｒ３）２

および（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ－（Ｃ２－Ｃ６）－アルコキシカルボニルからなる群
からのｓ個の基によって置換されており、複素環は０から２個のオキソ基を有しており、
　Ｒ２は、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル、（Ｃ２－Ｃ６）
－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニル、（Ｃ２

－Ｃ６）－ハロアルキニル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロ
アルケニル、（Ｃ３－Ｃ６）－ハロシクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－Ｏ－（
Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル
、フェニル、フェニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ヘテロアリール、（Ｃ１－Ｃ６）－
アルキル－ヘテロアリール、複素環、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－複素環、（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキル－Ｏ－ヘテロアリール、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－Ｏ－複素環、（Ｃ１－
Ｃ６）－アルキル－ＮＲ３－ヘテロアリール、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＮＲ３－複素
環であり、最後に挙げた２１個の基はシアノ、ハロゲン、ニトロ、チオシアナト、ＯＲ３

、Ｓ（Ｏ）ｎＲ４、Ｎ（Ｒ３）２、ＮＲ３ＯＲ３、ＣＯＲ３、ＯＣＯＲ３、ＳＣＯＲ４、
ＮＲ３ＣＯＲ３、ＮＲ３ＳＯ２Ｒ４、ＣＯ２Ｒ３、ＣＯＳＲ４、ＣＯＮ（Ｒ３）２および
（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ－（Ｃ２－Ｃ６）－アルコキシカルボニルからなる群からの
ｓ個の基によって置換されており、複素環は０から２個のオキソ基を有しており、
　Ｒ３は、水素、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ

６）－アルキニル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキルもしくは（Ｃ３－Ｃ６）－シクロア
ルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルであり、
　Ｒ４は、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニルもしくは（Ｃ２－Ｃ

６）－アルキニルであり、
　Ｒ５は、メチルもしくはエチルであり、
　Ｒ６は、アセトキシ、アセトアミド、Ｎ－メチルアセトアミド、ベンゾイルオキシ、ベ
ンズアミド、Ｎ－メチルベンズアミド、メトキシカルボニル、エトキシカルボニル、ベン
ゾイル、メチルカルボニル、ピペリジニルカルボニル、モルホリニルカルボニル、トリフ
ルオロメチルカルボニル、アミノカルボニル、メチルアミノカルボニル、ジメチルアミノ
カルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシもしくは（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキルであ
り、または各場合でメチル、エチル、メトキシ、トリフルオロメチルおよびハロゲンから
なる群からのｓ個の基によって置換されているヘテロアリール、複素環もしくはフェニル
であり、
　ｎは０、１もしくは２であり、
　ｓは０、１、２もしくは３である。］の使用であって、（Ｉ）（ａ）カラスムギ属、好
ましくはカラスムギ（Ａｖｅｎａ　ｓａｔｉｖａ）、より好ましくは配列番号２によって
定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｂ）シュ
ードモナス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ）、好ましくは蛍光菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　
ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ）、より好ましくは配列番号４によって定義されるＨＰＰＤをコ
ードする配列番号３と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｃ）シネココッコイデアエ（Ｓｙ
ｎｅｃｈｏｃｏｃｃｏｉｄｅａｅ）、好ましくはシネココッカス（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃ
ｃｕｓ）属種、より好ましくは配列番号７によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列
番号６と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｄ）アミカ（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍｉｄａｅ）
、好ましくはブレファリスマ・ジャポニクム（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃ
ｕｍ）、より好ましくは配列番号９によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号８
と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｅ）ロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）、好ま
しくはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０３０
４１、より好ましくは配列番号１１によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１
０と同一のＤＮＡ配列またはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株
）、分離株ｒｏ０２０４０、より好ましくは配列番号１３によって定義されるＨＰＰＤを
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コードする配列番号１２と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｆ）ピクロフィルス科（Ｐｉ
ｃｒｏｐｈｉｌａｃｅａｅ）、好ましくはピクロフィルス・トリズス（Ｐｉｃｒｏｐｈｉ
ｌｕｓ　ｔｏｒｒｉｄｕｓ）、より好ましくは配列番号１５によって定義されるＨＰＰＤ
をコードする配列番号１４と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｇ）コルディア（Ｋｏｒｄ
ｉａ）、好ましくはコルディア・アルギシダ（Ｋｏｒｄｉａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）、より
好ましくは配列番号１７によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１６と同一の
ＤＮＡ配列を含むものからなる生物の群の１構成員由来のヒドロキシフェニルピルビン酸
ジオキシゲナーゼ（ＨＰＰＤ）をコードするＤＮＡ配列を含み、または（ＩＩ）前記で定
義の生物のＨＰＰＤをコードする遺伝子の１以上の突然変異ＤＮＡ配列、好ましくはＷＯ
２０１０／０８５７０５、ＵＳ６，２４５，９６８、ＷＯ２００９／１４４０７９、ＰＣ
Ｔ／ＥＰ２０１０／０７０５６１、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６７、ＰＣＴ／ＥＰ
２０１０／０７０５７８、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７０、またはＰＣＴ／ＥＰ２
０１０／０７０５７５に記載の突然変異体を含むものを含む１以上のキメラ遺伝子を含む
ことでＨＰＰＤ阻害薬型除草剤に対して耐性であるトランスジェニック作物の区域におい
て望ましくない植物を防除するための使用である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　式（Ｉ）および下記の全ての式において、２個より多い炭素原子を有するアルキル基は
直鎖もしくは分岐であることができる。アルキル基は、例えば、メチル、エチル、ｎ－も
しくはイソプロピル、ｎ－、イソ－、ｔ－もしくは２－ブチル、ペンチル類、ヘキシル類
、例えばｎ－ヘキシル、イソヘキシルおよび１，３－ジメチルブチルである。ハロゲンは
、フッ素、塩素、臭素もしくはヨウ素である。
【００２１】
　複素環は、３から６個の環原子を含み、そのうちの１から４個が酸素、窒素および硫黄
からなる群からのものであり、さらにベンゾ環によって縮合していることができる飽和、
部分飽和または完全不飽和の環状基である。例えば、複素環は、ピペリジニル、ピロリジ
ニル、テトラヒドロフラニル、ジヒドロフラニル、４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾ
ール－３－イルおよびオキセタニルである。
【００２２】
　ヘテロアリールは、３から６個の環原子を含み、そのうちの１から４個が酸素、窒素お
よび硫黄からなる群からのものであり、さらにベンゾ環によって縮合していることができ
る芳香族環状基である。例えば、ヘテロアリールは、ベンズイミダゾール－２－イル、フ
ラニル、イミダゾリル、イソオキサゾリル、イソチアゾリル、オキサゾリル、ピラジニル
、ピリミジニル、ピリダジニル、ピリジニル、ベンゾイソオキサゾリル、チアゾリル、ピ
ロリル、ピラゾリル、チオフェニル、１，２，３－オキサジアゾリル、１，２，４－オキ
サジアゾリル、１，２，５－オキサジアゾリル、１，３，４－オキサジアゾリル、１，２
，４－トリアゾリル、１，２，３－トリアゾリル、１，２，５－トリアゾリル、１，３，
４－トリアゾリル、１，２，４－トリアゾリル、１，２，４－チアジアゾリル、１，３，
４－チアジアゾリル、１，２，３－チアジアゾリル、１，２，５－チアジアゾリル、２Ｈ
－１，２，３，４－テトラゾリル、１Ｈ－１，２，３，４－テトラゾリル、１，２，３，
４－オキサトリアゾリル、１，２，３，５－オキサトリアゾリル、１，２，３，４－チア
トリアゾリルおよび１，２，３，５－チアトリアゾリルである。
【００２３】
　ある基が複数の基によって置換されている場合、それは、この基が、言及された基の１
以上の同一もしくは異なる代表的なものによって置換されていることを意味する。
【００２４】
　置換基の性質および結合に応じて、式（Ｉ）の化合物は立体異性体として存在すること
ができる。例えば１以上の不斉炭素原子が存在する場合、エナンチオマーおよびジアステ
レオマーがあり得る。ｎが１である場合（スルホキシド）も立体異性体が存在し得る。立
体異性体は、一般的な分離方法を用いて、例えばクロマトグラフィー分離技術によって、
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製造から得られる混合物から得ることができる。光学活性な原材料および／または補助剤
を用いる立体選択的反応を用いることで、立体異性体を選択的に製造することも可能であ
る。本発明は、一般式（Ｉ）によって包含されるが具体的に定義されていない全ての立体
異性体およびそれらの混合物に関するものでもある。
【００２５】
　好ましいのは、
　ＡがＮもしくはＣＹであり、
　ＢがＮもしくはＣＨであり、
　Ｘが、ニトロ、ハロゲン、シアノ、チオシアナト、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ハロ－
（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニル、ハロ－（Ｃ２－Ｃ６）－アル
ケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニル、ハロ－（Ｃ３－Ｃ６）－アルキニル、（Ｃ３－Ｃ

６）－シクロアルキル、ハロ－（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アル
キル－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル－（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキル、ハロ－（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、Ｃ
ＯＲ１、ＯＲ１、ＯＣＯＲ１、ＯＳＯ２Ｒ２、Ｓ（Ｏ）ｎＲ２、ＳＯ２ＯＲ１、ＳＯ２Ｎ
（Ｒ１）２、ＮＲ１ＳＯ２Ｒ２、ＮＲ１ＣＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－Ｓ（Ｏ）

ｎＲ２、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＯＣＯＲ１、
（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＯＳＯ２Ｒ２、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＣＯ２Ｒ１、（
Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＳＯ２ＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＣＯＮ（Ｒ１）２

、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＳＯ２Ｎ（Ｒ１）２、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＮＲ１

ＣＯＲ１もしくは（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＮＲ１ＳＯ２Ｒ２、（Ｃ１－Ｃ６）－アル
キル－ヘテロアリール、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－複素環であり、最後に挙げた２個の
基が各場合でｓ個のハロゲン、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ６）－アル
キル、Ｓ（Ｏ）ｎ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシおよび／ま
たはハロ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ基によって置換されており、複素環が０から２個
のオキソ基を有しており、
　Ｙが、水素、ニトロ、ハロゲン、シアノ、チオシアナト、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、
ハロ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニル、ハロ－（Ｃ２－Ｃ６）
－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニル、ハロ－（Ｃ３－Ｃ６）－アルキニル、（Ｃ

３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルケニル、ハロ－（Ｃ３－Ｃ６

）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ハ
ロ－（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ＣＯＲ１、ＯＲ１、
ＣＯＯＲ１、ＯＳＯ２Ｒ２、Ｓ（Ｏ）ｎＲ２、ＳＯ２ＯＲ１、ＳＯ２Ｎ（Ｒ１）２、Ｎ（
Ｒ１）２、ＮＲ１ＳＯ２Ｒ２、ＮＲ１ＣＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｎ

Ｒ２、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＯＣＯＲ１、（
Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＯＳＯ２Ｒ２、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＣＯ２Ｒ１、（Ｃ

１－Ｃ６）－アルキル－ＳＯ２ＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＣＯＮ（Ｒ１）２、
（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＳＯ２Ｎ（Ｒ１）２、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＮＲ１Ｃ
ＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＮＲ１ＳＯ２Ｒ２、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－フ
ェニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ヘテロアリール、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－複素
環、フェニル、ヘテロアリールもしくは複素環であり、最後の６個の基が各場合でハロゲ
ン、ニトロ、シアノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（
Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、Ｓ（Ｏ）ｎ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６

）－アルコキシ、ハロ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（
Ｃ１－Ｃ４）－アルキルおよびシアノメチルからなる群からのｓ個の基によって置換され
ており、複素環が０から２個のオキソ基を有しており、
　Ｚが、ハロゲン、シアノ、チオシアナト、ハロ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－
Ｃ６）－アルケニル、ハロ－（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニル
、ハロ－（Ｃ３－Ｃ６）－アルキニル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、ハロ－（Ｃ３

－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキ
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ル、ハロ－（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ＣＯＲ１、Ｃ
ＯＯＲ１、Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１）２、Ｃ（Ｏ）ＮＲ１ＯＲ１、ＯＳＯ２Ｒ２、Ｓ（Ｏ）ｎＲ
２、ＳＯ２ＯＲ１、ＳＯ２Ｎ（Ｒ１）２、ＮＲ１ＳＯ２Ｒ２、ＮＲ１ＣＯＲ１、（Ｃ１－
Ｃ６）－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｎＲ２、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキル－ＯＣＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＯＳＯ２Ｒ２、（Ｃ１－Ｃ６）
－アルキル－ＣＯ２Ｒ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＳＯ２ＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６）－
アルキル－ＣＯＮ（Ｒ１）２、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＳＯ２Ｎ（Ｒ１）２、（Ｃ１

－Ｃ６）－アルキル－ＮＲ１ＣＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＮＲ１ＳＯ２Ｒ２も
しくは１，２，４－トリアゾール－１－イルであり、または
　Ｙが基Ｓ（Ｏ）ｎＲ２である場合に、Ｚが水素、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルもしくは（
Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシであっても良く、
　Ｒが、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ７）－シクロアルキル、ハロ－（Ｃ１－
Ｃ６）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ７）－シクロアルキルメチル、メトキシカルボニルメチル
、エトキシカルボニルメチル、アセチルメチル、メトキシメチルまたはフェニルもしくは
ベンジルであり、それらはそれぞれメチル、メトキシ、トリフルオロメチルおよびハロゲ
ンからなる群からのｓ個の基によって置換されており、
　Ｒ１が、水素、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ

６）－アルキニル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル
－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキ
ル、フェニル、フェニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ヘテロアリール、（Ｃ１－Ｃ６）
－アルキル－ヘテロアリール、複素環、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－複素環、（Ｃ１－Ｃ

６）－アルキル－Ｏ－ヘテロアリール、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－Ｏ－複素環、（Ｃ１

－Ｃ６）－アルキル－ＮＲ３－ヘテロアリールもしくは（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＮＲ
３－複素環であり、最後に挙げた１６個の基がシアノ、ハロゲン、ニトロ、ＯＲ３、Ｓ（
Ｏ）ｎＲ４、Ｎ（Ｒ３）２、ＮＲ３ＯＲ３、ＣＯＲ３、ＯＣＯＲ３、ＮＲ３ＣＯＲ３、Ｎ
Ｒ３ＳＯ２Ｒ４、ＣＯ２Ｒ３、ＣＯＮ（Ｒ３）２および（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ－（
Ｃ２－Ｃ６）－アルコキシカルボニルからなる群からのｓ個の基によって置換されており
、複素環が０から２個のオキソ基を有しており、
　Ｒ２が、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－
アルキニル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル－（Ｃ

１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、フ
ェニル、フェニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ヘテロアリール、（Ｃ１－Ｃ６）－アル
キル－ヘテロアリール、複素環、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－複素環、（Ｃ１－Ｃ６）－
アルキル－Ｏ－ヘテロアリール、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－Ｏ－複素環、（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキル－ＮＲ３－ヘテロアリールもしくは（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＮＲ３－複
素環であり、これらの基がシアノ、ハロゲン、ニトロ、ＯＲ３、Ｓ（Ｏ）ｎＲ４、Ｎ（Ｒ
３）２、ＮＲ３ＯＲ３、ＮＲ３ＳＯ２Ｒ４、ＣＯＲ３、ＯＣＯＲ３、ＮＲ３ＣＯＲ３、Ｃ
Ｏ２Ｒ３、ＣＯＮ（Ｒ３）２および（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ－（Ｃ２－Ｃ６）－アル
コキシカルボニルからなる群からのｓ個の基によって置換されており、複素環が０から２
個のオキソ基を有しており、
　Ｒ３が、水素、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ

６）－アルキニル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキルもしくは（Ｃ３－Ｃ６）－シクロア
ルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルであり、
　Ｒ４が、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニルもしくは（Ｃ２－Ｃ

６）－アルキニルであり、
　ｎが０、１もしくは２であり、
　ｓが０、１、２もしくは３である一般式（Ｉ）のＮ－（テトラゾール－４－イル）－も
しくはＮ－（トリアゾール－３－イル）アリールカルボキサミドの本発明による使用であ
って、（Ｉ）（ａ）カラスムギ属、好ましくはカラスムギ（Ａｖｅｎａ　ｓａｔｉｖａ）
、より好ましくは配列番号２によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１と同一
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のＤＮＡ配列を含むもの、（ｂ）シュードモナス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ）、好ましく
は蛍光菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ）、より好ましくは配列番
号４によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号３と同一のＤＮＡ配列を含むもの
、（ｃ）シネココッコイデアエ（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｏｉｄｅａｅ）、好ましくはシ
ネココッカス（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｕｓ）属種、より好ましくは配列番号７によって
定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号６と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｄ）アミ
カ（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍｉｄａｅ）、好ましくはブレファリスマ・ジャポニクム（Ｂｌ
ｅｐｈａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）、より好ましくは配列番号９によって定義さ
れるＨＰＰＤをコードする配列番号８と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｅ）ロドコッカ
ス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）、好ましくはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属
種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０３０４１、より好ましくは配列番号１１によって定義さ
れるＨＰＰＤをコードする配列番号１０と同一のＤＮＡ配列またはロドコッカス（Ｒｈｏ
ｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０２０４０、より好ましくは配列番
号１３によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１２と同一のＤＮＡ配列を含む
もの、（ｆ）ピクロフィルス科（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌａｃｅａｅ）、好ましくはピクロフ
ィルス・トリズス（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｔｏｒｒｉｄｕｓ）、より好ましくは配列
番号１５によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１４と同一のＤＮＡ配列を含
むもの、（ｇ）コルディア（Ｋｏｒｄｉａ）、好ましくはコルディア・アルギシダ（Ｋｏ
ｒｄｉａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）、より好ましくは配列番号１７によって定義されるＨＰＰ
Ｄをコードする配列番号１６と同一のＤＮＡ配列を含むものからなる生物の群の１構成員
由来のヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ（ＨＰＰＤ）をコードするＤＮＡ
配列を含み、または（ＩＩ）前記で定義の生物のＨＰＰＤをコードする遺伝子の１以上の
突然変異ＤＮＡ配列、好ましくはＷＯ２０１０／０８５７０５、ＵＳ６，２４５，９６８
、ＷＯ２００９／１４４０７９、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６１、ＰＣＴ／ＥＰ２
０１０／０７０５６７、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７８、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／
０７０５７０、またはＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７５に記載の突然変異体を含むも
のを含む１以上のキメラ遺伝子を含むことでＨＰＰＤ阻害薬型除草剤に対して耐性である
トランスジェニック作物の区域において望ましくない植物を防除するための使用である。
【００２６】
　特に好ましいのは、
　ＡがＮもしくはＣＹであり、
　ＢがＮもしくはＣＨであり、
　Ｘが、ニトロ、ハロゲン、シアノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ６）
－アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、ＯＲ１、Ｓ（Ｏ）ｎＲ２、（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｎＲ２、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６）－
アルキル－ＣＯＮ（Ｒ１）２、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＳＯ２Ｎ（Ｒ１）２、（Ｃ１

－Ｃ６）－アルキル－ＮＲ１ＣＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＮＲ１ＳＯ２Ｒ２、
（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ヘテロアリールもしくは（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－複素環
であり、最後に挙げた２個の基が各場合でｓ個のハロゲン、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、
ハロ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、Ｓ（Ｏ）ｎ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ

６）－アルコキシおよび／またはハロ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ基によって置換され
ており、複素環が０から２個のオキソ基を有しており、
　Ｙが、水素、ニトロ、ハロゲン、シアノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）
－ハロアルキル、ＯＲ１、Ｓ（Ｏ）ｎＲ２、ＳＯ２Ｎ（Ｒ１）２、Ｎ（Ｒ１）２、ＮＲ１

ＳＯ２Ｒ２、ＮＲ１ＣＯＲ１、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｎＲ２、（Ｃ１－Ｃ

６）－アルキル－ＯＲ１、（Ｃ１-Ｃ６）－アルキル－ＣＯＮ（Ｒ１）２、（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキル－ＳＯ２Ｎ（Ｒ１）２、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＮＲ１ＣＯＲ１、（Ｃ

１－Ｃ６）－アルキル－ＮＲ１ＳＯ２Ｒ２、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－フェニル、（Ｃ

１－Ｃ６）－アルキル－ヘテロアリール、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－複素環、フェニル
、ヘテロアリールもしくは複素環であり、最後の６個の基が各場合でハロゲン、ニトロ、
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シアノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）
－シクロアルキル、Ｓ（Ｏ）ｎ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキ
シ、ハロ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ４）
－アルキルおよびシアノメチルからなる群からのｓ個の基によって置換されており、複素
環が０から２個のオキソ基を有しており、
　Ｚが、ハロゲン、シアノ、ハロ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロ
アルキル、Ｓ（Ｏ）ｎＲ２もしくは１，２，４－トリアゾール－１－イルであるか、Ｙが
基Ｓ（Ｏ）ｎＲ２である場合にはＺが水素、メチル、メトキシもしくはエトキシであって
も良く、
　Ｒが、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ７）－シクロアルキル、ハロ－（Ｃ１－
Ｃ６）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ７）－シクロアルキルメチル、メトキシカルボニルメチル
、エトキシカルボニルメチル、アセチルメチルもしくはメトキシメチルであり、またはメ
チル、メトキシ、トリフルオロメチルおよびハロゲンからなる群からのｓ個の基によって
置換されたフェニルであり；
　Ｒ１が、水素、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ

６）－アルキニル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル
－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキ
ル、フェニル、フェニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ヘテロアリール、（Ｃ１－Ｃ６）
－アルキル－ヘテロアリール、複素環、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－複素環、（Ｃ１－Ｃ

６）－アルキル－Ｏ－ヘテロアリール、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－Ｏ－複素環、（Ｃ１

－Ｃ６）－アルキル－ＮＲ３－ヘテロアリールもしくは（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－ＮＲ
３－複素環であり、最後に挙げた１６個の基がシアノ、ハロゲン、ニトロ、ＯＲ３、Ｓ（
Ｏ）ｎＲ４、Ｎ（Ｒ３）２、ＮＲ３ＯＲ３、ＣＯＲ３、ＯＣＯＲ３、ＮＲ３ＣＯＲ３、Ｎ
Ｒ３ＳＯ２Ｒ４、ＣＯ２Ｒ３、ＣＯＮ（Ｒ３）２および（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ－（
Ｃ２－Ｃ６）－アルコキシカルボニルからなる群からのｓ個の基によって置換されており
、複素環が０から２個のオキソ基を有しており、
　Ｒ２が（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキルもしくは（Ｃ３－
Ｃ６）－シクロアルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルであり、これら言及した３個の基が
各場合でハロゲンおよびＯＲ３からなる群からのｓ個の基によって置換されており、
　Ｒ３が、水素もしくは（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルであり、
　Ｒ４が、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルであり、
　ｎが０、１もしくは２であり、
　ｓが０、１、２もしくは３である一般式（Ｉ）のＮ－（テトラゾール－４－イル）－も
しくはＮ－（トリアゾール－３－イル）アリールカルボキサミドの本発明による使用であ
って、（Ｉ）（ａ）カラスムギ属、好ましくはカラスムギ（Ａｖｅｎａ　ｓａｔｉｖａ）
、より好ましくは配列番号２によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１と同一
のＤＮＡ配列を含むもの、（ｂ）シュードモナス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ）、好ましく
は蛍光菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ）、より好ましくは配列番
号４によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号３と同一のＤＮＡ配列を含むもの
、（ｃ）シネココッコイデアエ（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｏｉｄｅａｅ）、好ましくはシ
ネココッカス（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｕｓ）属種、より好ましくは配列番号７によって
定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号６と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｄ）アミ
カ（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍｉｄａｅ）、好ましくはブレファリスマ・ジャポニクム（Ｂｌ
ｅｐｈａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）、より好ましくは配列番号９によって定義さ
れるＨＰＰＤをコードする配列番号８と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｅ）ロドコッカ
ス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）、好ましくはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属
種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０３０４１、より好ましくは配列番号１１によって定義さ
れるＨＰＰＤをコードする配列番号１０と同一のＤＮＡ配列またはロドコッカス（Ｒｈｏ
ｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０２０４０、より好ましくは配列番
号１３によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１２と同一のＤＮＡ配列を含む
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もの、（ｆ）ピクロフィルス科（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌａｃｅａｅ）、好ましくはピクロフ
ィルス・トリズス（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｔｏｒｒｉｄｕｓ）、より好ましくは配列
番号１５によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１４と同一のＤＮＡ配列を含
むもの、（ｇ）コルディア（Ｋｏｒｄｉａ）、好ましくはコルディア・アルギシダ（Ｋｏ
ｒｄｉａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）、より好ましくは配列番号１７によって定義されるＨＰＰ
Ｄをコードする配列番号１６と同一のＤＮＡ配列を含むものからなる生物の群の１構成員
由来のヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ（ＨＰＰＤ）をコードするＤＮＡ
配列を含み、または（ＩＩ）前記で定義の生物のＨＰＰＤをコードする遺伝子の１以上の
突然変異ＤＮＡ配列、好ましくはＷＯ２０１０／０８５７０５、ＵＳ６，２４５，９６８
、ＷＯ２００９／１４４０７９、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６１、ＰＣＴ／ＥＰ２
０１０／０７０５６７、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７８、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／
０７０５７０、またはＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７５に記載の突然変異体を含むも
のを含む１以上のキメラ遺伝子を含むことでＨＰＰＤ阻害薬型除草剤に対して耐性である
トランスジェニック作物の区域において望ましくない植物を防除するための使用である。
【００２７】
　下記の全ての式において、別段の断りがない限り、置換基および記号は式（Ｉ）下に記
載のものと同じ定義を有する。
【００２８】
　本発明に従って使用される化合物は、欧州特許出願「ＥＰ１０１７４８９３」（２０１
０年９月１日にＥＰＯでＢａｙｅｒ　ＣｒｏｐＳｃｉｅｎｃｅ　ＡＧの名の下で出願）お
よびそれの相当する国際特許出願ＰＣＴ／ＥＰ２０１１／０６４８２０に詳細に記載され
ている方法に従って製造することができ、これら出願は参照によって本明細書に組み込ま
れる。
【００２９】
　下記の表中で列記した化合物は、（Ｉ）（ａ）カラスムギ属、好ましくはカラスムギ（
Ａｖｅｎａ　ｓａｔｉｖａ）、より好ましくは配列番号２によって定義されるＨＰＰＤを
コードする配列番号１と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｂ）シュードモナス（Ｐｓｅｕ
ｄｏｍｏｎａｓ）、好ましくは蛍光菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎ
ｓ）、より好ましくは配列番号４によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号３と
同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｃ）シネココッコイデアエ（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｏ
ｉｄｅａｅ）、好ましくはシネココッカス（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｕｓ）属種、より好
ましくは配列番号７によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号６と同一のＤＮＡ
配列を含むもの、（ｄ）アミカ（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍｉｄａｅ）、好ましくはブレファ
リスマ・ジャポニクム（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）、より好ましく
は配列番号９によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号８と同一のＤＮＡ配列を
含むもの、（ｅ）ロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）、好ましくはロドコッカス（
Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０３０４１、より好ましくは
配列番号１１によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１０と同一のＤＮＡ配列
またはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０２０
４０、より好ましくは配列番号１３によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１
２と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｆ）ピクロフィルス科（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌａｃｅ
ａｅ）、好ましくはピクロフィルス・トリズス（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｔｏｒｒｉｄ
ｕｓ）、より好ましくは配列番号１５によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号
１４と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｇ）コルディア（Ｋｏｒｄｉａ）、好ましくはコ
ルディア・アルギシダ（Ｋｏｒｄｉａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）、より好ましくは配列番号１
７によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１６と同一のＤＮＡ配列を含むもの
からなる生物の群の１構成員由来のヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ（Ｈ
ＰＰＤ）をコードするＤＮＡ配列を含み、または（ＩＩ）前記で定義の生物のＨＰＰＤを
コードする遺伝子の１以上の突然変異ＤＮＡ配列、好ましくはＷＯ２０１０／０８５７０
５、ＵＳ６，２４５，９６８、ＷＯ２００９／１４４０７９、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０
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７０５６１、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６７、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７
８、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７０、またはＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７５
に記載の突然変異体を含むものを含む１以上のキメラ遺伝子を含むトランスジェニック植
物の区域において望ましくない植物を防除するのに用いる上で非常に特別に好ましいもの
である。
【００３０】
　使用される略称は次の通りである。
【００３１】
　Ｅｔ＝エチル、Ｍｅ＝メチル、ｎ－Ｐｒ＝ｎ－プロピル、ｉ－Ｐｒ＝イソプロピル、ｃ
－Ｐｒ＝シクロプロピル、Ｐｈ＝フェニル、Ａｃ＝アセチル、Ｂｚ＝ベンゾイル。
【００３２】
　表１：ＡがＣＹであり、ＢがＣＨであり、Ｒがメチルである本発明による一般式（Ｉ）
の化合物。
【００３３】

【化２】

【００３４】
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　表２：ＡがＣＹであり、ＢがＣＨであり、Ｒがエチルである本発明による一般式（Ｉ）
の化合物
【００３５】
【化３】

【００３６】
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　表３：ＡがＣＹであり、ＢがＣＨであり、Ｒがフェニルである本発明による一般式（Ｉ
）の化合物
【００３７】
【化４】

【００３８】
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　表４：ＡがＣＹであり、ＢがＮであり、Ｒがメチルである本発明による一般式（Ｉ）の
化合物
【００３９】

【化５】

【００４０】
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　表５：ＡがＣＹであり、ＢがＮであり、Ｒがエチルである本発明による一般式（Ｉ）の
化合物
【００４１】
【化６】

【００４２】
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　表６：ＡがＣＹであり、ＢがＮであり、Ｒがフェニルである本発明による一般式（Ｉ）
の化合物
【００４３】

【化７】

【００４４】
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【００４５】
【化８】

【００４６】
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【００４７】
【化９】

【００４８】
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【表８】

　欧州特許出願「ＥＰ１０１７４８９３」（２０１０年９月１日にＥＰＯでＢａｙｅｒ　
ＣｒｏｐＳｃｉｅｎｃｅ　ＡＧの名で出願）およびそれの相当する国際特許出願ＰＣＴ／
ＥＰ２０１１／０６４８２０ですでに開示されているように、本発明に従って使用される
式（Ｉ）の化合物および／またはそれらの塩は、下記において共に「本発明による化合物
」とも称され、広いスペクトラムの経済的に重要な単子葉および双子葉一年生有害植物に
対する優れた除草効力を有する。当該活性化合物は、根茎、台木および他の多年生器官か
ら芽を生じ、防除が困難である多年生雑草に対してであっても有効に作用する。
【００４９】
　従って本発明は、（Ｉ）（ａ）カラスムギ属、好ましくはカラスムギ（Ａｖｅｎａｓａ
ｔｉｖａ）、より好ましくは配列番号２によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番
号１と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｂ）シュードモナス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ）
、好ましくは蛍光菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ）、より好まし
くは配列番号４によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号３と同一のＤＮＡ配列
を含むもの、（ｃ）シネココッコイデアエ（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｏｉｄｅａｅ）、好
ましくはシネココッカス（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｕｓ）属種、より好ましくは配列番号
７によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号６と同一のＤＮＡ配列を含むもの、
（ｄ）アミカ（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍｉｄａｅ）、好ましくはブレファリスマ・ジャポニ
クム（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）、より好ましくは配列番号９によ
って定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号８と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｅ）
ロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）、好ましくはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃ
ｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０３０４１、より好ましくは配列番号１１によ
って定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１０と同一のＤＮＡ配列またはロドコッカ
ス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０２０４０、より好まし
くは配列番号１３によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１２と同一のＤＮＡ
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配列を含むもの、（ｆ）ピクロフィルス科（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌａｃｅａｅ）、好ましく
はピクロフィルス・トリズス（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｔｏｒｒｉｄｕｓ）、より好ま
しくは配列番号１５によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１４と同一のＤＮ
Ａ配列を含むもの、（ｇ）コルディア（Ｋｏｒｄｉａ）、好ましくはコルディア・アルギ
シダ（Ｋｏｒｄｉａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）、より好ましくは配列番号１７によって定義さ
れるＨＰＰＤをコードする配列番号１６と同一のＤＮＡ配列を含むものからなる生物の群
の１構成員由来のヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ（ＨＰＰＤ）をコード
するＤＮＡ配列を含み、または（ＩＩ）前記で定義の生物のＨＰＰＤをコードする遺伝子
の１以上の突然変異ＤＮＡ配列、好ましくはＷＯ２０１０／０８５７０５、ＵＳ６，２４
５，９６８、ＷＯ２００９／１４４０７９、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６１、ＰＣ
Ｔ／ＥＰ２０１０／０７０５６７、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７８、ＰＣＴ／ＥＰ
２０１０／０７０５７０、またはＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７５に記載の突然変異
体を含むものを含む１以上のキメラ遺伝子を含むことでＨＰＰＤ阻害薬型除草剤に対して
耐性であるトランスジェニック作物の区域において望ましくない植物を防除する方法であ
って、植物（例えば単子葉もしくは双子葉雑草もしくは望ましくない作物などの有害植物
）、種子（例えば穀粒、種子もしくは栄養繁殖体（ｖｅｇｅｔａｔｉｖｅ　ｐｒｏｐａｇ
ｕｌｅｓ）、例えば塊茎もしくは芽が出た苗条部分）または植物が成長する区域（例えば
、耕作下の区域）に、上記で定義の１以上のＮ－（テトラゾール－４－イル）－もしくは
Ｎ－（トリアゾール－３－イル）アリールカルボキサミドを施用することを含む方法に関
するものである。具体例としては、本発明による化合物によって防除することができる単
子葉および双子葉雑草叢のいくつかの代表的なものを挙げることができるが、列記は一定
の種類に限定されるものではない。
【００５０】
　単子葉有害植物の属：エギロプス属（Ａｅｇｉｌｏｐｓ）、カモジグサ属（Ａｇｒｏｐ
ｙｒｏｎ）、コヌカグサ属（Ａｇｒｏｓｔｉｓ）、スズメノテッポウ属（Ａｌｏｐｅｃｕ
ｒｕｓ）、セイヨウヌカボ属（Ａｐｅｒａ）、カラスムギ属（Ａｖｅｎａ）、ニクキビ属
（Ｂｒａｃｈｉａｒｉａ）、スズメノチャヒキ属（Ｂｒｏｍｕｓ）、クリノイガ属（Ｃｅ
ｎｃｈｒｕｓ）、ツユクサ属（Ｃｏｍｍｅｌｉｎａ）、ギョウギシバ属（Ｃｙｎｏｄｏｎ
）、カヤツリグサ属（Ｃｙｐｅｒｕｓ）、タツノツメガヤ属（Ｄａｃｔｙｌｏｃｔｅｎｉ
ｕｍ）、メヒシバ属（Ｄｉｇｉｔａｒｉａ）、ヒエ属（Ｅｃｈｉｎｏｃｈｌｏａ）、ハリ
イ属（Ｅｌｅｏｃｈａｒｉｓ）、オヒシバ属（Ｅｌｅｕｓｉｎｅ）、カゼクサ属（Ｅｒａ
ｇｒｏｓｔｉｓ）、ナルコビエ属（Ｅｒｉｏｃｈｌｏａ）、ウシノケグサ属（Ｆｅｓｔｕ
ｃａ）、テンツキ属（Ｆｉｍｂｒｉｓｔｙｌｉｓ）、アメリカコナギ属（Ｈｅｔｅｒａｎ
ｔｈｅｒａ）、チガヤ属（Ｉｍｐｅｒａｔａ）、カモノハシ属（Ｉｓｃｈａｅｍｕｍ）、
アゼガヤ属（Ｌｅｐｔｏｃｈｌｏａ）、ドクムギ属（Ｌｏｌｉｕｍ）、ミズアオイ属（Ｍ
ｏｎｏｃｈｏｒｉａ）、キビ属（Ｐａｎｉｃｕｍ）、スズメノヒエ属（Ｐａｓｐａｌｕｍ
）、クサヨシ属（Ｐｈａｌａｒｉｓ）、アワガエリ属（Ｐｈｌｅｕｍ）、イチゴツナギ属
（Ｐｏａ）、ツノアイアシ属（Ｒｏｔｔｂｏｅｌｌｉａ）、オモダカ属（Ｓａｇｉｔｔａ
ｒｉａ）、アブラガヤ属（Ｓｃｉｒｐｕｓ）、エノコログサ属（Ｓｅｔａｒｉａ）、モロ
コシ属（Ｓｏｒｇｈｕｍ）。
【００５１】
　双子葉雑草の属：イチビ属（Ａｂｕｔｉｌｏｎ）、ヒユ属（Ａｍａｒａｎｔｈｕｓ）、
ブタクサ属（Ａｍｂｒｏｓｉａ）、アノダ属（Ａｎｏｄａ）、カミツレモドキ属（Ａｎｔ
ｈｅｍｉｓ）、アファネス（Ａｐｈａｎｅｓ）、ヨモギ属（Ａｒｔｅｍｉｓｉａ）、アト
リプレックス属（Ａｔｒｉｐｌｅｘ）、ヒナギク属（Ｂｅｌｌｉｓ）、センダングサ属（
Ｂｉｄｅｎｓ）、ナズナ属（Ｃａｐｓｅｌｌａ）、ヒレアザミ属（Ｃａｒｄｕｕｓ）、ナ
ンバンサイカチ属（Ｃａｓｓｉａ）、ヤグルマギク属（Ｃｅｎｔａｕｒｅａ）、アカザ属
（Ｃｈｅｎｏｐｏｄｉｕｍ）、アザミ属（Ｃｉｒｓｉｕｍ）、セイヨウヒルガオ属（Ｃｏ
ｎｖｏｌｖｕｌｕｓ）、チョウセンアサガオ属（Ｄａｔｕｒａ）、ヌスビトハギ属（Ｄｅ
ｓｍｏｄｉｕｍ）、エメックス（Ｅｍｅｘ）、エゾスズシロ属（Ｅｒｙｓｉｍｕｍ）、ト
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ウダイグサ属（Ｅｕｐｈｏｒｂｉａ）、チシマオドリコソウ属（Ｇａｌｅｏｐｓｉｓ）、
コゴメギク属（Ｇａｌｉｎｓｏｇａ）、ヤエムグラ属（Ｇａｌｉｕｍ）、フヨウ属（Ｈｉ
ｂｉｓｃｕｓ）、サツマイモ属（Ｉｐｏｍｏｅａ）、ホウキギ属（Ｋｏｃｈｉａ）、オド
リコソウ属（Ｌａｍｉｕｍ）、マメグンバイナズナ属（Ｌｅｐｉｄｉｕｍ）、アゼナ属（
Ｌｉｎｄｅｒｎｉａ）、シカレギク属（Ｍａｔｒｉｃａｒｉａ）、ハッカ属（Ｍｅｎｔｈ
ａ）、ヤマアイ属（Ｍｅｒｃｕｒｉａｌｉｓ）、ムルゴ（Ｍｕｌｌｕｇｏ）、ワスレナグ
サ属（Ｍｙｏｓｏｔｉｓ）、ケシ属（Ｐａｐａｖｅｒ）、アサガオ属（Ｐｈａｒｂｉｔｉ
ｓ）、オオバコ属（Ｐｌａｎｔａｇｏ）、タデ属（Ｐｏｌｙｇｏｎｕｍ）、スベリヒユ属
（Ｐｏｒｔｕｌａｃａ）、キンポウゲ属（Ｒａｎｕｎｃｕｌｕｓ）、ダイコン属（Ｒａｐ
ｈａｎｕｓ）、イヌガラシ属（Ｒｏｒｉｐｐａ）、キカシグサ属（Ｒｏｔａｌａ）、スイ
バ属（Ｒｕｍｅｘ）、オカヒジキ属（Ｓａｌｓｏｌａ）、キオン属（Ｓｅｎｅｃｉｏ）、
ツノクサネム属（Ｓｅｓｂａｎｉａ）、キンゴジカ属（Ｓｉｄａ）、シロガラシ属（Ｓｉ
ｎａｐｉｓ）、ナス属（Ｓｏｌａｎｕｍ）、ハチジョウナ属（Ｓｏｎｃｈｕｓ）、ナガボ
ノウルシ属（Ｓｐｈｅｎｏｃｌｅａ）、ハコベ属（Ｓｔｅｌｌａｒｉａ）、タンポポ属（
Ｔａｒａｘａｃｕｍ）、グンバイナズナ属（Ｔｈｌａｓｐｉ）、ジャジクソウ属（Ｔｒｉ
ｆｏｌｉｕｍ）、イラクサ属（Ｕｒｔｉｃａ）、クワガタソウ属（Ｖｅｒｏｎｉｃａ）、
スミレ属（Ｖｉｏｌａ）、オナモミ属（Ｘａｎｔｈｉｕｍ）。
【００５２】
　上記で定義のＮ－（テトラゾール－４－イル）－もしくはＮ－（トリアゾール－３－イ
ル）アリールカルボキサミドを施用することができると考えられる経済的に重要な作物の
トランスジェニック作物は、例えばラッカセイ属（Ａｒａｃｈｉｓ）、フダンソウ属（Ｂ
ｅｔａ）、アブラナ属（Ｂｒａｓｓｉｃａ）、キュウリ属（Ｃｕｃｕｍｉｓ）、カボチャ
属（Ｃｕｃｕｒｂｉｔａ）、ヒマワリ属（Ｈｅｌｉａｎｔｈｕｓ）、ニンジン属（Ｄａｕ
ｃｕｓ）、ダイズ属（Ｇｌｙｃｉｎｅ）、ワタ属（Ｇｏｓｓｙｐｉｕｍ）、サツマイモ属
（Ｉｐｏｍｏｅａ）、アキノノゲシ属（Ｌａｃｔｕｃａ）、アマ属（Ｌｉｎｕｍ）、トマ
ト属（Ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｏｎ）、タバコ属（Ｎｉｃｏｔｉａｎａ）、インゲンマメ属
（Ｐｈａｓｅｏｌｕｓ）、エンドウ属（Ｐｉｓｕｍ）、ナス属（Ｓｏｌａｎｕｍ）、ソラ
マメ属（Ｖｉｃｉａ）の双子葉作物、またはネギ属（Ａｌｌｉｕｍ）、アナナス属（Ａｎ
ａｎａｓ）、アスパラガス属（Ａｓｐａｒａｇｕｓ）、カラスムギ属（Ａｖｅｎａ）、オ
オムギ属（Ｈｏｒｄｅｕｍ）、イネ属（Ｏｒｙｚａ）、キビ属（Ｐａｎｉｃｕｍ）、サト
ウキビ属（Ｓａｃｃｈａｒｕｍ）、ライムギ属（Ｓｅｃａｌｅ）、モロコシ属（Ｓｏｒｇ
ｈｕｍ）、ライコムギ属（Ｔｒｉｔｉｃａｌｅ）、コムギ属（Ｔｒｉｔｉｃｕｍ）、トウ
モロコシ属（Ｚｅａ）の単子葉作物、特にはトウモロコシ属（Ｚｅａ）およびコムギ属（
Ｔｒｉｔｉｃｕｍ）である。これが理由で、本発明は好ましくは、（Ｉ）（ａ）カラスム
ギ属、好ましくはカラスムギ（Ａｖｅｎａｓａｔｉｖａ）、より好ましくは配列番号２に
よって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｂ
）シュードモナス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ）、好ましくは蛍光菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎ
ａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ）、より好ましくは配列番号４によって定義されるＨＰＰ
Ｄをコードする配列番号３と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｃ）シネココッコイデアエ
（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｏｉｄｅａｅ）、好ましくはシネココッカス（Ｓｙｎｅｃｈｏ
ｃｏｃｃｕｓ）属種、より好ましくは配列番号７によって定義されるＨＰＰＤをコードす
る配列番号６と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｄ）アミカ（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍｉｄ
ａｅ）、好ましくはブレファリスマ・ジャポニクム（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏ
ｎｉｃｕｍ）、より好ましくは配列番号９によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列
番号８と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｅ）ロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）
、好ましくはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ
０３０４１、より好ましくは配列番号１１によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列
番号１０と同一のＤＮＡ配列またはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨ
Ａ１株）、分離株ｒｏ０２０４０、より好ましくは配列番号１３によって定義されるＨＰ
ＰＤをコードする配列番号１２と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｆ）ピクロフィルス科



(80) JP 5847921 B2 2016.1.27

10

20

30

40

50

（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌａｃｅａｅ）、好ましくはピクロフィルス・トリズス（Ｐｉｃｒｏ
ｐｈｉｌｕｓ　ｔｏｒｒｉｄｕｓ）、より好ましくは配列番号１５によって定義されるＨ
ＰＰＤをコードする配列番号１４と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｇ）コルディア（Ｋ
ｏｒｄｉａ）、好ましくはコルディア・アルギシダ（Ｋｏｒｄｉａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）
、より好ましくは配列番号１７によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１６と
同一のＤＮＡ配列を含むものからなる生物の群の１構成員由来のヒドロキシフェニルピル
ビン酸ジオキシゲナーゼ（ＨＰＰＤ）をコードするＤＮＡ配列を含み、または（ＩＩ）前
記で定義の生物のＨＰＰＤをコードする遺伝子の１以上の突然変異ＤＮＡ配列、好ましく
はＷＯ２０１０／０８５７０５、ＵＳ６，２４５，９６８、ＷＯ２００９／１４４０７９
、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６１、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６７、ＰＣＴ
／ＥＰ２０１０／０７０５７８、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７０、またはＰＣＴ／
ＥＰ２０１０／０７０５７５に記載の突然変異体を含むものを含む１以上のキメラ遺伝子
を含むことでＨＰＰＤ阻害薬型除草剤に対して耐性であるトランスジェニック作物の区域
において望ましくない植物を防除する方法であって、ラッカセイ属（Ａｒａｃｈｉｓ）、
フダンソウ属（Ｂｅｔａ）、アブラナ属（Ｂｒａｓｓｉｃａ）、キュウリ属（Ｃｕｃｕｍ
ｉｓ）、カボチャ属（Ｃｕｃｕｒｂｉｔａ）、ヒマワリ属（Ｈｅｌｉａｎｔｈｕｓ）、ニ
ンジン属（Ｄａｕｃｕｓ）、ダイズ属（Ｇｌｙｃｉｎｅ）、ワタ属（Ｇｏｓｓｙｐｉｕｍ
）、サツマイモ属（Ｉｐｏｍｏｅａ）、アキノノゲシ属（Ｌａｃｔｕｃａ）、アマ属（Ｌ
ｉｎｕｍ）、トマト属（Ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｏｎ）、タバコ属（Ｎｉｃｏｔｉａｎａ）
、インゲンマメ属（Ｐｈａｓｅｏｌｕｓ）、エンドウ属（Ｐｉｓｕｍ）、ナス属（Ｓｏｌ
ａｎｕｍ）、ソラマメ属（Ｖｉｃｉａ）の双子葉作物、またはネギ属（Ａｌｌｉｕｍ）、
アナナス属（Ａｎａｎａｓ）、アスパラガス属（Ａｓｐａｒａｇｕｓ）、カラスムギ属（
Ａｖｅｎａ）、オオムギ属（Ｈｏｒｄｅｕｍ）、イネ属（Ｏｒｙｚａ）、キビ属（Ｐａｎ
ｉｃｕｍ）、サトウキビ属（Ｓａｃｃｈａｒｕｍ）、ライムギ属（Ｓｅｃａｌｅ）、モロ
コシ属（Ｓｏｒｇｈｕｍ）、ライコムギ属（Ｔｒｉｔｉｃａｌｅ）、コムギ属（Ｔｒｉｔ
ｉｃｕｍ）、トウモロコシ属（Ｚｅａ）の単子葉作物、特にはトウモロコシ属（Ｚｅａ）
およびコムギ属（Ｔｒｉｔｉｃｕｍ）において、植物（例えば単子葉もしくは双子葉雑草
もしくは望ましくない作物などの有害植物）、種子（例えば穀粒、種子もしくは栄養繁殖
体（ｖｅｇｅｔａｔｉｖｅ　ｐｒｏｐａｇｕｌｅｓ）、例えば塊茎もしくは芽が出た苗条
部分）または植物が成長する区域（例えば、耕作下の区域）に、上記で定義の１以上のＮ
－（テトラゾール－４－イル）－もしくはＮ－（トリアゾール－３－イル）アリールカル
ボキサミドを施用することを含む方法に関するものである。
【００５３】
　有用な植物および観賞植物の、例えばコムギ、オオムギ、ライムギ、カラスムギ、モロ
コシ／キビ、イネ、キャッサバおよびトウモロコシなどの穀類またはサトウダイコン、サ
トウキビ、ワタ、ダイズ、アブラナ、ジャガイモ、トマト、エンドウマメおよび他の野菜
の作物の経済的に重要なトランスジェニック作物において上記で定義のＮ－（テトラゾー
ル－４－イル）－もしくはＮ－（トリアゾール－３－イル）アリールカルボキサミド類も
しくはそれらの塩を用いることが好ましく、その作物は（Ｉ）（ａ）カラスムギ属、好ま
しくはカラスムギ（Ａｖｅｎａｓａｔｉｖａ）、より好ましくは配列番号２によって定義
されるＨＰＰＤをコードする配列番号１と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｂ）シュード
モナス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ）、好ましくは蛍光菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌ
ｕｏｒｅｓｃｅｎｓ）、より好ましくは配列番号４によって定義されるＨＰＰＤをコード
する配列番号３と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｃ）シネココッコイデアエ（Ｓｙｎｅ
ｃｈｏｃｏｃｃｏｉｄｅａｅ）、好ましくはシネココッカス（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｕ
ｓ）属種、より好ましくは配列番号７によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号
６と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｄ）アミカ（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍｉｄａｅ）、好
ましくはブレファリスマ・ジャポニクム（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ
）、より好ましくは配列番号９によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号８と同
一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｅ）ロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）、好ましく
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はロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０３０４１
、より好ましくは配列番号１１によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１０と
同一のＤＮＡ配列またはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、
分離株ｒｏ０２０４０、より好ましくは配列番号１３によって定義されるＨＰＰＤをコー
ドする配列番号１２と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｆ）ピクロフィルス科（Ｐｉｃｒ
ｏｐｈｉｌａｃｅａｅ）、好ましくはピクロフィルス・トリズス（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌｕ
ｓ　ｔｏｒｒｉｄｕｓ）、より好ましくは配列番号１５によって定義されるＨＰＰＤをコ
ードする配列番号１４と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｇ）コルディア（Ｋｏｒｄｉａ
）、好ましくはコルディア・アルギシダ（Ｋｏｒｄｉａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）、より好ま
しくは配列番号１７によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１６と同一のＤＮ
Ａ配列を含むものからなる生物の群の１構成員由来のヒドロキシフェニルピルビン酸ジオ
キシゲナーゼ（ＨＰＰＤ）をコードするＤＮＡ配列を含み、または（ＩＩ）前記で定義の
生物のＨＰＰＤをコードする遺伝子の１以上の突然変異ＤＮＡ配列、好ましくはＷＯ２０
１０／０８５７０５、ＵＳ６，２４５，９６８、ＷＯ２００９／１４４０７９、ＰＣＴ／
ＥＰ２０１０／０７０５６１、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６７、ＰＣＴ／ＥＰ２０
１０／０７０５７８、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７０、またはＰＣＴ／ＥＰ２０１
０／０７０５７５に記載の突然変異体を含むものを含む１以上のキメラ遺伝子を含む。
【００５４】
　本発明はさらに、植物の形質転換方法における、マーカー遺伝子としてまたはＨＰＰＤ
阻害薬である除草剤に対する植物耐性を与えることを可能とするコード配列としてＨＰＰ
Ｄをコードする核酸の使用、ならびに（Ｉ）（ａ）カラスムギ属、好ましくはカラスムギ
（Ａｖｅｎａｓａｔｉｖａ）、より好ましくは配列番号２によって定義されるＨＰＰＤを
コードする配列番号１と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｂ）シュードモナス（Ｐｓｅｕ
ｄｏｍｏｎａｓ）、好ましくは蛍光菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎ
ｓ）、より好ましくは配列番号４によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号３と
同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｃ）シネココッコイデアエ（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｏ
ｉｄｅａｅ）、好ましくはシネココッカス（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｕｓ）属種、より好
ましくは配列番号７によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号６と同一のＤＮＡ
配列を含むもの、（ｄ）アミカ（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍｉｄａｅ）、好ましくはブレファ
リスマ・ジャポニクム（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）、より好ましく
は配列番号９によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号８と同一のＤＮＡ配列を
含むもの、（ｅ）ロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）、好ましくはロドコッカス（
Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０３０４１、より好ましくは
配列番号１１によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１０と同一のＤＮＡ配列
またはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０２０
４０、より好ましくは配列番号１３によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１
２と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｆ）ピクロフィルス科（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌａｃｅ
ａｅ）、好ましくはピクロフィルス・トリズス（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｔｏｒｒｉｄ
ｕｓ）、より好ましくは配列番号１５によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号
１４と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｇ）コルディア（Ｋｏｒｄｉａ）、好ましくはコ
ルディア・アルギシダ（Ｋｏｒｄｉａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）、より好ましくは配列番号１
７によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１６と同一のＤＮＡ配列を含むもの
からなる生物の群の１構成員由来のヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ（Ｈ
ＰＰＤ）をコードするＤＮＡ配列を含み、または（ＩＩ）前記で定義の生物のＨＰＰＤを
コードする遺伝子の１以上の突然変異ＤＮＡ配列、好ましくはＷＯ２０１０／０８５７０
５、ＵＳ６，２４５，９６８、ＷＯ２００９／１４４０７９、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０
７０５６１、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６７、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７
８、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７０、またはＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７５
に記載の突然変異体を含むものを含む１以上のキメラ遺伝子を含む植物での上記で定義の
Ｎ－（テトラゾール－４－イル）－もしくはＮ－（トリアゾール－３－イル）アリールカ
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ルボキサミド類もしくはそれらの塩の使用に関するものでもある。
【００５５】
　作物の商業的生産では、信頼性の高い農薬管理下で、作物農地から望ましくない植物（
即ち、「雑草」）を除去することが望まれる。理想的な処理は、農地全体に施用すること
ができる処理であるが、作物に影響を与えず、望ましくない植物のみを除去することがで
きる処理であると考えられる。そのような処理システムの一つは、除草剤に耐性を有する
作物の使用であって、それによって、除草剤が除草剤耐性作物の農地に散布されたとき、
除草剤耐性ではない雑草が死滅するか、または重大な損傷を受ける一方で、作物が成長し
続ける使用が関与するものである。理想的には、そのような処理システムは、雑草の防除
により適応性と経済性の最良の可能な組み合わせが提供されるように、除草剤特性を変更
する利点を有するであろう。例えば、個々の除草剤は農地で異なる寿命を有しており、一
部の除草剤は長く持続して、農地に施用後も比較的長期間有効であるが、一方で、他の除
草剤は、急速に分解して他の化合物および／または非活性な化合物となる。理想的な処理
システムは、栽培者が除草剤の選択を特定の状況に合わせて調整することができるように
異なる除草剤の使用が可能とするものであると考えられる。
【００５６】
　多数の除草剤耐性作物が現在市販されているが、多くの市販の除草剤および除草剤／作
物の組み合わせに関して生じている一つの問題は、個々の除草剤が、代表的には、共通の
雑草種に対して不十分な活性スペクトラムを有することである。以前から使用されてきた
各除草剤の多くに関して、除草剤に耐性の雑草種の集団およびバイオタイプがさらに蔓延
するようになった（例えば、Ｔｒａｎｅｌ　ａｎｄ　Ｗｒｉｇｈｔ　（２００２）　Ｗｅ
ｅｄ　Ｓｃｉｅｎｃｅ　５０：　７００－７１２；　Ｏｗｅｎ　ａｎｄ　Ｚｅｌａｙａ　
（２００５）　Ｐｅｓｔ　Ｍａｎａｇ．　Ｓｃｉ．　６１:３０１－３１１参照）。複数
の除草剤に耐性を有するトランスジェニック植物が記載されている（例えば、ＷＯ２００
５／０１２５１５参照）。しかし、作物生産のあらゆる局面の改善、雑草の防除の選択肢
、残留雑草防除の拡大、および作物収量の改善が引き続き求められている。
【００５７】
　上記で定義のＮ－（テトラゾール－４－イル）－もしくはＮ－（トリアゾール－３－イ
ル）アリールカルボキサミド類もしくはそれらの塩の種類に属するＨＰＰＤ阻害薬型除草
剤に対して耐性を示す上でトランスジェニック植物において機能する１以上のＨＰＰＤタ
ンパク質をコードする上記で定義のキメラ遺伝子もしくはそれの突然変異体は、植物にお
いて、そのような植物に有用な農学的特性を付与するタンパク質またはＲＮＡをコードす
る他の遺伝子と組み合わせることが有利である。形質転換植物に有用な農学的特性を付与
するタンパク質またはＲＮＡをコードする遺伝子の中で、化学構造に基づきＨＰＰＤ阻害
型除草剤とは異なる１以上の除草剤に対する耐性を付与するタンパク質をコードするＤＮ
Ａ配列、およびある種の昆虫に対する耐性を付与する他のもの、ある種の病気および／ま
たは生物ストレスおよび非生物ストレスに対して耐性を付与するもの、線虫または昆虫防
除を提供するＲＮＡをコードするＤＮＡなどを挙げることができる。
【００５８】
　そのような遺伝子は、特に、公開ＰＣＴ特許出願ＷＯ９１／０２０７１およびＷＯ９５
／０６１２８に記載されている。
【００５９】
　形質転換植物細胞および植物に、ある種の除草剤に対する耐性を付与するタンパク質を
コードするＤＮＡ配列の中で、グルホシネート除草剤に対する耐性を付与するＷＯ２００
９／１５２３５９に記載のｂａｒもしくはＰＡＴ遺伝子またはストレプトミセス・コエリ
コロール（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｃｏｅｌｉｃｏｌｏｒ）遺伝子、グリホセートお
よびその塩などの標的としてＥＰＳＰＳを有する除草剤に対する耐性を付与する好適なＥ
ＰＳＰＳをコードする遺伝子（ＵＳ４，５３５，０６０、ＵＳ４，７６９，０６１、ＵＳ
５，０９４，９４５、ＵＳ４，９４０，８３５、ＵＳ５，１８８，６４２、ＵＳ４，９７
１，９０８、ＵＳ５，１４５，７８３、ＵＳ５，３１０，６６７、ＵＳ５，３１２，９１
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０、ＵＳ５，６２７，０６１、ＵＳ５，６３３，４３５）、またはグリホセートオキシド
レダクターゼをコードする遺伝子（ＵＳ５，４６３，１７５）を挙げることができる。
【００６０】
　標的としてＥＰＳＰＳを有する除草剤に対する耐性を付与する好適なＥＰＳＰＳをコー
ドするＤＮＡ配列の中で、より詳細には、植物ＥＰＳＰＳ、特に、トウモロコシＥＰＳＰ
Ｓ、特には二つの突然変異、特にはアミノ酸１０２位の突然変異とアミノ酸１０６位の突
然変異を含むトウモロコシＥＰＳＰＳをコードする遺伝子（ＷＯ２００４／０７４４４３
）であり、本明細書下記で二重突然変異トウモロコシＥＰＳＰＳまたは２ｍＥＰＳＰＳと
称されるアグロバクテリウム（特許出願ＵＳ６５６６５８７に記載の遺伝子、またはアグ
ロバクテリウム（Ａｇｒｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ）から単離されたＥＰＳＰＳをコードし、
米国特許第５，６３３，４３５号の配列番号２および配列番号３で記載される遺伝子（Ｃ
Ｐ４とも称される）が挙げられる。
【００６１】
　標的としてＥＰＳＰＳを有する除草剤に対する耐性を付与する好適なＥＰＳＰＳをコー
ドするＤＮＡ配列の中で、詳細には、アルトロバクター・グロビホルミス（Ａｒｔｈｒｏ
ｂａｃｔｅｒ　ｇｌｏｂｉｆｏｒｍｉｓ）由来のＥＰＳＰＳ　ＧＲＧ２３をコードする遺
伝子、さらには、突然変異体ＧＲＧ２３　ＡＣＥ１、ＧＲＧ２３　ＡＣＥ２またはＧＲＧ
２３　ＡＣＥ３、特にはＷＯ２００８／１００３５３に記載されているＧＲＧ２３の突然
変異体およびバリアント、例えば、ＷＯ２００８／１００３５３の配列番号２９のＧＲＧ
２３（ａｃｅ３）Ｒ１７３Ｋが挙げられる。
【００６２】
　ＥＰＳＰＳをコードする、より詳細には、上記遺伝子をコードするＤＮＡ配列の場合、
これらの酵素をコードする配列の前に、輸送ペプチドをコードする配列、特には米国特許
第５，５１０，４７１号または第５，６３３，４４８号に記載の「最適化された輸送ペプ
チド」が先行することが有利である。
【００６３】
　ＷＯ２００７／０２４７８２では、グリホセートおよび少なくとも一つのＡＬＳ（アセ
ト乳酸シンターゼ）阻害剤に耐性を有する植物が開示されている。より具体的には、ＧＡ
Ｔ（グリホセート－Ｎ－アセチルトランスフェラーゼ）ポリペプチドおよびＡＬＳ阻害剤
に対する耐性を付与するポリペプチドをコードする遺伝子を含有する植物が開示されてい
る。
【００６４】
　ＵＳ６，８５５，５３３では、突然変異アラビドプシス（Ａｒａｂｉｄｏｐｓｉｓ）Ａ
ＬＳ／ＡＨＡＳ遺伝子を含有するトランスジェニックタバコ植物が開示されている。
【００６５】
　ＵＳ６，１５３，４０１では、代謝により、２，４－Ｄ（２，４－ジクロロフェノキシ
酢酸）に対する耐性を付与する２，４－Ｄ－モノオキシゲナーゼをコードする遺伝子を含
有する植物が開示されている。
【００６６】
　ＵＳ２００８／０１１９３６１およびＵＳ２００８／０１２０７３９では、代謝により
、ジカンバ（３，６－ジクロロ－２－メトキシ安息香酸）に対する耐性を付与するジカン
バモノオキシゲナーゼをコードする遺伝子を含有する植物が開示されている。
【００６７】
　ＷＯ２０１１／０２８８３３およびＷＯ２０１１／０２８８３２では、アロキシジム、
ブトロキシジム、クレトジム、クロプロキシジム、シクロキシジム、セトキシジム、テプ
ラロキシジム、トラルコキシジム、クロラジホップ、クロジナホップ、クロホップ（ｃｌ
ｏｆｏｐ）、ジクロホップ、フェノキサプロップ、フェノキサプロプ－Ｐ、フェンチアプ
ロプ、フルアジホップ、フルアジホップ－Ｐ、ハロキシホップ、ハロキシホップ－Ｐ、イ
ソキサピリホップ、プロパキザホップ、キザロホップ、キザロホップ－Ｐ、トリホップ（
ｔｒｉｆｏｐ）およびピノキサデンまたはこれら除草剤のいずれかの農業的に許容される
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塩もしくはエステルからなる群から選択される少なくとも１種類の除草剤に対する耐性を
与える突然変異もしくは組換えアセチル－コエンザイム－Ａカルボキシラーゼ（ＡＣＣａ
ｓｅ）をコードする遺伝子を含む植物が開示されている。
【００６８】
　上記の除草剤耐性形質はいずれも、（Ｉ）（ａ）カラスムギ属、好ましくはカラスムギ
（Ａｖｅｎａｓａｔｉｖａ）、より好ましくは配列番号２によって定義されるＨＰＰＤを
コードする配列番号１と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｂ）シュードモナス（Ｐｓｅｕ
ｄｏｍｏｎａｓ）、好ましくは蛍光菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎ
ｓ）、より好ましくは配列番号４によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号３と
同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｃ）シネココッコイデアエ（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｏ
ｉｄｅａｅ）、好ましくはシネココッカス（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｕｓ）属種、より好
ましくは配列番号７によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号６と同一のＤＮＡ
配列を含むもの、（ｄ）アミカ（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍｉｄａｅ）、好ましくはブレファ
リスマ・ジャポニクム（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）、より好ましく
は配列番号９によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号８と同一のＤＮＡ配列を
含むもの、（ｅ）ロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）、好ましくはロドコッカス（
Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０３０４１、より好ましくは
配列番号１１によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１０と同一のＤＮＡ配列
またはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０２０
４０、より好ましくは配列番号１３によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１
２と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｆ）ピクロフィルス科（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌａｃｅ
ａｅ）、好ましくはピクロフィルス・トリズス（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｔｏｒｒｉｄ
ｕｓ）、より好ましくは配列番号１５によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号
１４と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｇ）コルディア（Ｋｏｒｄｉａ）、好ましくはコ
ルディア・アルギシダ（Ｋｏｒｄｉａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）、より好ましくは配列番号１
７によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１６と同一のＤＮＡ配列を含むもの
からなる生物の群の１構成員由来のヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ（Ｈ
ＰＰＤ）をコードするＤＮＡ配列を含み、または（ＩＩ）前記で定義の生物のＨＰＰＤを
コードする遺伝子の１以上の突然変異ＤＮＡ配列、好ましくはＷＯ２０１０／０８５７０
５、ＵＳ６，２４５，９６８、ＷＯ２００９／１４４０７９、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０
７０５６１、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６７、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７
８、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７０、またはＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７５
に記載の突然変異体を含むものを含む１以上のキメラ遺伝子を含むことによって上記で定
義のＮ－（テトラゾール－４－イル）－もしくはＮ－（トリアゾール－３－イル）アリー
ルカルボキサミド類もしくはそれらの塩に関する植物でのＨＰＰＤ耐性を示す形質と組み
合わせることができる。
【００６９】
　昆虫に対する耐性特性に関係するタンパク質をコードするＤＭＡ配列の中で、詳細には
、文献に広く記載されており、当業者に公知のＢｔタンパク質を挙げることができる。フ
ォトラブダス（Ｐｈｏｔｏｒｈａｂｄｕｓ）などの細菌から抽出されたタンパク質も挙げ
られる（ＷＯ９７／１７４３２およびＷＯ９８／０８９３２）。
【００７０】
　昆虫に対する新規な耐性特性を付与する対象のタンパク質をコードするそのようなＤＮ
Ａ配列の中で、詳細には、文献に広く記載されており、当業者に公知のＢｔ　Ｃｒｙまた
はＶＩＰタンパク質を挙げることができる。これらは、Ｃｒｙ１Ｆタンパク質またはＣｒ
ｙ１Ｆタンパク質から誘導されるハイブリッド（例えば、ＵＳ　６，３２６，１６９；Ｕ
Ｓ　６，２８１，０１６；ＵＳ　６，２１８，１８８に記載のハイブリッドＣｒｙ１Ａ－
Ｃｒｙ１Ｆタンパク質、またはその毒性断片）、Ｃｒｙ１Ａ型タンパク質またはその毒性
断片、好ましくは、Ｃｒｙ１Ａｃタンパク質またはＣｒｙ１Ａｃタンパク質から誘導され
るハイブリッド（例えば、ＵＳ　５，８８０，２７５に記載のハイブリッドＣｒｙ１Ａｂ
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－Ｃｒｙ１Ａｃタンパク質）またはＥＰ４５１８７８に記載されているＣｒｙ１Ａｂもし
くはＢｔ２タンパク質またはその殺虫性断片、ＷＯ０２／０５７６６４に記載されている
Ｃｒｙ２Ａｅ、Ｃｒｙ２ＡｆまたはＣｒｙ２Ａｇタンパク質またはその毒性断片、ＷＯ　
２００７／１４０２５６に記載のＣｒｙ１Ａ．１０５タンパク質（配列番号７）またはそ
の毒性断片、ＮＣＢＩ寄託番号ＡＢＧ２０４２８のＶＩＰ３Ａａ１９タンパク質、ＮＣＢ
Ｉ寄託番号ＡＢＧ２０４２９のＶＩＰ３Ａａ２０タンパク質（ＷＯ　２００７／１４２８
４０の配列番号２）、ＣＯＴ２０２またはＣＯＴ２０３のコットンイベントで産生された
ＶＩＰ３Ａタンパク質（それぞれ、ＷＯ　２００５／０５４４７９およびＷＯ　２００５
／０５４４８０）、ＷＯ０１／４７９５２に記載のＣｒｙタンパク質、Ｅｓｔｒｕｃｈら
（１９９６）、Ｐｒｏｃ　Ｎａｔｌ　Ａｃａｄ　Ｓｃｉ　Ｕ　Ｓ　Ａ.　２８；９３（１
１）：５３８９－９４およびＵＳ６，２９１，１５６に記載のＶＩＰ３Ａａタンパク質ま
たはその毒性断片、ゼノラブダス（Ｘｅｎｏｒｈａｂｄｕｓ）由来の殺虫性タンパク質（
ＷＯ９８／５０４２７に記載のもの）、セラチア（Ｓｅｒｒａｔｉａ）種株（特に、セラ
チア・エントモフィラ（Ｓ．　ｅｎｔｏｍｏｐｈｉｌａ）由来）またはフォトラブダス（
Ｐｈｏｔｏｒｈａｂｄｕｓ）種株、例えば、ＷＯ９８／０８９３２に記載のフォトラブダ
ス（Ｐｈｏｔｏｒｈａｂｄｕｓ）由来のＴｃ－タンパク質（例えば、Ｗａｔｅｒｆｉｅｌ
ｄ　ｅｔ　ａｌ.，　２００１，　Ａｐｐｌ　Ｅｎｖｉｒｏｎ　Ｍｉｃｒｏｂｉｏｌ.　６
７（１１）：５０１７－２４；　Ｆｆｒｅｎｃｈ－Ｃｏｎｓｔａｎｔ　ａｎｄ　Ｂｏｗｅ
ｎ，　２０００，　Ｃｅｌｌ　Ｍｏｌ　Ｌｉｆｅ　Ｓｃｉ.；　５７（５）：８２８－３
３）を含む。また、いくつかの（１から１０、好ましくは、１から５）アミノ酸が、上記
配列、特に、その毒性断片の配列のいずれかと異なっているか、または輸送ペプチド、例
えば、色素体輸送ペプチド、または別のタンパク質またはペプチドに融合している、これ
らのタンパク質のいずれか一つのバリアントまたは突然変異体も本発明に含まれる。
【００７１】
　本発明はまた、宿主生物において、特には植物細胞もしくは植物において機能すること
ができる５′および／または３′位、少なくとも５′位にコード配列ならびに異種調節要
素を有するキメラ遺伝子（または発現カセット）を含むトランスジェニック植物での上記
で定義のＮ－（テトラゾール－４－イル）－もしくはＮ－（トリアゾール－３－イル）ア
リールカルボキサミド類もしくはそれらの塩の使用であって、当該コード配列が、（Ｉ）
（ａ）カラスムギ属、好ましくはカラスムギ（Ａｖｅｎａｓａｔｉｖａ）、より好ましく
は配列番号２によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１と同一のＤＮＡ配列を
含むもの、（ｂ）シュードモナス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ）、好ましくは蛍光菌（Ｐｓ
ｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ）、より好ましくは配列番号４によって定
義されるＨＰＰＤをコードする配列番号３と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｃ）シネコ
コッコイデアエ（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｏｉｄｅａｅ）、好ましくはシネココッカス（
Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｕｓ）属種、より好ましくは配列番号７によって定義されるＨＰ
ＰＤをコードする配列番号６と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｄ）アミカ（Ｂｌｅｐｈ
ａｒｉｓｍｉｄａｅ）、好ましくはブレファリスマ・ジャポニクム（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓ
ｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）、より好ましくは配列番号９によって定義されるＨＰＰＤを
コードする配列番号８と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｅ）ロドコッカス（Ｒｈｏｄｏ
ｃｏｃｃｕｓ）、好ましくはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株
）、分離株ｒｏ０３０４１、より好ましくは配列番号１１によって定義されるＨＰＰＤを
コードする配列番号１０と同一のＤＮＡ配列またはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕ
ｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０２０４０、より好ましくは配列番号１３によって
定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１２と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｆ）ピ
クロフィルス科（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌａｃｅａｅ）、好ましくはピクロフィルス・トリズ
ス（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｔｏｒｒｉｄｕｓ）、より好ましくは配列番号１５によっ
て定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１４と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｇ）
コルディア（Ｋｏｒｄｉａ）、好ましくはコルディア・アルギシダ（Ｋｏｒｄｉａ　ａｌ
ｇｉｃｉｄａ）、より好ましくは配列番号１７によって定義されるＨＰＰＤをコードする
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配列番号１６と同一のＤＮＡ配列を含むものからなる生物の群の１構成員由来のＨＰＰＤ
をコードし、または（ＩＩ）前記で定義の生物のＨＰＰＤをコードする遺伝子の突然変異
核酸配列によってコードされたＨＰＰＤ、好ましくはＷＯ２０１０／０８５７０５、ＵＳ
６，２４５，９６８、ＷＯ２００９／１４４０７９、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６
１、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６７、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７８、ＰＣ
Ｔ／ＥＰ２０１０／０７０５７０、またはＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７５に記載の
突然変異体を表す少なくとも一つの核酸配列を含む使用に関するものでもある。
【００７２】
　別の特定の実施形態において、本発明は、前記で記載のキメラ遺伝子を含むトランスジ
ェニック植物における上記で定義のＮ－（テトラゾール－４－イル）－もしくはＮ－（ト
リアゾール－３－イル）アリールカルボキサミド類もしくはそれらの塩の使用であって、
（Ｉ）（ａ）カラスムギ属、好ましくはカラスムギ（Ａｖｅｎａｓａｔｉｖａ）、より好
ましくは配列番号２によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１と同一のＤＮＡ
配列を含むもの、（ｂ）シュードモナス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ）、好ましくは蛍光菌
（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ）、より好ましくは配列番号４によ
って定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号３と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｃ）
シネココッコイデアエ（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｏｉｄｅａｅ）、好ましくはシネココッ
カス（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｕｓ）属種、より好ましくは配列番号７によって定義され
るＨＰＰＤをコードする配列番号６と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｄ）アミカ（Ｂｌ
ｅｐｈａｒｉｓｍｉｄａｅ）、好ましくはブレファリスマ・ジャポニクム（Ｂｌｅｐｈａ
ｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）、より好ましくは配列番号９によって定義されるＨＰ
ＰＤをコードする配列番号８と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｅ）ロドコッカス（Ｒｈ
ｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）、好ましくはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨ
Ａ１株）、分離株ｒｏ０３０４１、より好ましくは配列番号１１によって定義されるＨＰ
ＰＤをコードする配列番号１０と同一のＤＮＡ配列またはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏ
ｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０２０４０、より好ましくは配列番号１３に
よって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１２と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（
ｆ）ピクロフィルス科（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌａｃｅａｅ）、好ましくはピクロフィルス・
トリズス（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｔｏｒｒｉｄｕｓ）、より好ましくは配列番号１５
によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１４と同一のＤＮＡ配列を含むもの、
（ｇ）コルディア（Ｋｏｒｄｉａ）、好ましくはコルディア・アルギシダ（Ｋｏｒｄｉａ
　ａｌｇｉｃｉｄａ）、より好ましくは配列番号１７によって定義されるＨＰＰＤをコー
ドする配列番号１６と同一のＤＮＡ配列を含むものからなる生物の群の１構成員由来の、
または（ＩＩ）前記で定義の生物のＨＰＰＤをコードする遺伝子の突然変異核酸配列、好
ましくはＷＯ２０１０／０８５７０５、ＵＳ６，２４５，９６８、ＷＯ２００９／１４４
０７９、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６１、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６７、
ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７８、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７０、またはＰ
ＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７５に記載の突然変異体によってコードされたヒドロキシ
フェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ（ＨＰＰＤ）をコードする核酸配列の５′位におい
て、キメラ遺伝子が植物輸送ペプチドをコードする核酸配列を含み、この配列が、プロモ
ーター領域と、（Ｉ）（ａ）カラスムギ属、好ましくはカラスムギ（Ａｖｅｎａｓａｔｉ
ｖａ）、より好ましくは配列番号２によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１
と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｂ）シュードモナス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ）、好
ましくは蛍光菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ）、より好ましくは
配列番号４によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号３と同一のＤＮＡ配列を含
むもの、（ｃ）シネココッコイデアエ（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｏｉｄｅａｅ）、好まし
くはシネココッカス（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｕｓ）属種、より好ましくは配列番号７に
よって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号６と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｄ
）アミカ（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍｉｄａｅ）、好ましくはブレファリスマ・ジャポニクム
（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）、より好ましくは配列番号９によって
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定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号８と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｅ）ロド
コッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）、好ましくはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕ
ｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０３０４１、より好ましくは配列番号１１によって
定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１０と同一のＤＮＡ配列またはロドコッカス（
Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０２０４０、より好ましくは
配列番号１３によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１２と同一のＤＮＡ配列
を含むもの、（ｆ）ピクロフィルス科（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌａｃｅａｅ）、好ましくはピ
クロフィルス・トリズス（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｔｏｒｒｉｄｕｓ）、より好ましく
は配列番号１５によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１４と同一のＤＮＡ配
列を含むもの、（ｇ）コルディア（Ｋｏｒｄｉａ）、好ましくはコルディア・アルギシダ
（Ｋｏｒｄｉａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）、より好ましくは配列番号１７によって定義される
ＨＰＰＤをコードする配列番号１６と同一のＤＮＡ配列を含むものからなる生物の群の１
構成員由来の、または（ＩＩ）前記で定義の生物のＨＰＰＤをコードする遺伝子の突然変
異核酸配列、好ましくはＷＯ２０１０／０８５７０５、ＵＳ６，２４５，９６８、ＷＯ２
００９／１４４０７９、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６１、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／
０７０５６７、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７８、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５
７０、またはＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７５に記載の突然変異体によってコードさ
れたヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ（ＨＰＰＤ）をコードする核酸配列
との間に配置されていることで、輸送ペプチド／ＨＰＰＤ融合タンパク質の発現を可能と
する使用に関するものである。
【００７３】
　さらに別の特定の実施形態において、本発明は、（Ｉ）（ａ）カラスムギ属、好ましく
はカラスムギ（Ａｖｅｎａｓａｔｉｖａ）、より好ましくは配列番号２によって定義され
るＨＰＰＤをコードする配列番号１と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｂ）シュードモナ
ス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ）、好ましくは蛍光菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏ
ｒｅｓｃｅｎｓ）、より好ましくは配列番号４によって定義されるＨＰＰＤをコードする
配列番号３と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｃ）シネココッコイデアエ（Ｓｙｎｅｃｈ
ｏｃｏｃｃｏｉｄｅａｅ）、好ましくはシネココッカス（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｕｓ）
属種、より好ましくは配列番号７によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号６と
同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｄ）アミカ（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍｉｄａｅ）、好まし
くはブレファリスマ・ジャポニクム（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）、
より好ましくは配列番号９によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号８と同一の
ＤＮＡ配列を含むもの、（ｅ）ロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）、好ましくはロ
ドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０３０４１、よ
り好ましくは配列番号１１によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１０と同一
のＤＮＡ配列またはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離
株ｒｏ０２０４０、より好ましくは配列番号１３によって定義されるＨＰＰＤをコードす
る配列番号１２と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｆ）ピクロフィルス科（Ｐｉｃｒｏｐ
ｈｉｌａｃｅａｅ）、好ましくはピクロフィルス・トリズス（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌｕｓ　
ｔｏｒｒｉｄｕｓ）、より好ましくは配列番号１５によって定義されるＨＰＰＤをコード
する配列番号１４と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｇ）コルディア（Ｋｏｒｄｉａ）、
好ましくはコルディア・アルギシダ（Ｋｏｒｄｉａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）、より好ましく
は配列番号１７によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１６と同一のＤＮＡ配
列を含むものからなる生物の群の１構成員由来のヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシ
ゲナーゼ（ＨＰＰＤ）をコードするＤＮＡ配列を含み、または（ＩＩ）前記で定義の生物
のＨＰＰＤをコードする遺伝子の１以上の突然変異ＤＮＡ配列、好ましくはＷＯ２０１０
／０８５７０５、ＵＳ６，２４５，９６８、ＷＯ２００９／１４４０７９、ＰＣＴ／ＥＰ
２０１０／０７０５６１、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６７、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０
／０７０５７８、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７０、またはＰＣＴ／ＥＰ２０１０／
０７０５７５に記載の突然変異体を含むものを含む１以上のキメラ遺伝子を含む植物、植
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物部分または植物種子における上記で定義のＮ－（テトラゾール－４－イル）－もしくは
Ｎ－（トリアゾール－３－イル）アリールカルボキサミド類もしくはそれらの使用、また
はそのような植物、植物部分もしくは種子が成長すべきまたは蒔かれるべき土壌での単独
でまたはＨＰＰＤ阻害薬とは異なる形で作用する１以上の他の公知の除草剤と組み合わせ
ての上記で定義のＮ－（テトラゾール－４－イル）－もしくはＮ－（トリアゾール－３－
イル）アリールカルボキサミド類もしくはそれらの塩の使用に関するものである。
【００７４】
　さらに別の特定の実施形態では、トリケトン類（トリケトンＨＰＰＤ阻害剤と呼ぶ）、
例えば、テンボトリオン、スルコトリオン、メソトリオン、ビシクロピロン、テフリルト
リオン、特にはテンボトリオン、ジケトン類、例えば、ジケトニトリル、イソオキサゾー
ル類、例えば、イソキサフルトール、またはピラゾリネート類（ピラゾリネートＨＰＰＤ
阻害剤と呼ぶ）、例えば、ピラスルホトール、ピラゾレート、トプラメゾン、ベンゾフェ
ナップからなる群から選択されるＨＰＰＤ阻害薬型除草剤との混合物で、同時にもしくは
順次にて上記で定義のＮ－（テトラゾール－４－イル）－もしくはＮ－（トリアゾール－
３－イル）アリールカルボキサミド類もしくはそれらの塩除草剤を施用することができ、
さらにより具体的には、本発明は、（Ｉ）（ａ）カラスムギ属、好ましくはカラスムギ（
Ａｖｅｎａｓａｔｉｖａ）、より好ましくは配列番号２によって定義されるＨＰＰＤをコ
ードする配列番号１と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｂ）シュードモナス（Ｐｓｅｕｄ
ｏｍｏｎａｓ）、好ましくは蛍光菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ
）、より好ましくは配列番号４によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号３と同
一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｃ）シネココッコイデアエ（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｏｉ
ｄｅａｅ）、好ましくはシネココッカス（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｕｓ）属種、より好ま
しくは配列番号７によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号６と同一のＤＮＡ配
列を含むもの、（ｄ）アミカ（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍｉｄａｅ）、好ましくはブレファリ
スマ・ジャポニクム（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）、より好ましくは
配列番号９によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号８と同一のＤＮＡ配列を含
むもの、（ｅ）ロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）、好ましくはロドコッカス（Ｒ
ｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０３０４１、より好ましくは配
列番号１１によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１０と同一のＤＮＡ配列ま
たはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０２０４
０、より好ましくは配列番号１３によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１２
と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｆ）ピクロフィルス科（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌａｃｅａ
ｅ）、好ましくはピクロフィルス・トリズス（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｔｏｒｒｉｄｕ
ｓ）、より好ましくは配列番号１５によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１
４と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｇ）コルディア（Ｋｏｒｄｉａ）、好ましくはコル
ディア・アルギシダ（Ｋｏｒｄｉａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）、より好ましくは配列番号１７
によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１６と同一のＤＮＡ配列を含むものか
らなる生物の群の１構成員由来のヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ（ＨＰ
ＰＤ）をコードするＤＮＡ配列を含み、または（ＩＩ）前記で定義の生物のＨＰＰＤをコ
ードする遺伝子の１以上の突然変異ＤＮＡ配列、好ましくはＷＯ２０１０／０８５７０５
、ＵＳ６，２４５，９６８、ＷＯ２００９／１４４０７９、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７
０５６１、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６７、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７８
、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７０、またはＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７５に
記載の突然変異体を含む１以上のキメラ遺伝子を含むそのようなＨＰＰＤ阻害薬耐性植物
、植物部分もしくは植物種子へのテンボトリオン、メソトリオン、ジケトニトリル、ビシ
クロピロン、テフリルトリオン、ベンゾフェナップ、ピラスルホトール、ピラゾレートお
よびスルコトリオンの施用に関するものである。
【００７５】
　植物細胞および植物でプロモーターとして機能する調節配列としては、植物で自然に発
現される遺伝子のプロモーター配列、特には、植物の葉で特に発現されるプロモーター、
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例えば、細菌、ウイルスまたは植物起源の「構成的」プロモーター、または「光依存性」
プロモーター、例えば、植物のリブロース－ビスカルボキシラーゼ／オキシゲナーゼ（Ｒ
ｕＢｉｓＣＯ）小サブユニット遺伝子のプロモーター、または使用することができるいず
れか好適な公知の発現可能なプロモーターを使用することができる。植物起源のプロモー
ターの中で、ＥＰ０５０７６９８Ａ１に記載されているヒストンプロモーター、イネアク
チンプロモーター（ＵＳ５，６４１，８７６）、または植物のユビキチンプロモーター（
ＵＳ５，５１０，４７４）が挙げられる。植物ウイルス遺伝子のプロモーターの中で、カ
リフラワーモザイクウイルス（ＣａＭＶ　１９Ｓまたは３５Ｓ、Ｓａｎｄｅｒｓ　ｅｔ　
ａｌ．（１９８７），　Ｎｕｃｌｅｉｃ　Ａｃｉｄｓ　Ｒｅｓ.　１５（４）：１５４３
－５８）、サーコウイルス（ＡＵ６８９３１１）、またはキャッサバベインモザイクウィ
ルス（ＣｓＶＭＶ、ＵＳ７，０５３，２０５）のプロモーターが挙げられる。
【００７６】
　さらに別の特定の実施形態では、本発明は、種子特異的なプロモーター（Ｄａｔｌａ，
　Ｒ.　ｅｔ　ａｌ.，　１９９７、Ｂｉｏｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　Ａｎｎ.　Ｒｅｖ.　３
，　２６９－２９６）、特に、ｎａｐｉｎプロモーター（ＥＰ２５５３７８Ａ１）、ファ
ゼオリンプロモーター、グルテニンプロモーター、ヘリアンチニンプロモーター（ＷＯ９
２／１７５８０）、アルブミンプロモーター（ＷＯ９８／４５４６０）、オレオシンプロ
モーター（ＷＯ９８／４５４６１）、ＳＡＴ１プロモーターまたはＳＡＴ３プロモーター
（ＰＣＴ／ＵＳ９８／０６９７８）などの、（Ｉ）（ａ）カラスムギ属、好ましくはカラ
スムギ（Ａｖｅｎａｓａｔｉｖａ）、より好ましくは配列番号２によって定義されるＨＰ
ＰＤをコードする配列番号１と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｂ）シュードモナス（Ｐ
ｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ）、好ましくは蛍光菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓ
ｃｅｎｓ）、より好ましくは配列番号４によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番
号３と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｃ）シネココッコイデアエ（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏ
ｃｃｏｉｄｅａｅ）、好ましくはシネココッカス（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｕｓ）属種、
より好ましくは配列番号７によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号６と同一の
ＤＮＡ配列を含むもの、（ｄ）アミカ（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍｉｄａｅ）、好ましくはブ
レファリスマ・ジャポニクム（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）、より好
ましくは配列番号９によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号８と同一のＤＮＡ
配列を含むもの、（ｅ）ロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）、好ましくはロドコッ
カス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０３０４１、より好ま
しくは配列番号１１によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１０と同一のＤＮ
Ａ配列またはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ
０２０４０、より好ましくは配列番号１３によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列
番号１２と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｆ）ピクロフィルス科（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌ
ａｃｅａｅ）、好ましくはピクロフィルス・トリズス（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｔｏｒ
ｒｉｄｕｓ）、より好ましくは配列番号１５によって定義されるＨＰＰＤをコードする配
列番号１４と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｇ）コルディア（Ｋｏｒｄｉａ）、好まし
くはコルディア・アルギシダ（Ｋｏｒｄｉａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）、より好ましくは配列
番号１７によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１６と同一のＤＮＡ配列を含
むものからなる生物の群の１構成員由来のヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシゲナー
ゼ（ＨＰＰＤ）をコードするＤＮＡ配列を含み、または（ＩＩ）前記で定義の生物のＨＰ
ＰＤをコードする遺伝子の１以上の突然変異ＤＮＡ配列、好ましくはＷＯ２０１０／０８
５７０５、ＵＳ６，２４５，９６８、ＷＯ２００９／１４４０７９、ＰＣＴ／ＥＰ２０１
０／０７０５６１、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６７、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７
０５７８、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７０、またはＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０
５７５に記載の突然変異体を含む１以上のキメラ遺伝子を発現させるのに用いることがで
きる植物の特定の領域もしくは組織に特異的なプロモーター配列を含む植物、植物部分も
しくは植物種子に対する上記で定義のＮ－（テトラゾール－４－イル）－もしくはＮ－（
トリアゾール－３－イル）アリールカルボキサミド類もしくはそれらの塩の使用に関する
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ものである。
【００７７】
　また、フェニルアラニンアンモニアリアーゼ（ＰＡＬ）、ＨＭＧ－ＣｏＡレダクターゼ
（ＨＭＧ）、キチナーゼ、グルカナーゼ、プロティナーゼ阻害剤（ＰＩ）、ＰＲ１ファミ
リー遺伝子、ノパリンシンターゼ（ｎｏｓ）およびｖｓｐＢプロモーター（ＵＳ５６７０
３４９、表３）、ＨＭＧ２プロモーター（ＵＳ５６７０３４９）、リンゴβ－ガラクトシ
ダーゼ（ＡＢＧ１）プロモーターおよびリンゴアミノシクロプロパンカルボン酸シンター
ゼ（ＡＣＣシンターゼ）プロモーター（ＷＯ９８／４５４４５）から有利に選択される誘
導プロモーターを使用することもできる。
【００７８】
　（Ｉ）（ａ）カラスムギ属、好ましくはカラスムギ（Ａｖｅｎａｓａｔｉｖａ）、より
好ましくは配列番号２によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１と同一のＤＮ
Ａ配列を含むもの、（ｂ）シュードモナス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ）、好ましくは蛍光
菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ）、より好ましくは配列番号４に
よって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号３と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｃ
）シネココッコイデアエ（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｏｉｄｅａｅ）、好ましくはシネココ
ッカス（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｕｓ）属種、より好ましくは配列番号７によって定義さ
れるＨＰＰＤをコードする配列番号６と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｄ）アミカ（Ｂ
ｌｅｐｈａｒｉｓｍｉｄａｅ）、好ましくはブレファリスマ・ジャポニクム（Ｂｌｅｐｈ
ａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）、より好ましくは配列番号９によって定義されるＨ
ＰＰＤをコードする配列番号８と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｅ）ロドコッカス（Ｒ
ｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）、好ましくはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（Ｒ
ＨＡ１株）、分離株ｒｏ０３０４１、より好ましくは配列番号１１によって定義されるＨ
ＰＰＤをコードする配列番号１０と同一のＤＮＡ配列またはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃ
ｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０２０４０、より好ましくは配列番号１３
によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１２と同一のＤＮＡ配列を含むもの、
（ｆ）ピクロフィルス科（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌａｃｅａｅ）、好ましくはピクロフィルス
・トリズス（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｔｏｒｒｉｄｕｓ）、より好ましくは配列番号１
５によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１４と同一のＤＮＡ配列を含むもの
、（ｇ）コルディア（Ｋｏｒｄｉａ）、好ましくはコルディア・アルギシダ（Ｋｏｒｄｉ
ａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）、より好ましくは配列番号１７によって定義されるＨＰＰＤをコ
ードする配列番号１６と同一のＤＮＡ配列を含むものからなる生物の群の１構成員由来の
、または（ＩＩ）前記で定義の生物のＨＰＰＤをコードする遺伝子の突然変異ＤＮＡ配列
によって表される、好ましくはＷＯ２０１０／０８５７０５、ＵＳ６，２４５，９６８、
ＷＯ２００９／１４４０７９、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６１、ＰＣＴ／ＥＰ２０
１０／０７０５６７、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７８、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０
７０５７０、またはＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７５に記載の突然変異体によって表
されるヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ（ＨＰＰＤ）をコードする遺伝子
を、プロモーターとコード配列間に位置している他の調節配列、例えば、転写アクチベー
ター（「エンハンサー」）、例えば、特許出願ＷＯ８７／０７６４４に記載のタバコモザ
イクウイルス（ＴＭＶ）の翻訳アクチベーター、または、例えばＣａｒｒｉｎｇｔｏｎ　
＆　Ｆｒｅｅｄ　１９９０，　Ｊ.　Ｖｉｒｏｌ.　６４：　１５９０－１５９７に記載の
タバコエッチウイルス（ＴＥＶ）の翻訳アクチベーター、またはトウモロコシのａｄｈ１
イントロンもしくはイネアクチンのイントロン１などのイントロンを、プロモーターと組
み合わせて使用して、上記で定義のＮ－（テトラゾール－４－イル）－もしくはＮ－（ト
リアゾール－３－イル）アリールカルボキサミド類もしくはそれらの塩に対する十分な耐
性を発揮させることもできる。
【００７９】
　別の特定の実施形態において本発明は、上記で定義のＮ－（テトラゾール－４－イル）
－もしくはＮ－（トリアゾール－３－イル）アリールカルボキサミド類もしくはそれらの
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塩に対する耐性を与えるための、（Ｉ）（ａ）カラスムギ属、好ましくはカラスムギ（Ａ
ｖｅｎａｓａｔｉｖａ）、より好ましくは配列番号２によって定義されるＨＰＰＤをコー
ドする配列番号１と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｂ）シュードモナス（Ｐｓｅｕｄｏ
ｍｏｎａｓ）、好ましくは蛍光菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ）
、より好ましくは配列番号４によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号３と同一
のＤＮＡ配列を含むもの、（ｃ）シネココッコイデアエ（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｏｉｄ
ｅａｅ）、好ましくはシネココッカス（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｕｓ）属種、より好まし
くは配列番号７によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号６と同一のＤＮＡ配列
を含むもの、（ｄ）アミカ（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍｉｄａｅ）、好ましくはブレファリス
マ・ジャポニクム（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）、より好ましくは配
列番号９によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号８と同一のＤＮＡ配列を含む
もの、（ｅ）ロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）、好ましくはロドコッカス（Ｒｈ
ｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０３０４１、より好ましくは配列
番号１１によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１０と同一のＤＮＡ配列また
はロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０２０４０
、より好ましくは配列番号１３によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１２と
同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｆ）ピクロフィルス科（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌａｃｅａｅ
）、好ましくはピクロフィルス・トリズス（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｔｏｒｒｉｄｕｓ
）、より好ましくは配列番号１５によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１４
と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｇ）コルディア（Ｋｏｒｄｉａ）、好ましくはコルデ
ィア・アルギシダ（Ｋｏｒｄｉａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）、より好ましくは配列番号１７に
よって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１６と同一のＤＮＡ配列を含むものから
なる生物の群の１構成員由来のヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ（ＨＰＰ
Ｄ）をコードするＤＮＡ配列を含み、または（ＩＩ）前記で定義の生物のＨＰＰＤをコー
ドする遺伝子の１以上の突然変異ＤＮＡ配列、好ましくはＷＯ２０１０／０８５７０５、
ＵＳ６，２４５，９６８、ＷＯ２００９／１４４０７９、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０
５６１、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６７、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７８、
ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７０、またはＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７５に記
載の突然変異体を含む１以上のキメラ遺伝子を含み、さらには同一もしくは異なる植物発
現可能プロモーターの制御下にあるＣＹＰ４５０トウモロコシモノオキシゲナーゼ（ｎｓ
ｆ１遺伝子）を含む植物、植物部分もしくは植物種子への上記で定義のＮ－（テトラゾー
ル－４－イル）－もしくはＮ－（トリアゾール－３－イル）アリールカルボキサミド類も
しくはそれらの塩の使用に関するものである。
【００８０】
　調節ターミネータまたはポリアデニル化配列としては、細菌起源の相当する配列、例え
ばアグロバクテリウム・ツメファシエンス（Ａｇｒｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｔｕｍｅｆａ
ｃｉｅｎｓ）のｎｏｓターミネータなど、ウイルス起源の相当する配列、例えば、ＣａＭ
Ｖ３５Ｓターミネータなど、または植物起源の相当する配列、例えば、公開特許出願ＥＰ
０６３３３１７Ａ１に記載されるヒストンターミネータなどを使用することができる。
【００８１】
　理解すべき点として、個々のキメラ遺伝子の宿主適応したコドン使用による至適な発現
を得るためには、そのようなキメラ遺伝子を挿入する個々の植物生命体のコドン使用に対
して非植物遺伝子を採用することができるものと考えられる。従って、非植物起源のＨＰ
ＰＤを発現する記載のキメラ遺伝子の全てにおいて、個々のＨＰＰＤコードＤＮＡ配列を
、同一のアミノ酸配列をコードする修正ＤＮＡ配列によって置き換えることができる。す
なわち、配列番号３を配列番号５によって置き換えることができ、配列番号６を配列番号
１８によって置き換えることができ、配列番号８を配列番号１９によって置き換えること
ができ、配列番号１０を配列番号２０によって置き換えることができ、配列番号１２を配
列番号２１によって置き換えることができ、配列番号１４を配列番号２２によって置き換
えることができ、配列番号１６を配列番号２３によって置き換えることができる。
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【００８２】
　本明細書で使用される場合の「遺伝子」という用語は、代表的には、少なくともプロモ
ーター領域を含む、タンパク質に翻訳することができるＲＮＡを転写可能とする５′およ
び／または３′調節配列が隣接するＤＮＡコード領域を指す。「キメラ遺伝子」は、ＨＰ
ＰＤコードＤＮＡに関する場合、そのネイティブ宿主細胞においてＨＰＰＤタンパク質の
発現を駆動する、天然の細菌の５′および／または３′調節配列とは異なる５′および／
または３′調節配列を有するＨＰＰＤコードＤＮＡ配列を指す（「異種プロモーター」ま
たは「異種調節配列」とも称される）。
【００８３】
　本明細書で使用される場合の「配列Ｘを含むＤＮＡ／タンパク質」および「配列Ｘを含
む配列を有するＤＮＡ／タンパク質」という用語は、他のヌクレオチドまたはアミノ酸配
列が、５′（またはＮ末端）末端および／または３′（またはＣ末端）末端に含まれ得る
ように（例えば、Ｎ末端輸送またはシグナルペプチド）、そのヌクレオチドまたはアミノ
酸配列に少なくとも配列Ｘを含むまたは含有するＤＮＡまたはタンパク質を指す。本明細
書で使用される場合の「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」という用語は、「含む（ｉｎｃ
ｌｕｄｉｎｇ）」の意味で非制限的な言葉であり、具体的に列挙される以外の他の要素も
存在し得ることを意味する。本明細書で使用される場合の「からなる（ｃｏｎｓｉｓｔｉ
ｎｇ　ｏｆ）」という用語は、限定的な言葉であり、すなわち、具体的に列挙される要素
のみが存在する。本明細書で使用される場合の「配列Ｘを含むタンパク質をコードするＤ
ＮＡ」という用語は、転写および翻訳後に、少なくともアミノ酸配列Ｘを含有するタンパ
ク質を生じるコード配列を含むＤＮＡを指す。タンパク質をコードするＤＮＡは天然のＤ
ＮＡである必要はなく、半合成、完全合成または人工ＤＮＡであってもよく、そして、イ
ントロンおよび５′および／または３′隣接領域を含むことができる。本明細書で使用さ
れる場合の「ヌクレオチド配列」という用語は、一本鎖または二本鎖形態であることがで
きるＤＮＡまたはＲＮＡ分子の配列を指す。
【００８４】
　本発明によるＨＰＰＤタンパク質は、当技術分野で公知の手順（例えば、公開ＰＣＴ特
許出願ＷＯ９６／１００８３を参照）に従ってシグナルペプチドを備えていてもよく、ま
たは別のペプチド、例えば、当該タンパク質を葉緑体に輸送する葉緑体輸送ペプチド（例
えば、Ｖａｎ　Ｄｅｎ　Ｂｒｏｅｃｋ　ｅｔ　ａｌ.，　１９８５，　Ｎａｔｕｒｅ　３
１３，　３５８、または米国特許第５、５１０，４７１号の改変葉緑体輸送ペプチド）、
分泌シグナルペプチド、または当該タンパク質を他の色素体、ミトコンドリア、ＥＲもし
くは別の細胞小器官に標的化するペプチドで置換されていてもよく、またはメチオニンア
ミノ酸またはメチオニン－アラニンジペプチドで置き換わっていても良い。細胞内小器官
を標的とするまたは植物細胞外または細胞壁へ分泌するシグナル配列、好ましくは、Ｋｌ
ｏｓｇｅｎら（１９８９，　Ｍｏｌ.　Ｇｅｎ.　Ｇｅｎｅｔ.　２１７，　１５５－１６
１）、ＫｌｏｓｇｅｎおよびＷｅｉｌ（１９９１，　Ｍｏｌ.　Ｇｅｎ.　Ｇｅｎｅｔ.　
２２５，　２９７－３０４）、Ｎｅｕｈａｕｓ　＆　Ｒｏｇｅｒｓ（１９９８，　Ｐｌａ
ｎｔ　Ｍｏｌ.　Ｂｉｏｌ.　３８，　１２７－１４４）、Ｂｉｈら（１９９９，　Ｊ.　
Ｂｉｏｌ.　Ｃｈｅｍ.　２７４，　２２８８４－２２８９４）、Ｍｏｒｒｉｓら（１９９
９，　Ｂｉｏｃｈｅｍ.　Ｂｉｏｐｈｙｓ.　Ｒｅｓ.　Ｃｏｍｍｕｎ.　２５５，　３２８
－３３３）、Ｈｅｓｓｅら（１９８９，　ＥＭＢＯ　Ｊ.　８　２４５３－２４６１）、
Ｔａｖｌａｄｏｒａｋｉら（１９９８，　ＦＥＢＳ　Ｌｅｔｔ.　４２６，　６２－６６
）、Ｔｅｒａｓｈｉｍａら（１９９９，　Ａｐｐｌ.　Ｍｉｃｒｏｂｉｏｌ.　Ｂｉｏｔｅ
ｃｈｎｏｌ.　５２，　５１６－５２３）、Ｐａｒｋら（１９９７，　Ｊ.　Ｂｉｏｌ.　
Ｃｈｅｍ.　２７２、６８７６－６８８１）、Ｓｈｃｈｅｒｂａｎら（１９９５，　Ｐｒ
ｏｃ.　Ｎａｔｌ.　Ａｃａｄ.　Ｓｃｉ　ＵＳＡ　９２，　９２４５－９２４９）（これ
らの全てが参照により本明細書に組み込まれる）により記載されるシグナル配列、特に、
トウモロコシ、ワタ、ダイズまたはイネの標的または分泌タンパク質由来のシグナルペプ
チド配列が、天然の標的または分泌タンパク質に見出されている。そのような植物シグナ
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ルペプチドをコードするＤＮＡ配列は、植物で発現するためにＨＰＰＤタンパク質をコー
ドするキメラ遺伝子内に挿入することができる。
【００８５】
　本発明はまた、前記の１以上のアミノ酸のそれぞれにおいて挿入、欠失または置換され
ている配列番号２、配列番号４、配列番号７、配列番号９、配列番号１１、配列番号１３
、配列番号１５および配列番号１７のＨＰＰＤアミノ酸配列と同様のアミノ酸配列である
変異ＨＰＰＤ酵素も包含する。本発明の文脈において、アミノ酸配列の変異体とは、アミ
ノ酸の置換、付加もしくは欠失があったとしても本明細書に記載のアミノ酸配列と同様の
触媒活性を有するポリペプチド、酵素もしくはタンパク質を指すものである。好ましくは
変異アミノ酸配列は、配列番号２、配列番号４、配列番号７、配列番号９、配列番号１１
、配列番号１３、配列番号１５および配列番号１７のアミノ酸配列とそれぞれ少なくとも
約８０％、または８５％もしくは９０％、９５％、９７％、９８％もしくは９９％の配列
同一性を有する。やはり好ましくは、変異アミノ酸配列を含むポリペプチドは、ＨＰＰＤ
酵素活性を有する。ＨＰＰＤ酵素活性を求める方法は当業界で公知であり、それにはＷＯ
２００９／１４４０７９もしくはＷＯ２００２／０４６３８７、またはＰＣＴ／ＥＰ２０
１０／０７０５６１で広く記載されているアッセイなどがある。
【００８６】
　置換は、アミノ酸が異なる天然または非従来的アミノ酸残基で置き換わっているアミノ
酸変化を包含する。そのような置換は、本発明のＨＰＰＤタンパク質に含有されるアミノ
酸残基が類似の性質の別の天然アミノ酸で置き換わっている「保存的」に分類することが
でき、例えば、Ｇｌｙ⇔Ａｌａ、Ｖａｌ⇔Ｉｌｅ⇔Ｌｅｕ、Ａｓｐ⇔Ｇｌｕ、Ｌｙｓ⇔Ａ
ｒｇ、Ａｓｎ⇔ＧｌｎまたはＰｈｅ⇔Ｔｒｐ⇔Ｔｙｒである。本発明により包含される置
換は、また、本発明のＨＰＰＤタンパク質に存在するアミノ酸残基が、異なる性質のアミ
ノ酸、例えば、異なるグループの天然アミノ酸で置換されている（例えば、荷電または疎
水性アミノ酸をアラニンで置換する）「非保存的」であってもよい。アミノ酸置換は、代
表的には、単一残基の置換であるが、集合または分散した複数の残基のものであってもよ
い。アミノ酸の欠失は、通常、約１から１０個程度のアミノ酸残基のものであるが、一方
で、挿入はいずれの長さが挿入されてもよい。欠失および挿入は、Ｎ末端、Ｃ末端で起こ
ってもよく、内部の欠失または挿入でもよい。一般的に、アミノ酸配列内の挿入は、アミ
ノまたはカルボキシ末端融合よりも小さく、１から４個程度のアミノ酸残基の挿入である
。本明細書で使用される場合の「類似アミノ酸」は、類似のアミノ酸側鎖を有するアミノ
酸、すなわち、極性、非極性または実質的に中性の側鎖を有するアミノ酸を指す。本明細
書で使用される場合の「非類似アミノ酸」は、異なるアミノ酸側鎖を有するアミノ酸を指
し、例えば、極性側鎖を有するアミノ酸は、非極性側鎖を有するアミノ酸と非類似である
。極性側鎖は、通常、細胞内で認められる水性環境と相互作用することができる、タンパ
ク質の表面に存在する傾向がある（「親水性」アミノ酸）。他方、「非極性」アミノ酸は
、類似の非極性の隣接物と相互作用することができるタンパク質の中心内部に存在する傾
向がある（「疎水性」アミノ酸）。極性側鎖を有するアミノ酸の例は、アルギニン、アス
パラギン、アスパラギン酸、システイン、グルタミン、グルタミン酸、ヒスチジン、リジ
ン、セリンおよびトレオニンである（疎水性であるシステインを除いて、いずれも親水性
）。非極性側鎖を有するアミノ酸の例は、アラニン、グリシン、イソロイシン、ロイシン
、メチオニン、フェニルアラニン、プロリンおよびトリプトファンである（中性であるグ
リシンを除いて、いずれも疎水性）。
【００８７】
　例示において別段の断りがない限り、組換えＤＮＡを製造および操作する手順はいずれ
も、Ｓａｍｂｒｏｏｋ　ｅｔ　ａｌ.，　Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ　Ｃｌｏｎｉｎｇ－Ａ　Ｌ
ａｂｏｒａｔｏｒｙ　Ｍａｎｕａｌ，　Ｓｅｃｏｎｄ　Ｅｄ.，　Ｃｏｌｄ　Ｓｐｒｉｎ
ｇ　Ｈａｒｂｏｒ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｙ　Ｐｒｅｓｓ，　ＮＹ　（１９８９）およびＡ
ｕｓｕｂｅｌ　ｅｔ　ａｌ.　（１９９４）　Ｃｕｒｒｅｎｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌｓ　ｉ
ｎ　Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ　Ｂｉｏｌｏｇｙ，　Ｃｕｒｒｅｎｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌｓ，　
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ＵＳＡの１巻および２巻に記載の標準的手順により実施される。植物分子生物学研究の標
準的な材料および方法が、Ｒ.　Ｒ.　Ｄ.　ＣｒｏｙによるＰｌａｎｔ　Ｍｏｌｅｃｕｌ
ａｒ　Ｂｉｏｌｏｇｙ　Ｌａｂｆａｘ　（１９９３）（ＢＩＯＳ　Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ
　Ｐｕｂｌｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｌｔｄ　（ＵＫ）およびＢｌａｃｋｗｅｌｌ　Ｓｃｉｅｎ
ｔｉｆｉｃ　Ｐｕｂｌｉｃａｔｉｏｎｓ　（ＵＫ）による共同出版）に記載されている。
ＰＣＲ技術の手順は、″ＰＣＲ　ｐｒｏｔｏｃｏｌｓ：　ａ　ｇｕｉｄｅ　ｔｏ　ｍｅｔ
ｈｏｄｓ　ａｎｄ　ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ″，　Ｅｄｉｔｅｄ　ｂｙ　Ｍ.　Ａ.　Ｉ
ｎｎｉｓ，　Ｄ.　Ｈ.　Ｇｅｌｆａｎｄ，　Ｊ.　Ｊ.　Ｓｎｉｎｓｋｙ　ａｎｄ　Ｔ.　
Ｊ.　Ｗｈｉｔｅ　（Ａｃａｄｅｍｉｃ　Ｐｒｅｓｓ，　Ｉｎｃ.，　１９９０）に記載さ
れている。
【００８８】
　「耐性（ｔｏｌｅｒａｎｃｅ）」、「耐性がある（ｔｏｌｅｒａｎｔ）」または「低感
受性」という用語は互換的に使用され、異なる濃度の各種ＨＰＰＤ阻害薬型除草剤の存在
下で、各ＨＰＰＤタンパク質をコードする遺伝子を含む核酸で形質転換した菌株または植
物の肉眼観察可能な指標表現型によってスクリーニングされる、ＨＰＰＤの内在的耐性の
相対レベルを意味する。これらの指標表現型（褐色の呈色、増殖阻害、白化、除草効果な
ど）と関連する用量応答および用量応答における相対的シフトは、従来より、広範囲の異
なる除草剤濃度での、植物の損傷、分裂組織の白化症状などに基づく通常の方法で、例え
ば、ＧＲ５０（生育を５０％減少させる濃度）またはＭＩＣ（最小発育阻止濃度）値によ
って表され、ここで、値の増加は、発現されたＨＰＰＤの内在的耐性の増加に相当する。
これらのデータは、例えば、ｘ軸にプロットされる「用量」とｙ軸にプロットされた「死
滅パーセント」、「除草効果」、「緑色植物の発芽数」などを有する用量／応答曲線から
誘導されるＧＲ５０値によって表すことができ、ここで、ＧＲ５０値の増加は、発現され
たＨＰＰＤの内在的耐性レベルの増加に相当する。除草剤は好適には、発芽前または出芽
後に施用することができる。
【００８９】
　同様に、耐性レベルは、タバコなどの試験植物、またはダイズもしくはワタなどの作物
の遺伝子組換え、再生、育種および散布試験を介してスクリーニングされ、これらの結果
に従って、そのような植物は、上記で定義のＮ－（テトラゾール－４－イル）－もしくは
Ｎ－（トリアゾール－３－イル）アリールカルボキサミド類もしくはそれらの塩のような
ＨＰＰＤ阻害薬型除草剤に対して、ＨＰＰＤタンパク質をコードする外来遺伝子を全く含
有しない植物と比較して少なくとも２から４倍耐性が高い。
【００９０】
　「宿主生物」または「宿主」は、ＨＰＰＤを産生する目的のために本発明による核酸ま
たはキメラ遺伝子を導入することができる単細胞または多細胞異種生物であると理解され
る。これらの生物は、特に、細菌、例えば、大腸菌、酵母、特に、サッカロミセス（Ｓａ
ｃｃｈａｒｏｍｙｃｅｓ）属またはクリベロミセス（Ｋｌｕｙｖｅｒｏｍｙｃｅｓ）属、
ピチア（Ｐｉｃｈｉａ）属、真菌、特に、アスペルギルス（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ）属
、バキュロウイルス、または、好ましくは、植物細胞および植物である。
【００９１】
　「植物細胞」は、本発明によれば、植物に由来または見出され、カルスなどの未分化組
織、胚、植物の部分、植物もしくは種子などの分化組織を生成することができるか、また
はその一部である細胞であると理解される。これは、プロトプラストおよび花粉、培養植
物細胞またはイン・ビトロで成長したプロトプラストならびに完全な植物に再生すること
ができる植物細胞を含む。
【００９２】
　「植物」は、本発明によれば、光合成することができる分化多細胞生物、特に、単子葉
植物または双子葉植物、とりわけ、動物またはヒトの栄養を意図するまたは意図しない栽
培植物、例えば、トウモロコシまたはコーン、コムギ、アブラナ（Ｂｒａｓｓｉｃａ）属
種植物、例えば、ブラッシカ・ナプス（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｎａｐｕｓ）またはブラッシ
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カ・ジュンセア（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｊｕｎｃｅａ）、ダイズ類、イネ、サトウキビ、ビ
ート根、タバコ、ワタ、野菜植物、例えば、キュウリ、リーキ、ニンジン、トマト、レタ
ス、コショウ、メロン、スイカなどであると理解される。トランスジェニック植物は、本
明細書で使用される場合、ゲノムに安定に挿入された１以上の外来または異種遺伝子を含
む植物を指す。
【００９３】
　上記で定義のＮ－（テトラゾール－４－イル）－もしくはＮ－（トリアゾール－３－イ
ル）アリールカルボキサミド類もしくはそれらの塩に対する耐性を発揮するため、植物で
自然に発現される遺伝子のプロモーター配列、またはアグロバクテリウム属（Ａｇｒｏｂ
ａｃｔｅｒｉｕｍ）または植物ウイルスプロモーターなどの植物で自然に発現される遺伝
子のプロモーター要素のハイブリッドもしくは組み合わせ、または植物の除草剤耐性遺伝
子の転写の制御に好適なプロモーター（本明細書において、「植物で発現可能なプロモー
ター」と呼ぶ）を、本発明の植物において、プロモーター配列として使用することができ
る。そのような好適な植物で発現可能なプロモーターの例は上述されている。本発明の１
実施形態では、そのような植物で発現可能なプロモーターが、（Ｉ）（ａ）カラスムギ属
、好ましくはカラスムギ（Ａｖｅｎａｓａｔｉｖａ）、より好ましくは配列番号２によっ
て定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｂ）シ
ュードモナス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ）、好ましくは蛍光菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ
　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ）、より好ましくは配列番号４によって定義されるＨＰＰＤを
コードする配列番号３と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｃ）シネココッコイデアエ（Ｓ
ｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｏｉｄｅａｅ）、好ましくはシネココッカス（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏ
ｃｃｕｓ）属種、より好ましくは配列番号７によって定義されるＨＰＰＤをコードする配
列番号６と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｄ）アミカ（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍｉｄａｅ
）、好ましくはブレファリスマ・ジャポニクム（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉ
ｃｕｍ）、より好ましくは配列番号９によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号
８と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｅ）ロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）、好
ましくはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０３
０４１、より好ましくは配列番号１１によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号
１０と同一のＤＮＡ配列またはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１
株）、分離株ｒｏ０２０４０、より好ましくは配列番号１３によって定義されるＨＰＰＤ
をコードする配列番号１２と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｆ）ピクロフィルス科（Ｐ
ｉｃｒｏｐｈｉｌａｃｅａｅ）、好ましくはピクロフィルス・トリズス（Ｐｉｃｒｏｐｈ
ｉｌｕｓ　ｔｏｒｒｉｄｕｓ）、より好ましくは配列番号１５によって定義されるＨＰＰ
Ｄをコードする配列番号１４と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｇ）コルディア（Ｋｏｒ
ｄｉａ）、好ましくはコルディア・アルギシダ（Ｋｏｒｄｉａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）、よ
り好ましくは配列番号１７によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１６と同一
のＤＮＡ配列を含むものからなる生物の群の１構成員由来のヒドロキシフェニルピルビン
酸ジオキシゲナーゼ（ＨＰＰＤ）をコードするＤＮＡ配列、または（ＩＩ）前記で定義の
生物のＨＰＰＤの突然変異ＤＮＡ配列、好ましくはＷＯ２０１０／０８５７０５、ＵＳ６
，２４５，９６８、ＷＯ２００９／１４４０７９、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６１
、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６７、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７８、ＰＣＴ
／ＥＰ２０１０／０７０５７０、またはＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７５に記載の突
然ＤＮＡ配列に操作可能に連結され、包含もする。
【００９４】
　本発明によれば、プロモーター調節配列と組み合わせて、プロモーターとコード配列と
の間に位置している他の調節配列、例えば、イントロン配列、または転写アクチベーター
（エンハンサー）を使用して、上記で定義のＮ－（テトラゾール－４－イル）－もしくは
Ｎ－（トリアゾール－３－イル）アリールカルボキサミド類もしくはそれらの塩に対する
耐性を発揮することも可能である。そのような好適な調節配列の例は上述されている。
【００９５】
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　細菌またはウイルス起源の相当する配列、例えば、アグロバクテリウム・ツメファシエ
ンス（Ａｇｒｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｔｕｍｅｆａｃｉｅｎｓ）由来のｎｏｓターミネー
タ、または植物起源のもの、例えば特許出願ＥＰ０６３３３１７Ａ１に記載されるヒスト
ンターミネータなどを転写終結（およびポリアデニル化）調節配列として使用することが
できる。
【００９６】
　さらに別の特定の実施形態において本発明は、輸送ペプチド－ＨＰＰＤ融合タンパク質
の発現を可能とするための、（Ｉ）（ａ）カラスムギ属、好ましくはカラスムギ（Ａｖｅ
ｎａｓａｔｉｖａ）、より好ましくは配列番号２によって定義されるＨＰＰＤをコードす
る配列番号１と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｂ）シュードモナス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏ
ｎａｓ）、好ましくは蛍光菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ）、よ
り好ましくは配列番号４によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号３と同一のＤ
ＮＡ配列を含むもの、（ｃ）シネココッコイデアエ（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｏｉｄｅａ
ｅ）、好ましくはシネココッカス（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｕｓ）属種、より好ましくは
配列番号７によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号６と同一のＤＮＡ配列を含
むもの、（ｄ）アミカ（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍｉｄａｅ）、好ましくはブレファリスマ・
ジャポニクム（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）、より好ましくは配列番
号９によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号８と同一のＤＮＡ配列を含むもの
、（ｅ）ロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）、好ましくはロドコッカス（Ｒｈｏｄ
ｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０３０４１、より好ましくは配列番号
１１によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１０と同一のＤＮＡ配列またはロ
ドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０２０４０、よ
り好ましくは配列番号１３によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１２と同一
のＤＮＡ配列を含むもの、（ｆ）ピクロフィルス科（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌａｃｅａｅ）、
好ましくはピクロフィルス・トリズス（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｔｏｒｒｉｄｕｓ）、
より好ましくは配列番号１５によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１４と同
一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｇ）コルディア（Ｋｏｒｄｉａ）、好ましくはコルディア
・アルギシダ（Ｋｏｒｄｉａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）、より好ましくは配列番号１７によっ
て定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１６と同一のＤＮＡ配列を含むものからなる
生物の群の１構成員由来のヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ（ＨＰＰＤ）
をコードするＤＮＡ配列を含み、または（ＩＩ）前記で定義の生物のＨＰＰＤをコードす
る遺伝子の１以上の突然変異ＤＮＡ配列、好ましくはＷＯ２０１０／０８５７０５、ＵＳ
６，２４５，９６８、ＷＯ２００９／１４４０７９、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６
１、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６７、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７８、ＰＣ
Ｔ／ＥＰ２０１０／０７０５７０、またはＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７５に記載の
突然変異体を含む外因性キメラ遺伝子をコードする核酸配列の５′（上流）で用いられる
輸送ペプチドをコードする核酸配列を含み、さらにはこの輸送ペプチド配列がプロモータ
ー領域と外因性ＨＰＰＤをコードする配列との間に配置されている植物、植物部分もしく
は植物種子への上記で定義のＮ－（テトラゾール－４－イル）－もしくはＮ－（トリアゾ
ール－３－イル）アリールカルボキサミド類もしくはそれらの塩の使用に関するものであ
る。輸送ペプチドにより、ＨＰＰＤを色素体、特に、葉緑体に移動させることが可能とな
り、融合タンパク質は色素体にＨＰＰＤタンパク質が導入されたときに輸送ペプチドとＨ
ＰＰＤタンパク質間で開裂される。輸送ペプチドは、単一ペプチド、例えば、ＥＰＳＰＳ
輸送ペプチド（米国特許第５，１８８，６４２号に記載）または植物のリブロース二リン
酸カルボキシラーゼ／オキシゲナーゼ小サブユニット（ＲｕＢｉｓＣＯ　ｓｓｕ）の輸送
ペプチド（適切な場合は、成熟ＲｕＢｉｓＣＯ　ｓｓｕのＮ末端部分の数個のアミノ酸を
含む（ＥＰ１８９７０７Ａ１））であってもよく、またはいくつかの輸送ペプチドの融合
物、例えば、特許第ＥＰ５０８９０９Ａ１号に記載されている、色素体位置を有する成熟
タンパク質のＮ末端配列の一部に融合した第一の植物輸送ペプチドと、この一部分に融合
している第二の植物輸送ペプチドを含む輸送ペプチドであってもよく、そして、より具体
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的には、トウモロコシＲｕＢｉｓＣＯ　ｓｓｕのＮ末端の２２個のアミノ酸に融合し、そ
してトウモロコシＲｕＢｉｓＣＯ　ｓｓｕの輸送ペプチドに融合しているヒマワリＲｕＢ
ｉｓＣＯ　ｓｓｕの輸送ペプチドを含む最適化された輸送ペプチドであってもよい（特許
第ＥＰ５０８９０９Ａ１号においてそのコード配列と共に記載されている）。
【００９７】
　本発明は、また、輸送ペプチドＨＰＰＤ融合タンパク質およびそのような融合タンパク
質をコードする核酸または植物で発現可能なキメラ遺伝子に関するものであり、この融合
タンパク質の２つの要素は上記で定義されている。
【００９８】
　さらに別の特定の実施形態において、本発明は、クローニング、発現ベクターによる形
質転換によって得られる植物、植物部分もしくは植物種子での上記で定義のＮ－（テトラ
ゾール－４－イル）－もしくはＮ－（トリアゾール－３－イル）アリールカルボキサミド
類もしくはそれらの塩の使用であって、発現ベクターが（ａ）カラスムギ属、好ましくは
カラスムギ（Ａｖｅｎａｓａｔｉｖａ）、より好ましくは配列番号２によって定義される
ＨＰＰＤをコードする配列番号１と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｂ）シュードモナス
（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ）、好ましくは蛍光菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒ
ｅｓｃｅｎｓ）、より好ましくは配列番号４によって定義されるＨＰＰＤをコードする配
列番号３と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｃ）シネココッコイデアエ（Ｓｙｎｅｃｈｏ
ｃｏｃｃｏｉｄｅａｅ）、好ましくはシネココッカス（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｕｓ）属
種、より好ましくは配列番号７によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号６と同
一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｄ）アミカ（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍｉｄａｅ）、好ましく
はブレファリスマ・ジャポニクム（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）、よ
り好ましくは配列番号９によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号８と同一のＤ
ＮＡ配列を含むもの、（ｅ）ロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）、好ましくはロド
コッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０３０４１、より
好ましくは配列番号１１によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１０と同一の
ＤＮＡ配列またはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株
ｒｏ０２０４０、より好ましくは配列番号１３によって定義されるＨＰＰＤをコードする
配列番号１２と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｆ）ピクロフィルス科（Ｐｉｃｒｏｐｈ
ｉｌａｃｅａｅ）、好ましくはピクロフィルス・トリズス（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｔ
ｏｒｒｉｄｕｓ）、より好ましくは配列番号１５によって定義されるＨＰＰＤをコードす
る配列番号１４と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｇ）コルディア（Ｋｏｒｄｉａ）、好
ましくはコルディア・アルギシダ（Ｋｏｒｄｉａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）、より好ましくは
配列番号１７によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１６と同一のＤＮＡ配列
を含むものからなる生物の群の１構成員由来のヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシゲ
ナーゼ（ＨＰＰＤ）をコードし、または（ＩＩ）前記で定義の生物のＨＰＰＤをコードす
る遺伝子の１以上の突然変異ＤＮＡ配列、好ましくはＷＯ２０１０／０８５７０５、ＵＳ
６，２４５，９６８、ＷＯ２００９／１４４０７９、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６
１、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６７、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７８、ＰＣ
Ｔ／ＥＰ２０１０／０７０５７０、またはＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７５に記載の
突然変異体を含む少なくとも一つのキメラ遺伝子を含む使用に関するものである。上記キ
メラ遺伝子の他に、このベクターは複製起点を含むことができる。このベクターは、本発
明によるキメラ遺伝子を導入することにより形質転換されたプラスミドもしくはプラスミ
ドの部分、コスミドまたはバクテリオファージもしくはウイルスであることができる。形
質転換ベクターは当業者によく知られており、文献に広く記載されている。特に、植物細
胞または植物の形質転換に使用することができる形質転換ベクターは、植物細胞または植
物の形質転換に用いることができ、自己の複製および発現要素をさらに含むウイルスであ
ることができる。植物細胞または植物を形質転換するためのベクターは、好ましくは、プ
ラスミド、例えば、不活化アグロバクテリウム（Ａｇｒｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ）Ｔｉプラ
スミドである。
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【００９９】
　さらに別の特定の実施形態において、本発明は、（ａ）カラスムギ属、好ましくはカラ
スムギ（Ａｖｅｎａｓａｔｉｖａ）、より好ましくは配列番号２によって定義されるＨＰ
ＰＤをコードする配列番号１と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｂ）シュードモナス（Ｐ
ｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ）、好ましくは蛍光菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓ
ｃｅｎｓ）、より好ましくは配列番号４によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番
号３と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｃ）シネココッコイデアエ（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏ
ｃｃｏｉｄｅａｅ）、好ましくはシネココッカス（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｕｓ）属種、
より好ましくは配列番号７によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号６と同一の
ＤＮＡ配列を含むもの、（ｄ）アミカ（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍｉｄａｅ）、好ましくはブ
レファリスマ・ジャポニクム（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）、より好
ましくは配列番号９によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号８と同一のＤＮＡ
配列を含むもの、（ｅ）ロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）、好ましくはロドコッ
カス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０３０４１、より好ま
しくは配列番号１１によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１０と同一のＤＮ
Ａ配列またはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ
０２０４０、より好ましくは配列番号１３によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列
番号１２と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｆ）ピクロフィルス科（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌ
ａｃｅａｅ）、好ましくはピクロフィルス・トリズス（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｔｏｒ
ｒｉｄｕｓ）、より好ましくは配列番号１５によって定義されるＨＰＰＤをコードする配
列番号１４と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｇ）コルディア（Ｋｏｒｄｉａ）、好まし
くはコルディア・アルギシダ（Ｋｏｒｄｉａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）、より好ましくは配列
番号１７によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１６と同一のＤＮＡ配列を含
むものからなる生物の群の１構成員由来のヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシゲナー
ゼ（ＨＰＰＤ）をコードし、または（ＩＩ）前記で定義の生物のＨＰＰＤをコードする遺
伝子の１以上の突然変異ＤＮＡ配列、好ましくはＷＯ２０１０／０８５７０５、ＵＳ６，
２４５，９６８、ＷＯ２００９／１４４０７９、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６１、
ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６７、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７８、ＰＣＴ／
ＥＰ２０１０／０７０５７０、またはＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７５に記載の突然
変異体を含む配列を含むキメラ遺伝子を含む植物、植物部分もしくは植物種子における上
記で定義のＮ－（テトラゾール－４－イル）－もしくはＮ－（トリアゾール－３－イル）
アリールカルボキサミド類もしくはそれらの塩の使用、ならびに農地における、作物を成
長させ、植物生産物、例えば、ダイズ類、イネ、コムギ、オオムギもしくはトウモロコシ
穀粒またはワタボールを収穫する上での植物または種子の使用であって、１実施態様にお
いて、当該使用が、雑草を防除するための上記で定義のＮ－（テトラゾール－４－イル）
－もしくはＮ－（トリアゾール－３－イル）アリールカルボキサミド類もしくはそれらの
塩のそのような植物への施用を含む使用に関するものである。
【０１００】
　別の特定の実施形態において、本発明は、植物、植物部分もしくは植物種子における上
記で定義のＮ－（テトラゾール－４－イル）－もしくはＮ－（トリアゾール－３－イル）
アリールカルボキサミド類もしくはそれらの塩の使用であって、その対象物が（Ｉ）（ａ
）カラスムギ属、好ましくはカラスムギ（Ａｖｅｎａｓａｔｉｖａ）、より好ましくは配
列番号２によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１と同一のＤＮＡ配列を含む
もの、（ｂ）シュードモナス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ）、好ましくは蛍光菌（Ｐｓｅｕ
ｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ）、より好ましくは配列番号４によって定義さ
れるＨＰＰＤをコードする配列番号３と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｃ）シネココッ
コイデアエ（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｏｉｄｅａｅ）、好ましくはシネココッカス（Ｓｙ
ｎｅｃｈｏｃｏｃｃｕｓ）属種、より好ましくは配列番号７によって定義されるＨＰＰＤ
をコードする配列番号６と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｄ）アミカ（Ｂｌｅｐｈａｒ
ｉｓｍｉｄａｅ）、好ましくはブレファリスマ・ジャポニクム（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍａ
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　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）、より好ましくは配列番号９によって定義されるＨＰＰＤをコー
ドする配列番号８と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｅ）ロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏ
ｃｃｕｓ）、好ましくはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、
分離株ｒｏ０３０４１、より好ましくは配列番号１１によって定義されるＨＰＰＤをコー
ドする配列番号１０と同一のＤＮＡ配列またはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）
属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０２０４０、より好ましくは配列番号１３によって定義
されるＨＰＰＤをコードする配列番号１２と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｆ）ピクロ
フィルス科（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌａｃｅａｅ）、好ましくはピクロフィルス・トリズス（
Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｔｏｒｒｉｄｕｓ）、より好ましくは配列番号１５によって定
義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１４と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｇ）コル
ディア（Ｋｏｒｄｉａ）、好ましくはコルディア・アルギシダ（Ｋｏｒｄｉａ　ａｌｇｉ
ｃｉｄａ）、より好ましくは配列番号１７によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列
番号１６と同一のＤＮＡ配列を含むものからなる生物の群の１構成員由来のヒドロキシフ
ェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ（ＨＰＰＤ）をコードするＤＮＡ配列を含み、または
（ＩＩ）前記で定義の生物のＨＰＰＤをコードする遺伝子の１以上の突然変異ＤＮＡ配列
、好ましくはＷＯ２０１０／０８５７０５、ＵＳ６，２４５，９６８、ＷＯ２００９／１
４４０７９、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６１、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６
７、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７８、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７０、また
はＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７５に記載の突然変異体を含む１以上のキメラ遺伝子
を含み、その上さらに、上記の植物発現可能プロモーターを含み、ＰＤＨ（プレフェン酸
デヒドロゲナーゼ）酵素（ＵＳ２００５／０２５７２８３）をコードする核酸配列に操作
可能に連結されているキメラ遺伝子を含むことで、上記で定義のＮ－（テトラゾール－４
－イル）－もしくはＮ－（トリアゾール－３－イル）アリールカルボキサミド類もしくは
それらの塩に対する耐性を与えることを特徴とする使用に関するものである。そのような
２つの導入遺伝子を含む植物は、当技術分野でよく知られているように、植物を一つの導
入遺伝子で形質転換し、次に、このトランスジェニック植物を第二の導入遺伝子で再度形
質転換することによるか、または植物を二つの導入遺伝子で同時に形質転換する（同じま
たは二つの異なる形質転換ＤＮＡまたはベクターで）ことによるか、または第一の導入遺
伝子を含む植物を、第二の導入遺伝子を含む植物と交配させることにより得ることができ
る。
【０１０１】
　（Ｉ）（ａ）カラスムギ属、好ましくはカラスムギ（Ａｖｅｎａｓａｔｉｖａ）、より
好ましくは配列番号２によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１と同一のＤＮ
Ａ配列を含むもの、（ｂ）シュードモナス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ）、好ましくは蛍光
菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ）、より好ましくは配列番号４に
よって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号３と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｃ
）シネココッコイデアエ（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｏｉｄｅａｅ）、好ましくはシネココ
ッカス（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｕｓ）属種、より好ましくは配列番号７によって定義さ
れるＨＰＰＤをコードする配列番号６と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｄ）アミカ（Ｂ
ｌｅｐｈａｒｉｓｍｉｄａｅ）、好ましくはブレファリスマ・ジャポニクム（Ｂｌｅｐｈ
ａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）、より好ましくは配列番号９によって定義されるＨ
ＰＰＤをコードする配列番号８と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｅ）ロドコッカス（Ｒ
ｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）、好ましくはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（Ｒ
ＨＡ１株）、分離株ｒｏ０３０４１、より好ましくは配列番号１１によって定義されるＨ
ＰＰＤをコードする配列番号１０と同一のＤＮＡ配列またはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃ
ｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０２０４０、より好ましくは配列番号１３
によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１２と同一のＤＮＡ配列を含むもの、
（ｆ）ピクロフィルス科（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌａｃｅａｅ）、好ましくはピクロフィルス
・トリズス（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｔｏｒｒｉｄｕｓ）、より好ましくは配列番号１
５によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１４と同一のＤＮＡ配列を含むもの
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、（ｇ）コルディア（Ｋｏｒｄｉａ）、好ましくはコルディア・アルギシダ（Ｋｏｒｄｉ
ａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）、より好ましくは配列番号１７によって定義されるＨＰＰＤをコ
ードする配列番号１６と同一のＤＮＡ配列を含むものからなる生物の群の１構成員由来の
ヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ（ＨＰＰＤ）をコードするＤＮＡ配列を
含み、または（ＩＩ）前記で定義の生物のＨＰＰＤをコードする遺伝子の１以上の突然変
異ＤＮＡ配列、好ましくはＷＯ２０１０／０８５７０５、ＵＳ６，２４５，９６８、ＷＯ
２００９／１４４０７９、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６１、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０
／０７０５６７、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７８、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０
５７０、またはＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７５に記載の突然変異体を含む１以上の
キメラ遺伝子を含むことで上記で定義のＮ－（テトラゾール－４－イル）－もしくはＮ－
（トリアゾール－３－イル）アリールカルボキサミド類もしくはそれらの塩に対して耐性
である植物、植物部分もしくは種子を得るための一つの形質転換方法は、ＤＮＡが付着し
たまたはＤＮＡを含有する固体または液体粒子を、細胞、プロトプラストまたは組織に衝
突させることを含む。別の形質転換方法は、植物に導入する手段として、アグロバクテリ
ウム・ツメファシエンス（Ａｇｒｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｔｕｍｅｆａｃｉｅｎｓ）Ｔｉ
プラスミドまたはアグロバクテリウム・リゾゲネス（Ａｇｒｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｒｈ
ｉｚｏｇｅｎｅｓ）Ｒｉプラスミドに挿入されたキメラ遺伝子を使用することを含む。マ
イクロインジェクションまたはエレクトロポレーション、またはＰＥＧを用いる直接遺伝
子導入などの他の方法を使用してもよい。当業者であれば、選択の宿主生物、特に、植物
細胞または植物を形質転換する適切な方法を選択することができる。例として、ダイズの
形質転換技術がＥＰ１１８６６６６Ａ１に開示の実施例１から３に詳しく記載されており
、これは参照により本明細書に組み込まれる。イネの場合では、アグロバクテリウム（Ａ
ｇｒｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ）介在の形質転換（Ｈｉｅｉ　ｅｔ　ａｌ.，　１９９４　Ｐ
ｌａｎｔ　Ｊ　６：２７１－２８２およびＨｉｅｉ　ｅｔ　ａｌ.，　１９９７　Ｐｌａ
ｎｔ　Ｍｏｌ　Ｂｉｏｌ.　３５：２０５－２１、これは参照により本明細書に組み込ま
れる）、エレクトロポレーション（ＵＳ５，６４１，６６４およびＵＳ５，６７９，５５
８、これは参照により本明細書に組み込まれる）、または衝突（Ｃｈｒｉｓｔｏｕ　ｅｔ
　ａｌ.，　１９９１，　Ｂｉｏｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　９：９５７、これは参照により
本明細書に組み込まれる）を実施することができると考えられる。単子葉植物、特に、イ
ネの形質転換の好適な技術は、ＷＯ９２／０９６９６に記載されており、これは参照によ
り本明細書に組み込まれる。ワタの場合では、アグロバクテリウム（Ａｇｒｏｂａｃｔｅ
ｒｉｕｍ）介在の形質転換（Ｇｏｕｌｄ　Ｊ.　Ｈ.　ａｎｄ　Ｍａｇａｌｌａｎｅｓ－Ｃ
ｅｄｅｎｏ　Ｍ.，　１９９８　Ｐｌａｎｔ　Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ　Ｂｉｏｌｏｇｙ　ｒ
ｅｐｏｒｔｅｒ，　１６：１－１０およびＺａｐａｔａ　Ｃ.，　１９９９，　Ｔｈｅｏ
ｒｅｔｉｃａｌ　Ａｐｐｌｉｅｄ　Ｇｅｎｅｔｉｃｓ，　９８（２）：１４３２－２２４
２、これらは参照により本明細書に組み込まれる）、ポリブレンおよび／または処理介在
の形質転換（Ｓａｗａｈｅｌ　Ｗ.　Ａ.，　２００１，　－Ｐｌａｎｔ　Ｍｏｌｅｃｕｌ
ａｒ　Ｂｉｏｌｏｇｙ　ｒｅｐｏｒｔｅｒ，　１９：３７７ａ－３７７ｆ、これは参照に
より本明細書に組み込まれる）が記載されている。
【０１０２】
　あるいは、ＨＰＰＤが、色素体、例えば葉緑体ゲノムの形質転換を用いて、色素体、例
えば葉緑体で直接発現される、（Ｉ）（ａ）カラスムギ属、好ましくはカラスムギ（Ａｖ
ｅｎａｓａｔｉｖａ）、より好ましくは配列番号２によって定義されるＨＰＰＤをコード
する配列番号１と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｂ）シュードモナス（Ｐｓｅｕｄｏｍ
ｏｎａｓ）、好ましくは蛍光菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ）、
より好ましくは配列番号４によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号３と同一の
ＤＮＡ配列を含むもの、（ｃ）シネココッコイデアエ（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｏｉｄｅ
ａｅ）、好ましくはシネココッカス（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｕｓ）属種、より好ましく
は配列番号７によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号６と同一のＤＮＡ配列を
含むもの、（ｄ）アミカ（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍｉｄａｅ）、好ましくはブレファリスマ
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・ジャポニクム（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）、より好ましくは配列
番号９によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号８と同一のＤＮＡ配列を含むも
の、（ｅ）ロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）、好ましくはロドコッカス（Ｒｈｏ
ｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０３０４１、より好ましくは配列番
号１１によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１０と同一のＤＮＡ配列または
ロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０２０４０、
より好ましくは配列番号１３によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１２と同
一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｆ）ピクロフィルス科（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌａｃｅａｅ）
、好ましくはピクロフィルス・トリズス（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｔｏｒｒｉｄｕｓ）
、より好ましくは配列番号１５によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１４と
同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｇ）コルディア（Ｋｏｒｄｉａ）、好ましくはコルディ
ア・アルギシダ（Ｋｏｒｄｉａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）、より好ましくは配列番号１７によ
って定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１６と同一のＤＮＡ配列を含むものからな
る生物の群の１構成員由来のヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ（ＨＰＰＤ
）をコードするＤＮＡ配列を含み、または（ＩＩ）前記で定義の生物のＨＰＰＤをコード
する遺伝子の１以上の突然変異ＤＮＡ配列、好ましくはＷＯ２０１０／０８５７０５、Ｕ
Ｓ６，２４５，９６８、ＷＯ２００９／１４４０７９、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５
６１、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６７、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７８、Ｐ
ＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７０、またはＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７５に記載
の突然変異体を含む１以上のキメラ遺伝子を含む植物、植物部分もしくは植物種子におい
て、上記で定義のＮ－（テトラゾール－４－イル）－もしくはＮ－（トリアゾール－３－
イル）アリールカルボキサミド類もしくはそれらの塩を用いることができる。好適な方法
は、ＤＮＡでコーティングされた固体粒子またはＤＮＡを含む液体粒子による植物細胞ま
たは組織の衝突、および相同的組換えによる導入遺伝子の組み込みを含む。好適なベクタ
ーおよび選択システムは当業者に公知である。タバコ植物の葉緑体ゲノムへのそのような
組み込みに使用することができる手段および方法の例が、ＷＯ０６／１０８８３０に提供
されており、この内容は参照により本明細書に組み込まれる。
【０１０３】
　本発明はまた、上記で定義のＮ－（テトラゾール－４－イル）－もしくはＮ－（トリア
ゾール－３－イル）アリールカルボキサミド類もしくはそれらの塩に対して耐性である植
物を得る方法であって、その植物が（Ｉ）（ａ）カラスムギ属、好ましくはカラスムギ（
Ａｖｅｎａｓａｔｉｖａ）、より好ましくは配列番号２によって定義されるＨＰＰＤをコ
ードする配列番号１と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｂ）シュードモナス（Ｐｓｅｕｄ
ｏｍｏｎａｓ）、好ましくは蛍光菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ
）、より好ましくは配列番号４によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号３と同
一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｃ）シネココッコイデアエ（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｏｉ
ｄｅａｅ）、好ましくはシネココッカス（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｕｓ）属種、より好ま
しくは配列番号７によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号６と同一のＤＮＡ配
列を含むもの、（ｄ）アミカ（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍｉｄａｅ）、好ましくはブレファリ
スマ・ジャポニクム（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）、より好ましくは
配列番号９によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号８と同一のＤＮＡ配列を含
むもの、（ｅ）ロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）、好ましくはロドコッカス（Ｒ
ｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０３０４１、より好ましくは配
列番号１１によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１０と同一のＤＮＡ配列ま
たはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０２０４
０、より好ましくは配列番号１３によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１２
と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｆ）ピクロフィルス科（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌａｃｅａ
ｅ）、好ましくはピクロフィルス・トリズス（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｔｏｒｒｉｄｕ
ｓ）、より好ましくは配列番号１５によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１
４と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｇ）コルディア（Ｋｏｒｄｉａ）、好ましくはコル
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ディア・アルギシダ（Ｋｏｒｄｉａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）、より好ましくは配列番号１７
によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１６と同一のＤＮＡ配列を含むものか
らなる生物の群の１構成員由来のヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ（ＨＰ
ＰＤ）をコードするＤＮＡ配列を含み、または（ＩＩ）前記で定義の生物のＨＰＰＤをコ
ードする遺伝子の１以上の突然変異ＤＮＡ配列、好ましくはＷＯ２０１０／０８５７０５
、ＵＳ６，２４５，９６８、ＷＯ２００９／１４４０７９、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７
０５６１、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６７、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７８
、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７０、またはＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７５に
記載の突然変異体を含む１以上のキメラ遺伝子によって形質転換されることを特徴とする
方法に関するものである。
【０１０４】
　従って、本発明は、（Ｉ）（ａ）カラスムギ属、好ましくはカラスムギ（Ａｖｅｎａｓ
ａｔｉｖａ）、より好ましくは配列番号２によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列
番号１と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｂ）シュードモナス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ
）、好ましくは蛍光菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ）、より好ま
しくは配列番号４によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号３と同一のＤＮＡ配
列を含むもの、（ｃ）シネココッコイデアエ（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｏｉｄｅａｅ）、
好ましくはシネココッカス（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｕｓ）属種、より好ましくは配列番
号７によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号６と同一のＤＮＡ配列を含むもの
、（ｄ）アミカ（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍｉｄａｅ）、好ましくはブレファリスマ・ジャポ
ニクム（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）、より好ましくは配列番号９に
よって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号８と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｅ
）ロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）、好ましくはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏ
ｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０３０４１、より好ましくは配列番号１１に
よって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１０と同一のＤＮＡ配列またはロドコッ
カス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０２０４０、より好ま
しくは配列番号１３によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１２と同一のＤＮ
Ａ配列を含むもの、（ｆ）ピクロフィルス科（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌａｃｅａｅ）、好まし
くはピクロフィルス・トリズス（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｔｏｒｒｉｄｕｓ）、より好
ましくは配列番号１５によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１４と同一のＤ
ＮＡ配列を含むもの、（ｇ）コルディア（Ｋｏｒｄｉａ）、好ましくはコルディア・アル
ギシダ（Ｋｏｒｄｉａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）、より好ましくは配列番号１７によって定義
されるＨＰＰＤをコードする配列番号１６と同一のＤＮＡ配列を含むものからなる生物の
群の１構成員由来のヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ（ＨＰＰＤ）をコー
ドするＤＮＡ配列を含み、または（ＩＩ）前記で定義の生物のＨＰＰＤをコードする遺伝
子の１以上の突然変異ＤＮＡ配列、好ましくはＷＯ２０１０／０８５７０５、ＵＳ６，２
４５，９６８、ＷＯ２００９／１４４０７９、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６１、Ｐ
ＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６７、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７８、ＰＣＴ／Ｅ
Ｐ２０１０／０７０５７０、またはＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７５に記載の突然変
異体を含む１以上のキメラ遺伝子を含むことで上記で定義のＮ－（テトラゾール－４－イ
ル）－もしくはＮ－（トリアゾール－３－イル）アリールカルボキサミド類もしくはそれ
らの塩に対して耐性の植物を得る方法であって、その植物が、５′位および適宜に３′位
に、宿主生物で機能することが可能なコード配列ならびに異種調節要素を含む（Ｉ）（ａ
）カラスムギ属、好ましくはカラスムギ（Ａｖｅｎａｓａｔｉｖａ）、より好ましくは配
列番号２によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１と同一のＤＮＡ配列を含む
もの、（ｂ）シュードモナス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ）、好ましくは蛍光菌（Ｐｓｅｕ
ｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ）、より好ましくは配列番号４によって定義さ
れるＨＰＰＤをコードする配列番号３と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｃ）シネココッ
コイデアエ（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｏｉｄｅａｅ）、好ましくはシネココッカス（Ｓｙ
ｎｅｃｈｏｃｏｃｃｕｓ）属種、より好ましくは配列番号７によって定義されるＨＰＰＤ
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をコードする配列番号６と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｄ）アミカ（Ｂｌｅｐｈａｒ
ｉｓｍｉｄａｅ）、好ましくはブレファリスマ・ジャポニクム（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍａ
　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）、より好ましくは配列番号９によって定義されるＨＰＰＤをコー
ドする配列番号８と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｅ）ロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏ
ｃｃｕｓ）、好ましくはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、
分離株ｒｏ０３０４１、より好ましくは配列番号１１によって定義されるＨＰＰＤをコー
ドする配列番号１０と同一のＤＮＡ配列またはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）
属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０２０４０、より好ましくは配列番号１３によって定義
されるＨＰＰＤをコードする配列番号１２と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｆ）ピクロ
フィルス科（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌａｃｅａｅ）、好ましくはピクロフィルス・トリズス（
Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｔｏｒｒｉｄｕｓ）、より好ましくは配列番号１５によって定
義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１４と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｇ）コル
ディア（Ｋｏｒｄｉａ）、好ましくはコルディア・アルギシダ（Ｋｏｒｄｉａ　ａｌｇｉ
ｃｉｄａ）、より好ましくは配列番号１７によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列
番号１６と同一のＤＮＡ配列を含むものからなる生物の群の１構成員由来のヒドロキシフ
ェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ（ＨＰＰＤ）をコードするＤＮＡ配列を含み、または
（ＩＩ）前記で定義の生物のＨＰＰＤをコードする遺伝子の１以上の突然変異ＤＮＡ配列
、好ましくはＷＯ２０１０／０８５７０５、ＵＳ６，２４５，９６８、ＷＯ２００９／１
４４０７９、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６１、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６
７、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７８、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７０、また
はＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７５に記載の突然変異体を含む１以上のキメラ遺伝子
を含むことを特徴とし、前記コード配列が上述の本発明のＨＰＰＤをコードする遺伝子を
定義する核酸配列を少なくとも含むことで、上記で定義のＮ－（テトラゾール－４－イル
）－もしくはＮ－（トリアゾール－３－イル）アリールカルボキサミド類もしくはそれら
の塩に対する十分に高レベルの耐性を発揮することを特徴とする方法に関するものでもあ
る。
【０１０５】
　本発明の１実施態様においては、上記方法におけるＨＰＰＤ阻害剤は、単独で、または
トリケトンまたはピラゾリネート除草剤、好ましくは、テンボトリオン、メソトリオン、
ビシクロピロン、テフリルトリオン、ピラスルホトール、ピラゾレート、ジケトニトリル
、ベンゾフェナップまたはスルコトリオン、特にはテンボトリオンからなる群から選択さ
れる１以上のＨＰＰＤ阻害薬型除草剤と組み合わせた上記で定義のＮ－（テトラゾール－
４－イル）－もしくはＮ－（トリアゾール－３－イル）アリールカルボキサミド類もしく
はそれらの塩である。
【０１０６】
　本発明は、植物を植えるもしくは種子を播種する農地または作物において、そのような
農地もしくは作物に上記で定義のＮ－（テトラゾール－４－イル）－もしくはＮ－（トリ
アゾール－３－イル）アリールカルボキサミド類もしくはそれらの塩を施用することで、
雑草を選択的に除去するまたは雑草の発芽を防止する方法であって、この上記で定義のＮ
－（テトラゾール－４－イル）－もしくはＮ－（トリアゾール－３－イル）アリールカル
ボキサミド類もしくはそれらの塩を、作物を播種する前（以下、播種前施用と称する）、
作物の発芽前（以下、発芽前施用と称する）、または作物の発芽後（以下、出芽後施用と
称する）のいずれかで、（Ｉ）（ａ）カラスムギ属、好ましくはカラスムギ（Ａｖｅｎａ
ｓａｔｉｖａ）、より好ましくは配列番号２によって定義されるＨＰＰＤをコードする配
列番号１と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｂ）シュードモナス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａ
ｓ）、好ましくは蛍光菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ）、より好
ましくは配列番号４によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号３と同一のＤＮＡ
配列を含むもの、（ｃ）シネココッコイデアエ（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｏｉｄｅａｅ）
、好ましくはシネココッカス（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｕｓ）属種、より好ましくは配列
番号７によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号６と同一のＤＮＡ配列を含むも
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の、（ｄ）アミカ（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍｉｄａｅ）、好ましくはブレファリスマ・ジャ
ポニクム（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）、より好ましくは配列番号９
によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号８と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（
ｅ）ロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）、好ましくはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃ
ｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０３０４１、より好ましくは配列番号１１
によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１０と同一のＤＮＡ配列またはロドコ
ッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０２０４０、より好
ましくは配列番号１３によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１２と同一のＤ
ＮＡ配列を含むもの、（ｆ）ピクロフィルス科（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌａｃｅａｅ）、好ま
しくはピクロフィルス・トリズス（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｔｏｒｒｉｄｕｓ）、より
好ましくは配列番号１５によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１４と同一の
ＤＮＡ配列を含むもの、（ｇ）コルディア（Ｋｏｒｄｉａ）、好ましくはコルディア・ア
ルギシダ（Ｋｏｒｄｉａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）、より好ましくは配列番号１７によって定
義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１６と同一のＤＮＡ配列を含むものからなる生物
の群の１構成員由来のヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ（ＨＰＰＤ）をコ
ードするＤＮＡ配列を含み、または（ＩＩ）前記で定義の生物のＨＰＰＤをコードする遺
伝子の１以上の突然変異ＤＮＡ配列、好ましくはＷＯ２０１０／０８５７０５、ＵＳ６，
２４５，９６８、ＷＯ２００９／１４４０７９、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６１、
ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６７、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７８、ＰＣＴ／
ＥＰ２０１０／０７０５７０、またはＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７５に記載の突然
変異体を含む１以上のキメラ遺伝子に従って形質転換された植物に施用することを特徴と
する方法に関するものでもある。
【０１０７】
　本発明は、また、本発明において前述の形質転換種子を含む区域または農地を管理する
方法であって、農地の前記区域に、（Ｉ）（ａ）カラスムギ属、好ましくはカラスムギ（
Ａｖｅｎａｓａｔｉｖａ）、より好ましくは配列番号２によって定義されるＨＰＰＤをコ
ードする配列番号１と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｂ）シュードモナス（Ｐｓｅｕｄ
ｏｍｏｎａｓ）、好ましくは蛍光菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ
）、より好ましくは配列番号４によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号３と同
一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｃ）シネココッコイデアエ（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｏｉ
ｄｅａｅ）、好ましくはシネココッカス（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｕｓ）属種、より好ま
しくは配列番号７によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号６と同一のＤＮＡ配
列を含むもの、（ｄ）アミカ（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍｉｄａｅ）、好ましくはブレファリ
スマ・ジャポニクム（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）、より好ましくは
配列番号９によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号８と同一のＤＮＡ配列を含
むもの、（ｅ）ロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）、好ましくはロドコッカス（Ｒ
ｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０３０４１、より好ましくは配
列番号１１によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１０と同一のＤＮＡ配列ま
たはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０２０４
０、より好ましくは配列番号１３によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１２
と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｆ）ピクロフィルス科（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌａｃｅａ
ｅ）、好ましくはピクロフィルス・トリズス（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｔｏｒｒｉｄｕ
ｓ）、より好ましくは配列番号１５によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１
４と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｇ）コルディア（Ｋｏｒｄｉａ）、好ましくはコル
ディア・アルギシダ（Ｋｏｒｄｉａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）、より好ましくは配列番号１７
によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１６と同一のＤＮＡ配列を含むものか
らなる生物の群の１構成員由来のヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ（ＨＰ
ＰＤ）をコードするＤＮＡ配列を含み、または（ＩＩ）前記で定義の生物のＨＰＰＤをコ
ードする遺伝子の１以上の突然変異ＤＮＡ配列、好ましくはＷＯ２０１０／０８５７０５
、ＵＳ６，２４５，９６８、ＷＯ２００９／１４４０７９、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７
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０５６１、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６７、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７８
、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７０、またはＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７５に
記載の突然変異体を含む１以上のキメラ遺伝子を含む種子または植物にほとんど影響を与
えることなく、前記雑草に毒性である用量の上記で定義のＮ－（テトラゾール－４－イル
）－もしくはＮ－（トリアゾール－３－イル）アリールカルボキサミド類もしくはそれら
の塩を施用することを含む方法に関するものでもある。
【０１０８】
　本発明は、また、（Ｉ）（ａ）カラスムギ属、好ましくはカラスムギ（Ａｖｅｎａｓａ
ｔｉｖａ）、より好ましくは配列番号２によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番
号１と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｂ）シュードモナス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ）
、好ましくは蛍光菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ）、より好まし
くは配列番号４によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号３と同一のＤＮＡ配列
を含むもの、（ｃ）シネココッコイデアエ（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｏｉｄｅａｅ）、好
ましくはシネココッカス（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｕｓ）属種、より好ましくは配列番号
７によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号６と同一のＤＮＡ配列を含むもの、
（ｄ）アミカ（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍｉｄａｅ）、好ましくはブレファリスマ・ジャポニ
クム（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）、より好ましくは配列番号９によ
って定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号８と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｅ）
ロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）、好ましくはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃ
ｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０３０４１、より好ましくは配列番号１１によ
って定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１０と同一のＤＮＡ配列またはロドコッカ
ス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０２０４０、より好まし
くは配列番号１３によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１２と同一のＤＮＡ
配列を含むもの、（ｆ）ピクロフィルス科（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌａｃｅａｅ）、好ましく
はピクロフィルス・トリズス（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｔｏｒｒｉｄｕｓ）、より好ま
しくは配列番号１５によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１４と同一のＤＮ
Ａ配列を含むもの、（ｇ）コルディア（Ｋｏｒｄｉａ）、好ましくはコルディア・アルギ
シダ（Ｋｏｒｄｉａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）、より好ましくは配列番号１７によって定義さ
れるＨＰＰＤをコードする配列番号１６と同一のＤＮＡ配列を含むものからなる生物の群
の１構成員由来のヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ（ＨＰＰＤ）をコード
するＤＮＡ配列を含み、または（ＩＩ）前記で定義の生物のＨＰＰＤをコードする遺伝子
の１以上の突然変異ＤＮＡ配列、好ましくはＷＯ２０１０／０８５７０５、ＵＳ６，２４
５，９６８、ＷＯ２００９／１４４０７９、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６１、ＰＣ
Ｔ／ＥＰ２０１０／０７０５６７、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７８、ＰＣＴ／ＥＰ
２０１０／０７０５７０、またはＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７５に記載の突然変異
体を含む１以上のキメラ遺伝子で形質転換された植物を栽培する方法であって、前記のキ
メラ遺伝子を含む種子を前記植物の栽培に適した農地の区域に播種し、そして、雑草が存
在する場合、前記農地の前記区域に、前記形質転換種子または前記形質転換植物にほとん
ど影響を与えることなく、雑草に毒性である用量の１以上の上記で定義のＮ－（テトラゾ
ール－４－イル）－もしくはＮ－（トリアゾール－３－イル）アリールカルボキサミド類
もしくはそれらの塩を施用し、次に、所望の成熟期に達したときに栽培植物または植物部
分を収穫し、適切な場合には、収穫した植物から種子を分離することを含む方法に関する
ものでもある。
【０１０９】
　上記方法において、上記で定義のＮ－（テトラゾール－４－イル）－もしくはＮ－（ト
リアゾール－３－イル）アリールカルボキサミド類もしくはそれらの塩を、本発明に従っ
て、作物を播種する前、作物の出芽前または作物の出芽後のいずれかに施用することがで
きる。
【０１１０】
　本発明の意味の範囲内において、「除草剤」は、それ自身で除草活性な物質またはそれ
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の効力を変える添加剤、例えば、それの活性を高める薬剤（相乗作用剤）またはそれの活
性を制限する薬剤（薬害軽減剤）と組み合わせたそのような物質であると理解される。当
然のことながら、実際のそれらの施用においては、上記除草剤は、農芸化学で慣例的に用
いられる製剤補助剤とそれ自体公知の方法で組み合わせるものと理解すべきである。
【０１１１】
　従って、（Ｉ）（ａ）カラスムギ属、好ましくはカラスムギ（Ａｖｅｎａｓａｔｉｖａ
）、より好ましくは配列番号２によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１と同
一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｂ）シュードモナス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ）、好まし
くは蛍光菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ）、より好ましくは配列
番号４によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号３と同一のＤＮＡ配列を含むも
の、（ｃ）シネココッコイデアエ（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｏｉｄｅａｅ）、好ましくは
シネココッカス（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｕｓ）属種、より好ましくは配列番号７によっ
て定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号６と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｄ）ア
ミカ（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍｉｄａｅ）、好ましくはブレファリスマ・ジャポニクム（Ｂ
ｌｅｐｈａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）、より好ましくは配列番号９によって定義
されるＨＰＰＤをコードする配列番号８と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｅ）ロドコッ
カス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）、好ましくはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）
属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０３０４１、より好ましくは配列番号１１によって定義
されるＨＰＰＤをコードする配列番号１０と同一のＤＮＡ配列またはロドコッカス（Ｒｈ
ｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０２０４０、より好ましくは配列
番号１３によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１２と同一のＤＮＡ配列を含
むもの、（ｆ）ピクロフィルス科（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌａｃｅａｅ）、好ましくはピクロ
フィルス・トリズス（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｔｏｒｒｉｄｕｓ）、より好ましくは配
列番号１５によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１４と同一のＤＮＡ配列を
含むもの、（ｇ）コルディア（Ｋｏｒｄｉａ）、好ましくはコルディア・アルギシダ（Ｋ
ｏｒｄｉａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）、より好ましくは配列番号１７によって定義されるＨＰ
ＰＤをコードする配列番号１６と同一のＤＮＡ配列を含むものからなる生物の群の１構成
員由来のヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ（ＨＰＰＤ）をコードするＤＮ
Ａ配列を含み、または（ＩＩ）前記で定義の生物のＨＰＰＤをコードする遺伝子の１以上
の突然変異ＤＮＡ配列、好ましくはＷＯ２０１０／０８５７０５、ＵＳ６，２４５，９６
８、ＷＯ２００９／１４４０７９、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６１、ＰＣＴ／ＥＰ
２０１０／０７０５６７、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７８、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０
／０７０５７０、またはＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７５に記載の突然変異体を含む
１以上のキメラ遺伝子に加えて、相同（＝天然）遺伝子または遺伝子配列の過剰発現、抑
制もしくは阻害、または非相同（＝外来）遺伝子または遺伝子配列の発現の結果として改
変された特性を有するトランスジェニック植物を得ることができる。
【０１１２】
　（Ｉ）（ａ）カラスムギ属、好ましくはカラスムギ（Ａｖｅｎａｓａｔｉｖａ）、より
好ましくは配列番号２によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１と同一のＤＮ
Ａ配列を含むもの、（ｂ）シュードモナス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ）、好ましくは蛍光
菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ）、より好ましくは配列番号４に
よって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号３と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｃ
）シネココッコイデアエ（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｏｉｄｅａｅ）、好ましくはシネココ
ッカス（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｕｓ）属種、より好ましくは配列番号７によって定義さ
れるＨＰＰＤをコードする配列番号６と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｄ）アミカ（Ｂ
ｌｅｐｈａｒｉｓｍｉｄａｅ）、好ましくはブレファリスマ・ジャポニクム（Ｂｌｅｐｈ
ａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）、より好ましくは配列番号９によって定義されるＨ
ＰＰＤをコードする配列番号８と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｅ）ロドコッカス（Ｒ
ｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）、好ましくはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（Ｒ
ＨＡ１株）、分離株ｒｏ０３０４１、より好ましくは配列番号１１によって定義されるＨ
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ＰＰＤをコードする配列番号１０と同一のＤＮＡ配列またはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃ
ｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０２０４０、より好ましくは配列番号１３
によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１２と同一のＤＮＡ配列を含むもの、
（ｆ）ピクロフィルス科（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌａｃｅａｅ）、好ましくはピクロフィルス
・トリズス（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｔｏｒｒｉｄｕｓ）、より好ましくは配列番号１
５によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１４と同一のＤＮＡ配列を含むもの
、（ｇ）コルディア（Ｋｏｒｄｉａ）、好ましくはコルディア・アルギシダ（Ｋｏｒｄｉ
ａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）、より好ましくは配列番号１７によって定義されるＨＰＰＤをコ
ードする配列番号１６と同一のＤＮＡ配列を含むものからなる生物の群の１構成員由来の
ヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ（ＨＰＰＤ）をコードするＤＮＡ配列を
含み、または（ＩＩ）前記で定義の生物のＨＰＰＤをコードする遺伝子の１以上の突然変
異ＤＮＡ配列、好ましくはＷＯ２０１０／０８５７０５、ＵＳ６，２４５，９６８、ＷＯ
２００９／１４４０７９、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６１、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０
／０７０５６７、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７８、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０
５７０、またはＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７５に記載の突然変異体を含む１以上の
キメラ遺伝子を含む植物、植物細胞もしくは種子に関して、トリケトン類、例えば、テン
ボトリオン、スルコトリオンおよびメソトリオン、またはピラゾリネート類、例えば、ピ
ラスルホトールおよびトプラメゾン、特には、テンボトリオン、スルコトリオン、トプラ
メゾン、ビシクロピロン、テフリルトリオンおよびメソトリオンから選択される、詳細に
はテンボトリオンに属する１以上の別のＨＰＰＤ阻害薬型除草剤と組み合わせた１以上の
上記で定義のＮ－（テトラゾール－４－イル）－もしくはＮ－（トリアゾール－３－イル
）アリールカルボキサミド類もしくはそれらの塩を、例えば、２，４－Ｄもしくはジカン
バなどの成長調節剤に対して、または必須の植物酵素、例えばアセト乳酸シンターゼ（Ａ
ＬＳ）、ＥＰＳＰシンターゼ、グルタミンシンターゼ（ＧＳ）、アセチル－コエンザイム
Ａカルボキシラーゼ（ＡＣＣａｓｅ）を阻害する除草剤に対して、またはスルホニル尿素
類、イミダゾリノン類、グリホセートも、グルホシネート、ＡＣＣａｓｅ阻害薬および類
似の活性物質の群からの除草剤に対しても耐性であるトランスジェニック作物において用
いることが好ましい。
【０１１３】
　従って本発明は、１以上の上記で定義のＮ－（テトラゾール－４－イル）－もしくはＮ
－（トリアゾール－３－イル）アリールカルボキサミド類もしくはそれらの塩に対する抵
抗性以外に、第２以上の除草剤抵抗性を含むトランスジェニック作物にも拡大される、有
害植物（すなわち雑草）防除のための、（Ｉ）（ａ）カラスムギ属、好ましくはカラスム
ギ（Ａｖｅｎａｓａｔｉｖａ）、より好ましくは配列番号２によって定義されるＨＰＰＤ
をコードする配列番号１と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｂ）シュードモナス（Ｐｓｅ
ｕｄｏｍｏｎａｓ）、好ましくは蛍光菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅ
ｎｓ）、より好ましくは配列番号４によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号３
と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｃ）シネココッコイデアエ（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃ
ｏｉｄｅａｅ）、好ましくはシネココッカス（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｕｓ）属種、より
好ましくは配列番号７によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号６と同一のＤＮ
Ａ配列を含むもの、（ｄ）アミカ（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍｉｄａｅ）、好ましくはブレフ
ァリスマ・ジャポニクム（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）、より好まし
くは配列番号９によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号８と同一のＤＮＡ配列
を含むもの、（ｅ）ロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）、好ましくはロドコッカス
（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０３０４１、より好ましく
は配列番号１１によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１０と同一のＤＮＡ配
列またはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０２
０４０、より好ましくは配列番号１３によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号
１２と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｆ）ピクロフィルス科（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌａｃ
ｅａｅ）、好ましくはピクロフィルス・トリズス（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｔｏｒｒｉ
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ｄｕｓ）、より好ましくは配列番号１５によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番
号１４と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｇ）コルディア（Ｋｏｒｄｉａ）、好ましくは
コルディア・アルギシダ（Ｋｏｒｄｉａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）、より好ましくは配列番号
１７によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１６と同一のＤＮＡ配列を含むも
のからなる生物の群の１構成員由来のヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ（
ＨＰＰＤ）をコードするＤＮＡ配列を含み、または（ＩＩ）前記で定義の生物のＨＰＰＤ
をコードする遺伝子の１以上の突然変異ＤＮＡ配列、好ましくはＷＯ２０１０／０８５７
０５、ＵＳ６，２４５，９６８、ＷＯ２００９／１４４０７９、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／
０７０５６１、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６７、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５
７８、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７０、またはＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７
５に記載の突然変異体を含む１以上のキメラ遺伝子を含むＨＰＰＤ耐性植物に施用される
除草剤の使用に関するものでもある。
【０１１４】
　上記で定義のＮ－（テトラゾール－４－イル）－もしくはＮ－（トリアゾール－３－イ
ル）アリールカルボキサミド類もしくはそれらの塩は、必要とされる一般的な生理的およ
び／または物理化学的パラメータに応じて、各種形態で製剤することができる。可能な製
剤の例としては、水和剤（ＷＰ）、水溶剤（ＳＰ）、水溶性濃縮物、乳剤（ＥＣ）、乳濁
液（ＥＷ）、例えば水中油および油中水型乳濁液、噴霧液、懸濁液の濃縮物（ＳＣ）、油
もしくは水に基づく分散液、油剤、カプセル懸濁液（ＣＳ）、粉剤（ＤＰ）、種子粉衣製
品、散布によるおよび土壌への施用用の粒剤、微粒剤の形態の粒剤（ＧＲ）、噴霧粒剤、
被覆粒剤および吸着粒剤、水分散性粒剤（ＷＧ）、水溶性粒剤（ＳＧ）、ＵＬＶ製剤、マ
イクロカプセルならびにロウなどがある。
【０１１５】
　これらの個々の製剤タイプは基本的に公知であり、例えば、Ｗｉｎｎａｃｋｅｒ－Ｋｕ
ｅｃｈｌｅｒ，　″Ｃｈｅｍｉｓｃｈｅ　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅ″［Ｃｈｅｍｉｃａｌ
　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ］，　第７巻，　Ｃ．　Ｈａｎｓｅｒ　Ｖｅｒｌａｇ　Ｍｕｎｉ
ｃｈ，　第４版　１９８６，　Ｗａｄｅ　ｖａｎ　Ｖａｌｋｅｎｂｕｒｇ，　″Ｐｅｓｔ
ｉｃｉｄｅ　Ｆｏｒｍｕｌａｔｉｏｎｓ″，　Ｍａｒｃｅｌ　Ｄｅｋｋｅｒ，　Ｎ．Ｙ．
，　１９７３；　Ｋ．　Ｍａｒｔｅｎｓ，　″Ｓｐｒａｙ　Ｄｒｙｉｎｇ″　Ｈａｎｄｂ
ｏｏｋ，　第３版　１９７９，　Ｇ．　Ｇｏｏｄｗｉｎ　Ｌｔｄ．　Ｌｏｎｄｏｎに記載
されている。
【０１１６】
　また、不活性材料、界面活性剤、溶媒およびさらなる添加剤のような必要な製剤補助剤
も知られており、例えばＷａｔｋｉｎｓ，　″Ｈａｎｄｂｏｏｋ　ｏｆ　Ｉｎｓｅｃｔｉ
ｃｉｄｅ　Ｄｕｓｔ　Ｄｉｌｕｅｎｔｓ　ａｎｄ　Ｃａｒｒｉｅｒｓ″，　第２版，　Ｄ
ａｒｌａｎｄ　Ｂｏｏｋｓ，　Ｃａｌｄｗｅｌｌ　Ｎ．　Ｊ．；Ｈ．ｖ．Ｏｌｐｈｅｎ，
　″Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ　ｔｏ　Ｃｌａｙ　Ｃｏｌｌｏｉｄ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ
″；　第２版，　Ｊ．　Ｗｉｌｅｙ　＆　Ｓｏｎｓ，　Ｎ．Ｙ．；　Ｃ．　Ｍａｒｓｄｅ
ｎ，　″Ｓｏｌｖｅｎｔｓ　Ｇｕｉｄｅ″；　第２版，　Ｉｎｔｅｒｓｃｉｅｎｃｅ，　
Ｎ．Ｙ．　１９６３；　ＭｃＣｕｔｃｈｅｏｎ′ｓ　″Ｄｅｔｅｒｇｅｎｔｓ　ａｎｄ　
Ｅｍｕｌｓｉｆｉｅｒｓ　Ａｎｎｕａｌ″，　ＭＣ　Ｐｕｂｌ．Ｃｏｒｐ．，　Ｒｉｄｇ
ｅｗｏｏｄ　Ｎ．Ｊ．；　Ｓｉｓｌｅｙ　ａｎｄ　Ｗｏｏｄ，　″Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄ
ｉａ　ｏｆ　Ｓｕｒｆａｃｅ　Ａｃｔｉｖｅ　Ａｇｅｎｔｓ″，　Ｃｈｅｍ．　Ｐｕｂｌ
．　Ｃｏ．　Ｉｎｃ．，　Ｎ．Ｙ．　１９６４；　Ｓｃｈｏｅｎｆｅｌｄｔ，　″Ｇｒｅ
ｎｚｆｌａｅｃｈｅｎａｋｔｉｖｅ　Ａｅｔｈｙｌｅｎｏｘｉｄａｄｄｕｋｔｅ″　［Ｉ
ｎｔｅｒｆａｃｅ－ａｃｔｉｖｅ　ｅｔｈｙｌｅｎｅ　ｏｘｉｄｅ　ａｄｄｕｃｔｓ］，
　Ｗｉｓｓ．　Ｖｅｒｌａｇｓｇｅｓｅｌｌ．，　Ｓｔｕｔｔｇａｒｔ　１９７６；　Ｗ
ｉｎｎａｃｋｅｒ－Ｋｕｅｃｈｌｅｒ，　″Ｃｈｅｍｉｓｃｈｅ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉ
ｅ″［Ｃｈｅｍｉｃａｌ　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ］，　第７巻，　Ｃ．Ｈａｎｓｅｒ　Ｖ
ｅｒｌａｇ　Ｍｕｎｉｃｈ，　第４版　１９８６．に記載されている。
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【０１１７】
　これらの製剤に基づいて、例えば調合済み剤またはタンクミックスの形態で、例えば殺
虫剤、殺ダニ剤、除草剤、殺菌剤などの他の農薬活性物質との、そして薬害軽減剤、肥料
および／または成長調節剤との組み合わせ剤を製造することも可能である。
【０１１８】
　水和剤は、水中に均一に分散可能であり、そして活性物質に加えて、希釈剤または不活
性物質は別として、イオン系および／またはノニオン系界面活性剤（湿潤剤、分散剤）、
例えばポリオキシエチル化アルキルフェノール、ポリオキシエチル化脂肪族アルコール、
ポリオキシエチル化脂肪族アミン、脂肪族アルコールポリグリコールエーテルサルフェー
ト、アルカンスルホン酸エステル、アルキルベンゼンスルホン酸エステル、リグノスルホ
ン酸ナトリウム、２，２′－ジナフチルメタン－６，６′－ジスルホン酸ナトリウム、ジ
ブチルナフタレンスルホン酸ナトリウムまたは他にオレオイルメチルタウリン酸ナトリウ
ムを含む製剤である。水和剤を調製するには、除草活性物質を、例えばハンマーミル、ブ
ロワミルおよびエアジェットミルのような慣用の装置中で微粉砕し、そして同時にまたは
その後で製剤補助剤と混合する。
【０１１９】
　乳剤は、活性物質を有機溶媒、例えばブタノール、シクロヘキサノン、ジメチルホルム
アミド、キシレンまたは他に相対的に高沸点の芳香族もしくは炭化水素または有機溶媒の
混合物中に溶解し、１以上のイオン系および／またはノニオン系界面活性剤（乳化剤）を
添加することによって製造される。使用可能な乳化剤の例は、アルキルアリールスルホン
酸カルシウム塩、例えばドデシルベンゼンスルホン酸カルシウム、またはノニオン系乳化
剤、例えば脂肪酸ポリグリコールエステル、アルキルアリールポリグリコールエーテル、
脂肪族アルコールポリグリコールエーテル、プロピレンオキサイド－エチレンオキシド縮
合物、アルキルポリエーテル、ソルビタンエステル、例えばソルビタン脂肪酸エステルま
たはポリオキシエチレンソルビタンエステル、例えばポリオキシエチレンソルビタン脂肪
酸エステルである。
【０１２０】
　粉剤は、微粉砕された固体材料、例えばタルク、自然粘土、例えばカオリン、ベントナ
イトおよびピロフィライトまたは珪藻土と共に有効成分を粉砕することによって得られる
。
【０１２１】
　懸濁濃縮物は、水または油に基づくものであることができる。それは、例えば、市販の
ビーズミルによる湿式粉砕によって、適切な場合は、例えば他の製剤タイプの場合にすで
に上記で挙げた界面活性剤を添加して製造することができる。
【０１２２】
　乳濁液、例えば水中油型乳濁液（ＥＷ）は、例えば水系有機溶媒および適切であれば、
例えば他の製剤タイプについて前記ですでに挙げた界面活性剤を用いて撹拌機、コロイド
ミルおよび／またはスタティックミキサーによって製造することができる。
【０１２３】
　粒剤は、吸着性の顆粒状不活性材料上に活性物質を噴霧することによって、または粘着
剤、例えばポリビニルアルコール、ポリアクリル酸ナトリウムもしくは他に鉱油を用いて
、担体物質、例えば砂土、カオリナイトもしくは顆粒状不活性材料の表面に活性物質濃縮
液を塗布することによって製造することができる。また、好適な活性物質を、所望の場合
に肥料との混合物として、肥料顆粒の製造に慣用のやり方で造粒することもできる。
【０１２４】
　顆粒水和剤は、一般に噴霧乾燥、流動床造粒、ディスク造粒、高速撹拌機による混合、
および固形不活性材料なしの押出といったような慣用の方法によって製造される。
【０１２５】
　ディスク粒剤、流動床粒剤、押出粒剤および噴霧粒剤を製造するためには、例えば″Ｓ
ｐｒａｙ－Ｄｒｙｉｎｇ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ″　第３版　１９７９，　Ｇ．Ｇｏｏｄｗｉ
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ｎ　Ｌｔｄ．，　Ｌｏｎｄｏｎ；　Ｊ．Ｅ．　Ｂｒｏｗｎｉｎｇ，　″Ａｇｇｌｏｍｅｒ
ａｔｉｏｎ″，　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　ａｎｄ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ　１９６７，　第
１４７頁以下；　″Ｐｅｒｒｙ′ｓ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒ′ｓ　Ｈａｎ
ｄｂｏｏｋ″，　第５版，　ＭｃＧｒａｗ－Ｈｉｌｌ，　Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ　１９７３，
　第８－５７頁における方法を参照する。
【０１２６】
　作物保護製品の製剤のさらなる詳細については、例えば、Ｇ．Ｃ．Ｋｌｉｎｇｍａｎ，
　″Ｗｅｅｄ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ａｓ　ａ　Ｓｃｉｅｎｃｅ″，　Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ
　ａｎｄ　Ｓｏｎｓ，　Ｉｎｃ．，　Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ，　１９６１，　第８１－９６頁
およびＪ．Ｄ．Ｆｒｅｙｅｒ，　Ｓ．Ａ．Ｅｖａｎｓ，　″Ｗｅｅｄ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　
Ｈａｎｄｂｏｏｋ″，　第５版，　Ｂｌａｃｋｗｅｌｌ　Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ　Ｐｕｂ
ｌｉｃａｔｉｏｎｓ，　Ｏｘｆｏｒｄ，　１９６８，　第１０１－１０３頁を参照する。
【０１２７】
　基本的に、農薬製剤は、０．１から９９重量％、特には０．１から９５重量％の本発明
による化合物を含む。水和剤では、活性物質の濃度は、例えば約１０から９０重量％であ
り；１００重量％までの残りは、慣用の製剤成分からなる。乳剤の場合、活性物質の濃度
は、約１から９０重量％、好ましくは５から８０重量％であることができる。粉剤タイプ
の製剤は、１から３０重量％の活性物質、好ましくはほとんどの場合で５から２０重量％
の活性物質の量を含むことができ；噴霧液は、約０．０５から８０重量％、好ましくは２
から５０重量％の活性物質を含む。顆粒水和剤の場合、活性物質含量は、活性化合物が固
体であるか液体であるか、そして造粒助剤、充填剤などが使用されるかによって部分的に
決まる。水中に分散可能な顆粒剤の場合、例えば、活性物質の含量は、１から９５重量％
、好ましくは１０から８０重量％である。
【０１２８】
　さらに、記載された活性物質製剤は、粘着付与剤、湿展剤、分散剤、乳化剤、浸透剤、
保存剤、不凍剤および溶媒、充填剤、担体、着色剤、消泡剤、蒸発抑制剤ならびにｐＨお
よび粘度調節剤などの各場合で従来からの補助剤を含んでいる。
【０１２９】
　これらの製剤に基づいて、例えば、本発明によるＨＰＰＤ耐性植物に施用される成分調
合済み剤のまたはタンクミックスの形態で、例えば殺虫剤、殺ダニ剤、除草剤、殺菌剤な
どの他の農薬活性物質と、そして薬害軽減剤、肥料および／または成長調節剤と、トリケ
トン類、例えば、テンボトリオン、スルコトリオンおよびメソトリオン、またはピラゾリ
ネート類、例えば、ピラスルホトールおよびトプラメゾン、特には、テンボトリオン、ス
ルコトリオン、トプラメゾン、ビシクロピロン、テフリルトリオンおよびメソトリオンか
ら選択される、より詳細にはテンボトリオンであるＨＰＰＤ阻害薬型除草剤との組み合わ
せ剤を製造することも可能である。
【０１３０】
　製剤例
　ａ）粉剤は式（Ｉ）の化合物および／またはそれの塩１０重量部と不活性物質としての
タルク９０重量部を混合し、その混合物をハンマーミルで粉砕することにより得られる。
【０１３１】
　ｂ）容易に水に分散しうる水和剤は式（Ｉ）の化合物および／またはそれの塩２５重量
部、不活性物質としてのカオリン含有石英６４重量部、リグノスルホン酸カリウム１０重
量部ならびに湿展剤および分散剤としてのオレオイルメチルタウリン酸ナトリウム１重量
部のを混合し、その混合物をピン付きディスクミルで粉砕することにより得られる。
【０１３２】
　ｃ）容易に水に分散しうる分散液濃縮物は式（Ｉ）の化合物および／またはそれの塩２
０重量部をアルキルフェノールポリグリコールエーテル（Ｔｒｉｔｏｎ（登録商標）Ｘ２
０７）６重量部、イソトリデカノールポリグリコールエーテル（８ＥＯ）３重量部および
パラフィン系鉱油（沸点範囲：例えば約２５５から２７７℃）７１重量部と混合し、その
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混合物をボールミルで５ミクロン以下の粉末度まで粉砕することにより得られる。
【０１３３】
　ｄ）乳剤は式（Ｉ）の化合物および／またはそれの塩１５重量部、溶媒としてのシクロ
ヘキサノン７５重量部および乳化剤としてのオキシエチル化ノニルフェノール１０重量部
から得られる。
【０１３４】
　ｅ）顆粒水和剤は、
　式（Ｉ）の化合物および／またはそれの塩７５重量部、
　リグノスルホン酸カルシウム１０重量部、
　ラウリル硫酸ナトリウム５重量部、
　ポリビニルアルコール３重量部および
　カオリン７重量部
を混合し、その混合物をピン付きディスクミルで粉砕し、その粉末を造粒液としての水に
噴霧して流動床で造粒することにより得られる。
【０１３５】
　ｆ）顆粒水和剤はまた、
　式（Ｉ）の化合物および／またはそれの塩２５重量部、
　ナトリウム２，２′－ジナフチルメタン－６，６′－ジスルホン酸ナトリウム５重量部
、
　オレオイルメチルタウリン酸ナトリウム２重量部、
　ポリビニルアルコール１重量部、
　炭酸カルシウム１７重量部および
　水５０重量部
をコロイドミルで均質化および予備粉砕し、次にその混合物をビーズミルで粉砕し、得ら
れた懸濁液を噴霧塔で単一物質ノズルにより噴霧および乾燥することにより得られる。
【０１３６】
　本発明のさらに別の態様は、混合製剤またはタンクミックスの形態でトリケトン類、例
えば、テンボトリオン、スルコトリオンおよびメソトリオンに属する、またはピラゾリネ
ート類、例えば、ピラスルホトールおよびトプラメゾンに属する、特にはテンボトリオン
、スルコトリオン、トプラメゾン、ビシクロピロン、テフリルトリオンおよびメソトリオ
ンから選択される、より具体的には、テンボトリオンである別のＨＰＰＤ阻害型除草剤と
組み合わせての、および／または例えばＷｅｅｄ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　２６　（１９８６
）　４４１－４４５または″Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ″，　１４ｔｈ
　ｅｄｉｔｉｏｎ，　Ｔｈｅ　Ｂｒｉｔｉｓｈ　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｃｏ
ｕｎｃｉｌ　ａｎｄ　ｔｈｅ　Ｒｏｙａｌ　Ｓｏｃ.　ｏｆ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ，　２
００３およびそこで引用されている文献に記載の、例えばアセト乳酸シンターゼ、アセチ
ル－ＣｏＡカルボキシラーゼ、セルロースシンターゼ、エノールピルビルシキミ酸－３－
リン酸シンターゼ、グルタミンシンテターゼ、ｐ－ヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキ
シゲナーゼ、フィトエンデサチュラーゼ、光化学系Ｉ、光化学系ＩＩ、プロトポルフィリ
ノーゲンオキシダーゼの阻害に基づく別の公知の活性物質と組み合わせての、（Ｉ）（ａ
）カラスムギ属、好ましくはカラスムギ（Ａｖｅｎａｓａｔｉｖａ）、より好ましくは配
列番号２によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１と同一のＤＮＡ配列を含む
もの、（ｂ）シュードモナス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ）、好ましくは蛍光菌（Ｐｓｅｕ
ｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ）、より好ましくは配列番号４によって定義さ
れるＨＰＰＤをコードする配列番号３と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｃ）シネココッ
コイデアエ（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｏｉｄｅａｅ）、好ましくはシネココッカス（Ｓｙ
ｎｅｃｈｏｃｏｃｃｕｓ）属種、より好ましくは配列番号７によって定義されるＨＰＰＤ
をコードする配列番号６と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｄ）アミカ（Ｂｌｅｐｈａｒ
ｉｓｍｉｄａｅ）、好ましくはブレファリスマ・ジャポニクム（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍａ
　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）、より好ましくは配列番号９によって定義されるＨＰＰＤをコー
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ドする配列番号８と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｅ）ロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏ
ｃｃｕｓ）、好ましくはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、
分離株ｒｏ０３０４１、より好ましくは配列番号１１によって定義されるＨＰＰＤをコー
ドする配列番号１０と同一のＤＮＡ配列またはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）
属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０２０４０、より好ましくは配列番号１３によって定義
されるＨＰＰＤをコードする配列番号１２と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｆ）ピクロ
フィルス科（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌａｃｅａｅ）、好ましくはピクロフィルス・トリズス（
Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｔｏｒｒｉｄｕｓ）、より好ましくは配列番号１５によって定
義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１４と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｇ）コル
ディア（Ｋｏｒｄｉａ）、好ましくはコルディア・アルギシダ（Ｋｏｒｄｉａ　ａｌｇｉ
ｃｉｄａ）、より好ましくは配列番号１７によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列
番号１６と同一のＤＮＡ配列を含むものからなる生物の群の１構成員由来のヒドロキシフ
ェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ（ＨＰＰＤ）をコードするＤＮＡ配列を含み、または
（ＩＩ）前記で定義の生物のＨＰＰＤをコードする遺伝子の１以上の突然変異ＤＮＡ配列
、好ましくはＷＯ２０１０／０８５７０５、ＵＳ６，２４５，９６８、ＷＯ２００９／１
４４０７９、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６１、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６
７、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７８、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７０、また
はＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７５に記載の突然変異体を含む１以上のキメラ遺伝子
を含むＨＰＰＤ耐性植物に対する１以上の上記で定義のＮ－（テトラゾール－４－イル）
－もしくはＮ－（トリアゾール－３－イル）アリールカルボキサミド類もしくはそれらの
塩の使用である。本発明による化合物と組み合わせることができる公知の除草剤または植
物成長調節剤は、例えば、下記活性物質（その化合物は、国際標準化機構（ＩＳＯ）に従
って一般名称または化学名で、適切な場合にはそのコード番号と共に標記される）であり
、常に、酸、塩、エステルおよび異性体、例えば立体異性体および光学異性体などの全て
の使用形態を含む。この文脈において、一つおよび場合により、いくつかの使用形態を例
を挙げて記載する。
【０１３７】
　アセトクロル、アシベンゾラル、アシベンゾラル－Ｓ－メチル、アシフルオルフェン、
アシフルオルフェン－ナトリウム、アクロニフェン、アラクロール、アリドクロール、ア
ロキシジム、アロキシジム－ナトリウム、アメトリン、アミカルバゾン、アミドクロル、
アミドスルフロン、アミノシクロピラクロル、アミノピラリド、アミトロール、スルファ
ミン酸アンモニウム、アンシミドール、アニロホス、アスラム、アトラジン、アザフェニ
ジン、アジムスルフロン、アジプロトリン、ＢＡＨ－０４３、ＢＡＳ－１４０Ｈ、ＢＡＳ
－６９３Ｈ、ＢＡＳ－７１４Ｈ、ＢＡＳ－７６２Ｈ、ＢＡＳ－７７６Ｈ、ＢＡＳ－８００
Ｈ、ベフルブタミド、ベナゾリン、ベナゾリン－エチル、ベンカルバゾン、ベンフルラリ
ン、ベンフレセート、ベンスリド、ベンスルフロン－メチル、ベンタゾン、ベンズフェン
ジゾン、ベンゾビシクロン、ベンゾフェナップ、ベンゾフルオル、ベンゾイルプロップ、
ビフェノックス、ビラナホス、ビラナホス－ナトリウム、ビスピリバック、ビスピリバッ
ク－ナトリウム、ブロマシル、ブロモブチド、ブロモフェノキシム、ブロモキシニル、ブ
ロムロン、ブミナホス、ブソキシノン（ｂｕｓｏｘｉｎｏｎｅ）、ブタクロール、ブタフ
ェナシル、ブタミホス、ブテナクロール、ブトラリン、ブトロキシジム、ブチレート、カ
フェンストロール、カルベタミド、カルフェントラゾン、カルフェントラゾン－エチル、
クロメトキシフェン、クロランベン、クロラジホップ、クロラジホップ－ブチル、クロル
ブロムロン、クロルブファム、クロルフェナク、クロルフェナク－ナトリウム、クロルフ
ェンプロップ、クロルフルレノール、クロルフルレノール－メチル、クロリダゾン、クロ
リムロン、クロリムロン－エチル、クロルメコート－クロリド、クロルニトルフェン、ク
ロロフタリム（ｃｈｌｏｒｏｐｈｔｈａｌｉｍ）、クロルタール－ジメチル、クロロトル
ロン、クロルスルフロン、シニドン、シニドン－エチル、シンメチリン、シノスルフロン
、クレトジム、クロジナホップ、クロジナホップ－プロパルギル、クロフェンセット、ク
ロマゾン、クロメプロップ、クロプロップ、クロピラリド、クロランスラム、クロランス
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ラム－メチル、クミルロン、シアナミド、シアナジン、シクラニリド、シクロエート、シ
クロスルファムロン、シクロキシジム、シクルロン、シハロホップ、シハロホップ－ブチ
ル、シペルコート、シプラジン、シプラゾール、２，４－Ｄ、２，４－ＤＢ、ダイムロン
（ｄａｉｍｕｒｏｎ）／ダイムロン（ｄｙｍｒｏｎ）、ダラポン、ダミノジド、ダゾメッ
ト、ｎ－デカノール、デスメジファム、デスメトリン、デトシル－ピラゾレート（ＤＴＰ
）、ダイアレート（ｄｉａｌｌａｔｅ）、ジカンバ、ジクロベニル、ジクロルプロップ、
ジクロルプロップ－Ｐ、ジクロホップ、ジクロホップ－メチル、ジクロホップ－Ｐ－メチ
ル、ジクロスラム、ジエタチル、ジエタチル－エチル、ジフェノクスロン、ジフェンゾコ
ート、ジフルフェニカン、ジフルフェンゾピル、ジフルフェンゾピル－ナトリウム、ジメ
フロン、ジケグラック－ナトリウム、ジメフロン、ジメピペレート、ジメタクロール、ジ
メタメトリン、ジメテナミド、ジメテナミド－Ｐ、ジメチピン、ジメトラスルフロン、ジ
ニトラミン、ジノセブ、ジノテルブ、ジフェナミド、ジプロペトリン、ジクワット、ジク
ワット－ジブロミド、ジチオピル、ジウロン、ＤＮＯＣ、エグリナジン－エチル、エンド
タール、ＥＰＴＣ、エスプロカルブ、エタルフルラリン、エタメツルフロン－メチル、エ
テホン、エチジムロン、エチオジン、エトフメセート、エトキシフェン、エトキシフェン
－エチル、エトキシスルフロン、エトベンザニド、Ｆ－５３３１、すなわちＮ－［２－ク
ロロ－４－フルオロ－５－［４－（３－フルオロプロピル）－４，５－ジヒドロ－５－オ
キソ－１Ｈ－テトラゾール－１－イル］フェニル］エタンスルホンアミド、フェノプロッ
プ、フェノキサプロップ、フェノキサプロップ－Ｐ、フェノキサプロップ－エチル、フェ
ノキサプロップ－Ｐ－エチル、フェントラザミド、フェヌロン、フラムプロップ、フラム
プロップ－Ｍ－イソプロピル、フラムプロップ－Ｍ－メチル、フラザスルフロン、フロラ
スラム、フルアジホップ、フルアジホップ－Ｐ、フルアジホップ－ブチル、フルアジホッ
プ－Ｐ－ブチル、フルアゾレート（ｆｌｕａｚｏｌａｔｅ）、フルカルバゾン、フルカル
バゾン－ナトリウム、フルセトスルフロン、フルクロラリン、フルフェナセット（チフル
アミド（ｔｈｉａｆｌｕａｍｉｄｅ））、フルフェンピル、フルフェンピル－エチル、フ
ルメトラリン、フルメツラム、フルミクロラック、フルミクロラック－ペンチル、フルミ
オキサジン、フルミプロピン、フルオメツロン、フルオロジフェン、フルオログリコフェ
ン、フルオログリコフェン－エチル、フルポキサム、フルプロパシル、フルプロパネート
、フルピルスルフロン、フルピルスルフロン－メチル－ナトリウム、フルレノール、フル
レノール－ブチル、フルリドン、フルロクロリドン、フルロキシピル、フルロキシピル－
メプチル、フルルプリミドール、フルルタモン（ｆｌｕｒｔａｍｏｎｅ）、フルチアセッ
ト、フルチアセット－メチル、フルチアミド（ｆｌｕｔｈｉａｍｉｄｅ）、ホメサフェン
、ホラムスルフロン、ホルクロルフェニュロン、ホサミン、フリルオキシフェン（ｆｕｒ
ｙｌｏｘｙｆｅｎ）、ジベレリン酸、グルホシネート、Ｌ－グルホシネート、Ｌ－グルホ
シネート－アンモニウム、グルホシネート－アンモニウム、グリホセート、グリホセート
－イソプロピルアンモニウム、Ｈ－９２０１、ハロサフェン（ｈａｌｏｓａｆｅｎ）、ハ
ロスルフロン、ハロスルフロン－メチル、ハロキシホップ、ハロキシホップ－Ｐ、ハロキ
シホップ－エトキシエチル、ハロキシホップ－Ｐ－エトキシエチル、ハロキシホップ－メ
チル、ハロキシホップ－Ｐ－メチル、ヘキサジノン、ＨＮＰＣ－９９０８、ＨＯＫ－２０
１、ＨＷ－０２、イマザメタベンズ、イマザメタベンズ－メチル、イマザモックス、イマ
ザピック、イマザピル、イマザキン、イマゼタピル、イマゾスルフロン、イナベンフィド
、インダノファン、インドール酢酸（ＩＡＡ）、４－インドール－３－イル酪酸（ＩＢＡ
）、ヨードスルフロン、ヨードスルフロン－メチル－ナトリウム、イオキシニル、イソカ
ルバミド、イソプロパリン、イソプロツロン、イソウロン、イソキサベン、イソキサクロ
トール、イソキサフルトール、イソキサピリホップ、ＫＵＨ－０４３、ＫＵＨ－０７１、
カルブチレート、ケトスピラドックス（ｋｅｔｏｓｐｉｒａｄｏｘ）、ラクトフェン、レ
ナシル、リニュロン、マレイン酸ヒドラジド、ＭＣＰＡ、ＭＣＰＢ、ＭＣＰＢ－メチル、
－エチルおよび－ナトリウム、メコプロップ、メコプロップ－ナトリウム、メコプロップ
－ブトチル、メコプロップ－Ｐ－ブトチル、メコプロップ－Ｐ－ジメチルアンモニウム、
メコプロップ－Ｐ－２－エチルヘキシル、メコプロップ－Ｐ－カリウム、メフェナセット
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、メフルイジド、メピコート－クロリド、メソスルフロン、メソスルフロン－メチル、メ
タベンズチアズロン、メタム、メタミホップ（ｍｅｔａｍｉｆｏｐ）、メタミトロン、メ
タザクロール、メタゾール、メトキシフェノン、メチルダイムロン、１－メチルシクロプ
ロペン、イソチオシアン酸メチル、メトベンズロン、メトブロムロン、メトラクロール、
Ｓ－メトラクロール、メトスラム、メトクスロン、メトリブジン、メツルフロン、メツル
フロン－メチル、モリネート、モナリド、モノカルバミド、モノカルバミド二水素硫酸塩
、モノリニュロン、モノスルフロン、モニュロン、ＭＴ　１２８、ＭＴ－５９５０、すな
わちＮ－［３－クロロ－４－（１－メチルエチル）－フェニル］－２－メチルペンタンア
ミド、ＮＧＧＣ－０１１、ナプロアニリド、ナプロパミド、ナプタラム、ＮＣ－３１０、
すなわち４－（２，４－ジクロロベンゾイル）－１－メチル－５－ベンジルオキシピラゾ
ール、ネブロン、ニコスルフロン、ニピラクロフェン、ニトラリン、ニトロフェン、ニト
ロフェノラト－ナトリウム（ｎｉｔｒｏｐｈｅｎｏｌａｔ　ｓｏｄｉｕｍ）（異性体混合
物）、ニトロフルオルフェン、ノナン酸、ノルフルラゾン、オルベンカルブ、オルソスル
ファムロン、オリザリン、オキサジアルギル、オキサジアゾン、オキサスルフロン、オキ
サジクロメフォン、オキシフルオルフェン、パクロブトラゾール、パラコート、パラコー
トジクロリド、ペラルゴン酸（ノナン酸）、ペンジメタリン、ペンドラリン（ｐｅｎｄｒ
ａｌｉｎ）、ペノキススラム、ペンタノクロル、ペントキサゾン、ペルフルイドン、ペト
キサミド、フェニソファム、フェンメジファム、フェンメジファム－エチル、ピクロラム
、ピコリナフェン、ピノキサデン、ピペロホス、ピリフェノップ、ピリフェノップ－ブチ
ル、プレチラクロール、プリミスルフロン、プリミスルフロン－メチル、プロベナゾール
、プロフルアゾール（ｐｒｏｆｌｕａｚｏｌ）、プロシアジン、プロジアミン、プリフル
ラリン（ｐｒｉｆｌｕｒａｌｉｎｅ）、プロホキシジム（ｐｒｏｆｏｘｙｄｉｍ）、プロ
ヘキサジオン、プロヘキサジオン－カルシウム、プロヒドロジャスモン（ｐｒｏｈｙｄｒ
ｏｊａｓｍｏｎｅ）、プロメトン、プロメトリン、プロパクロル、プロパニル、プロパキ
ザホップ、プロパジン、プロファム、プロピソクロール、プロポキシカルバゾン、プロポ
キシカルバゾン－ナトリウム、プロピザミド、プロスルファリン、プロスルホカルブ、プ
ロスルフロン、プリナクロール、ピラクロニル、ピラフルフェン、ピラフルフェン－エチ
ル、ピラゾリネート（ピラゾレート）、ピラゾスルフロン－エチル、ピラゾキシフェン、
ピリバムベンズ（ｐｙｒｉｂａｍｂｅｎｚ）、ピリバムベンズ－イソプロピル、ピリベン
ゾキシム、ピリブチカルブ、ピリダフォル（ｐｙｒｉｄａｆｏｌ）、ピリデート、ピリフ
タリド、ピリミノバック（ｐｙｒｉｍｉｎｏｂａｃ）、ピリミノバック－メチル、ピリミ
スルファン、ピリチオバック、ピリチオバック－ナトリウム、ピロキサスルホン（ｐｙｒ
ｏｘａｓｕｌｆｏｎｅ）、ピロキシスラム（ｐｙｒｏｘｓｕｌａｍ）、キンクロラック、
キンメラック、キノクラミン、キザロホップ、キザロホップ－エチル、キザロホップ－Ｐ
、キザロホップ－Ｐ－エチル、キザロホップ－Ｐ－テフリル、リムスルフロン、サフルフ
ェナシル、セクブメトン、セトキシジム、シデュロン、シマジン、シメトリン、ＳＮ－１
０６２７９、スルファレート（ＣＤＥＣ）、スルフェントラゾン、スルホメツロン、スル
ホメツロン－メチル、スルホセート（グリホセート－トリメシウム）、スルホスルフロン
、ＳＹＮ－５２３、ＳＹＰ－２４９、ＳＹＰ－２９８、ＳＹＰ－３００、テブタム、テブ
チウロン、テクナゼン、テプラロキシジム、テルバシル、テルブカルブ、テルブクロル、
テルブメトン、テルブチラジン、テルブトリン（ｔｅｒｂｕｔｒｙｎｅ）、ＴＨ－５４７
、テニルクロール、チアフルアミド（ｔｈｉａｆｌｕａｍｉｄｅ）、チアザフルロン、チ
アゾピル、チジアジミン、チジアズロン（ｔｈｉｄｉａｚｕｒｏｎ）、チエンカルバゾン
、チエンカルバゾン－メチル、チフェンスルフロン、チフェンスルフロン－メチル、チオ
ベンカルブ、チオカルバジル、トラルコキシジム、トリアラート、トリアスルフロン、ト
リアジフラム（ｔｒｉａｚｉｆｌａｍ）、トリアゾフェナミド、トリベヌロン、トリベヌ
ロン－メチル、トリクロロ酢酸（ＴＣＡ）、トリクロピル、トリジファン、トリエタジン
、トリフロキシスルフロン、トリフロキシスルフロン－ナトリウム、トリフルラリン、ト
リフルスルフロン、トリフルスルフロン－メチル、トリメツロン、トリネキサパック、ト
リネキサパック－エチル、トリトスルフロン（ｔｒｉｔｏｓｕｌｆｕｒｏｎ）、チトデフ
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、ユニコナゾール、ユニコナゾール－Ｐ、ベルノレート、ＺＪ－０１６６、ＺＪ－０２７
０、ＺＪ－０５４３、ＺＪ－０８６２および以下の化合物。
【０１３８】
【化１０】

　（Ｉ）（ａ）カラスムギ属、好ましくはカラスムギ（Ａｖｅｎａｓａｔｉｖａ）、より
好ましくは配列番号２によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１と同一のＤＮ
Ａ配列を含むもの、（ｂ）シュードモナス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ）、好ましくは蛍光
菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ）、より好ましくは配列番号４に
よって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号３と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｃ
）シネココッコイデアエ（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｏｉｄｅａｅ）、好ましくはシネココ
ッカス（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｕｓ）属種、より好ましくは配列番号７によって定義さ
れるＨＰＰＤをコードする配列番号６と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｄ）アミカ（Ｂ
ｌｅｐｈａｒｉｓｍｉｄａｅ）、好ましくはブレファリスマ・ジャポニクム（Ｂｌｅｐｈ
ａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）、より好ましくは配列番号９によって定義されるＨ
ＰＰＤをコードする配列番号８と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｅ）ロドコッカス（Ｒ
ｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）、好ましくはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（Ｒ
ＨＡ１株）、分離株ｒｏ０３０４１、より好ましくは配列番号１１によって定義されるＨ
ＰＰＤをコードする配列番号１０と同一のＤＮＡ配列またはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃ
ｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０２０４０、より好ましくは配列番号１３
によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１２と同一のＤＮＡ配列を含むもの、
（ｆ）ピクロフィルス科（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌａｃｅａｅ）、好ましくはピクロフィルス
・トリズス（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｔｏｒｒｉｄｕｓ）、より好ましくは配列番号１
５によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１４と同一のＤＮＡ配列を含むもの
、（ｇ）コルディア（Ｋｏｒｄｉａ）、好ましくはコルディア・アルギシダ（Ｋｏｒｄｉ
ａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）、より好ましくは配列番号１７によって定義されるＨＰＰＤをコ
ードする配列番号１６と同一のＤＮＡ配列を含むものからなる生物の群の１構成員由来の
ヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ（ＨＰＰＤ）をコードするＤＮＡ配列を
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含み、または（ＩＩ）前記で定義の生物のＨＰＰＤをコードする遺伝子の１以上の突然変
異ＤＮＡ配列、好ましくはＷＯ２０１０／０８５７０５、ＵＳ６，２４５，９６８、ＷＯ
２００９／１４４０７９、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６１、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０
／０７０５６７、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７８、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０
５７０、またはＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７５に記載の突然変異体を含む１以上の
キメラ遺伝子を含むＨＰＰＤ耐性植物が成長している区域に施用される上記で定義のＮ－
（テトラゾール－４－イル）－もしくはＮ－（トリアゾール－３－イル）アリールカルボ
キサミド類もしくはそれらの塩の必要な施用量は、温度、湿度、使用される除草剤の性質
などの外部条件に応じて変動する。それは広い範囲内で変動し得るものであり、例えば０
．００１から１．０ｋｇ／ｈａ以上の活性物質であるが、好ましくはそれは０．００５か
ら７５０ｇ／ｈａである。
【０１３９】
　（Ｉ）（ａ）カラスムギ属、好ましくはカラスムギ（Ａｖｅｎａｓａｔｉｖａ）、より
好ましくは配列番号２によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１と同一のＤＮ
Ａ配列を含むもの、（ｂ）シュードモナス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ）、好ましくは蛍光
菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ）、より好ましくは配列番号４に
よって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号３と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｃ
）シネココッコイデアエ（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｏｉｄｅａｅ）、好ましくはシネココ
ッカス（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｕｓ）属種、より好ましくは配列番号７によって定義さ
れるＨＰＰＤをコードする配列番号６と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｄ）アミカ（Ｂ
ｌｅｐｈａｒｉｓｍｉｄａｅ）、好ましくはブレファリスマ・ジャポニクム（Ｂｌｅｐｈ
ａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）、より好ましくは配列番号９によって定義されるＨ
ＰＰＤをコードする配列番号８と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｅ）ロドコッカス（Ｒ
ｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）、好ましくはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（Ｒ
ＨＡ１株）、分離株ｒｏ０３０４１、より好ましくは配列番号１１によって定義されるＨ
ＰＰＤをコードする配列番号１０と同一のＤＮＡ配列またはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃ
ｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０２０４０、より好ましくは配列番号１３
によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１２と同一のＤＮＡ配列を含むもの、
（ｆ）ピクロフィルス科（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌａｃｅａｅ）、好ましくはピクロフィルス
・トリズス（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｔｏｒｒｉｄｕｓ）、より好ましくは配列番号１
５によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１４と同一のＤＮＡ配列を含むもの
、（ｇ）コルディア（Ｋｏｒｄｉａ）、好ましくはコルディア・アルギシダ（Ｋｏｒｄｉ
ａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）、より好ましくは配列番号１７によって定義されるＨＰＰＤをコ
ードする配列番号１６と同一のＤＮＡ配列を含むものからなる生物の群の１構成員由来の
ヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ（ＨＰＰＤ）をコードするＤＮＡ配列を
含み、または（ＩＩ）前記で定義の生物のＨＰＰＤをコードする遺伝子の１以上の突然変
異ＤＮＡ配列、好ましくはＷＯ２０１０／０８５７０５、ＵＳ６，２４５，９６８、ＷＯ
２００９／１４４０７９、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６１、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０
／０７０５６７、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７８、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０
５７０、またはＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７５に記載の突然変異体を含む１以上の
キメラ遺伝子を含むＨＰＰＤ耐性植物に対して、上記で定義のＮ－（テトラゾール－４－
イル）－もしくはＮ－（トリアゾール－３－イル）アリールカルボキサミド類もしくはそ
れらの塩とは異なる上記で定義のＮ－（テトラゾール－４－イル）－もしくはＮ－（トリ
アゾール－３－イル）アリールカルボキサミド類もしくはそれらの塩除草剤の組み合わせ
施用を行う場合、これらの混合物は、上記で定義のＮ－（テトラゾール－４－イル）－も
しくはＮ－（トリアゾール－３－イル）アリールカルボキサミド類もしくはそれらの塩と
は異なる除草剤の存在によって作物に被害をもたらす可能性がある。そのような作物被害
を低減／排除するために、適切な薬害軽減剤を加えてもよい。これらの薬害軽減剤は解毒
的に活性な量で用いられ、例えば穀類（コムギ、オオムギ、ライムギ、トウモロコシ、イ
ネ、キビ）、アルファルファ、サトウダイコン、サトウキビ、アブラナ、ワタおよびダイ
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ズ類、好ましくは、トウモロコシ、ワタ、サトウダイコンまたはダイズ類などの経済的に
重要な作物において、使用される除草剤／農薬の植物毒性副作用を低減する。
【０１４０】
　薬害軽減剤は好ましくは、下記のものからなる群から選択される。
【０１４１】
　Ａ）式（Ｓ－１）の化合物：
【０１４２】
【化１１】

［記号および指数は下記の意味を有し、
　ｎＡは０から５、好ましくは０から３の自然数であり；
　ＲＡ

１は、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ、ニト
ロまたは（Ｃ１－Ｃ４）－ハロアルキルであり；
　ＷＡは、ＮおよびＯ型の１から３個のヘテロ環原子を有する部分不飽和もしくは芳香族
の５員複素環からなる群からの置換されていないか置換されている２価複素環基であり、
その環には少なくとも１個の窒素原子および最大で１個の酸素原子が存在し、好ましくは
下記の（ＷＡ

１）から（ＷＡ
４）：

【０１４３】

【化１２】

からなる群からの基であり；
　ｍＡは０または１であり；
　ＲＡ

２は、ＯＲＡ
３、ＳＲＡ

３もしくはＮＲＡ
３ＲＡ

４または少なくとも１個の窒素原
子および３個以下のヘテロ原子（好ましくはＯおよびＳからなる群からの）を有する飽和
もしくは不飽和の３から７員複素環（それは窒素原子を介して（Ｓ－１）におけるカルボ
ニル基に結合しており、置換されていないか（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）
－アルコキシおよび置換されていても良いフェニルからなる群からの基によって置換され
ている。）、好ましくは式ＯＲＡ

３、ＮＨＲＡ
４またはＮ（ＣＨ３）２の基、特には式Ｏ

ＲＡ
３の基であり；

　ＲＡ
３は、水素または好ましくは合計で１から１８個の炭素原子を有する置換されてい

ないか置換されている脂肪族炭化水素基であり；
　ＲＡ

４は、水素、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシまたは置換
されているまたは置換されていないフェニルであり；
　ＲＡ

５は、Ｈ、（Ｃ１－Ｃ８）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ８）－ハロアルキル、（Ｃ１－
Ｃ４）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ８）－アルキル、シアノまたはＣＯＯＲＡ

９であり、Ｒ

Ａ
９は水素、（Ｃ１－Ｃ８）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ８）－ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４

）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ヒドロキシアルキル、（
Ｃ３－Ｃ１２）－シクロアルキルまたはトリ－（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルシリルであり；
　ＲＡ

６、ＲＡ
７、ＲＡ

８は同一であるか異なっており、水素、（Ｃ１－Ｃ８）－アルキ
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ル、（Ｃ１－Ｃ８）－ハロアルキル、（Ｃ３－Ｃ１２）－シクロアルキルまたは置換され
ているか置換されていないフェニルである。］；
　好ましくは：
　ａ）ジクロロフェニルピラゾリン－３－カルボン酸型の化合物、好ましくは１－（２，
４－ジクロロフェニル）－５－（エトキシカルボニル）－５－メチル－２－ピラゾリン－
３－カルボン酸エチル（Ｓ１－１）（「メフェンピル－ジエチル」、Ｐｅｓｔｉｃ．　Ｍ
ａｎ．参照）などの化合物、およびＷＯ９１／０７８７４に記載の関連化合物；
　ｂ）ジクロロフェニルピラゾールカルボン酸の誘導体、好ましくは１－（２，４－ジク
ロロフェニル）－５－メチルピラゾール－３－カルボン酸エチル（Ｓ１－２）、１－（２
，４－ジクロロフェニル）－５－イソプロピルピラゾール－３－カルボン酸エチル（Ｓ１
－３）、１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－（１，１－ジメチルエチル）ピラゾー
ル－３－カルボン酸エチル（Ｓ１－４）、１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－フェ
ニルピラゾール－３－カルボン酸エチル（Ｓ１－５）などの化合物およびＥＰ－Ａ－３３
３１３１およびＥＰ－Ａ－２６９８０６に記載の関連化合物；
　ｃ）トリアゾールカルボン酸型の化合物、好ましくはフェンクロラゾール（エチルエス
テル）、すなわち１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－トリクロロメチル－（１Ｈ）
－１，２，４－トリアゾール－３－カルボン酸エチル（Ｓ１－６）などの化合物、および
ＥＰ－Ａ－１７４５６２およびＥＰ－Ａ－３４６６２０に記載の関連化合物；
　ｄ）５－ベンジル－もしくは５－フェニル－２－イソオキサゾリン－３－カルボン酸型
または５，５－ジフェニル－２－イソオキサゾリン－３－カルボン酸型の化合物、好まし
くは５－（２，４－ジクロロベンジル）－２－イソオキサゾリン－３－カルボン酸エチル
（Ｓ１－７）または５－フェニル－２－イソオキサゾリン－３－カルボン酸エチル（Ｓ１
－８）などの化合物およびＷＯ９１／０８２０２に記載の関連化合物、または特許出願Ｗ
Ｏ９５／０７８９７に記載の５，５－ジフェニル－２－イソオキサゾリンカルボン酸エチ
ル（Ｓ１－９）（「イソキサジフェン－エチル」）もしくは５，５－ジフェニル－２－イ
ソオキサゾリンカルボン酸ｎ－プロピル（Ｓ１－１０）もしくは５－（４－フルオロフェ
ニル）－５－フェニル－２－イソオキサゾリン－３－カルボン酸エチル（Ｓ１－１１）。
【０１４４】
　Ｂ）下記式（Ｓ－ＩＩ）のキノリン誘導体：
【０１４５】
【化１３】

　［式中、記号および指数は下記の意味を有し、
　ＲＢ

１は、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ、ニト
ロまたは（Ｃ１－Ｃ４）－ハロアルキルであり；
　ｎＢは、０から５、好ましくは０から３の自然数であり；
　ＲＢ

２は、ＯＲＢ
３、ＳＲＢ

３もしくはＮＲＢ
３ＲＢ

４または好ましくはＯおよびＳか
らなる群からの少なくとも１個の窒素原子および３個以下のヘテロ原子を有する飽和もし
くは不飽和の３から７員複素環（それは窒素原子を介して（Ｓ－ＩＩ）におけるカルボニ
ル基に結合しており、置換されていないか（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アル
コキシもしくは置換されていても良いフェニルからなる群からの基によって置換されてい
る。）、好ましくは式ＯＲＢ

３、ＮＨＲＢ
４またはＮ（ＣＨ３）２の基、特には式ＯＲＢ

３の基であり；
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　ＲＢ
３は、水素または好ましくは合計で１から１８個の炭素原子を有する置換されてい

ないか置換されている脂肪族炭化水素基であり；
　ＲＢ

４は、水素、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシまたは置換
されているまたは置換されていないフェニルであり；
　ＴＢは、置換されていないか１個もしくは２個の（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル基または［
（Ｃ１－Ｃ３）－アルコキシ］カルボニルによって置換されている（Ｃ１またはＣ２）－
アルカンジイル鎖である。］；
　好ましくは、
　ａ）８－キノリンオキシ酢酸型の化合物（Ｓ２）、好ましくは（５－クロロ－８－キノ
リンオキシ）酢酸１－メチルヘキシル（一般名「クロキントセット－メキシル」、Ｓ２－
１）（Ｐｅｓｔｉｃ．　Ｍａｎ．参照）、
　（５－クロロ－８－キノリンオキシ）酢酸１，３－ジメチルブト－１－イル（Ｓ２－２
）、
　（５－クロロ－８－キノリンオキシ）酢酸４－アリルオキシブチル（Ｓ２－３）、
　（５－クロロ－８－キノリンオキシ）酢酸１－アリルオキシプロプ－２－イル（Ｓ２－
４）、
　（５－クロロ－８－キノリンオキシ）酢酸エチル（Ｓ２－５）、
　（５－クロロ－８－キノリンオキシ）酢酸メチル（Ｓ２－６）、
　（５－クロロ－８－キノリンオキシ）酢酸アリル（Ｓ２－７）、
　（５－クロロ－８－キノリンオキシ）酢酸２－（２－プロピリデンイミノキシ）－１－
エチル（Ｓ２－８）、（５－クロロ－８－キノリンオキシ）酢酸２－オキソプロプ－１－
イル（Ｓ２－９）およびＥＰ－Ａ－８６７５０、ＥＰ－Ａ－９４３４９およびＥＰ－Ａ－
１９１７３６またはＥＰ－Ａ－０４９２３６６に記載の関連化合物、さらにはＷＯ－Ａ－
２００２／０３４０４８に記載のそれらの水和物および塩；
　ｂ）（５－クロロ－８－キノリンオキシ）マロン酸型の化合物、好ましくは（５－クロ
ロ－８－キノリンオキシ）マロン酸ジエチル、（５－クロロ－８－キノリンオキシ）マロ
ン酸ジアリル、（５－クロロ－８－キノリンオキシ）マロン酸メチルエチルなどの化合物
およびＥＰ－Ａ－０５８２１９８に記載の関連化合物。
【０１４６】
　Ｃ）下記式（Ｓ－ＩＩＩ）の化合物：
【０１４７】
【化１４】

　［式中、記号および指数は下記の意味を有し、
　ＲＣ

１は、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－ハロアルキル、（Ｃ２－Ｃ４

）－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）－ハロアルケニル、（Ｃ３－Ｃ７）－シクロアルキル、
好ましくはジクロロメチルであり；
　ＲＣ２、ＲＣ

３は同一であるか異なっており、水素、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ

２－Ｃ４）－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）－アルキニル、（Ｃ１－Ｃ４）－ハロアルキル
、（Ｃ２－Ｃ４）－ハロアルケニル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルカルバモイル－（Ｃ１－
Ｃ４）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ４）－アルケニルカルバモイル－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル
、（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、ジオキソラニル－（Ｃ１－
Ｃ４）－アルキル、チアゾリル、フリル、フリルアルキル、チエニル、ピペリジル、置換
されているまたは置換されていないフェニルであり、またはＲＣ２およびＲＣ

３が一体と
なって、置換されているまたは置換されていない複素環、好ましくはオキサゾリジン、チ
アゾリジン、ピペリジン、モルホリン、ヘキサヒドロピリミジンまたはベンゾオキサジン
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環を形成している。］、
　好ましくは：
　発芽前薬害軽減剤（土壌作用性薬害軽減剤）として使用されるジクロロアセトアミド型
の活性化合物、例えば、
　「ジクロルミド」（Ｐｅｓｔｉｃ．　Ｍａｎ．参照）（＝Ｎ，Ｎ－ジアリル－２，２－
ジクロロアセトアミド）、
　Ｓｔａｕｆｆｅｒからの「Ｒ－２９１４８」（＝３－ジクロロアセチル－２，２，５－
トリメチル－１，３－オキサゾリジン）、
　Ｓｔａｕｆｆｅｒからの「Ｒ－２８７２５」（＝３－ジクロロアセチル－２，２－ジメ
チル－１，３－オキサゾリジン）、
　「ベノキサコール」（Ｐｅｓｔｉｃ．　Ｍａｎ．参照）（＝４－ジクロロアセチル－３
，４－ジヒドロ－３－メチル－２Ｈ－１，４－ベンゾオキサジン）、
　ＰＰＧ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓからの「ＰＰＧ－１２９２」（＝Ｎ－アリル－Ｎ－［（
１，３－ジオキソラン－２－イル）メチル］ジクロロアセトアミド）、
　Ｓａｇｒｏ－Ｃｈｅｍからの「ＤＫＡ－２４」（＝Ｎ－アリル－Ｎ－［（アリルアミノ
カルボニル）メチル］ジクロロアセトアミド）、
　ＮｉｔｒｏｋｅｍｉａまたはＭｏｎｓａｎｔｏからの「ＡＤ－６７」または「ＭＯＮ４
６６０」（＝３－ジクロロアセチル－１－オキサ－３－アザスピロ［４．５］デカン）、
　ＴＲＩ－Ｃｈｅｍｉｃａｌ　ＲＴからの「ＴＩ－３５」（＝１－ジクロロアセチルアゼ
パン）、
　「ジクロノン（ｄｉｃｌｏｎｏｎ）」（ジシクロノン（ｄｉｃｙｃｌｏｎｏｎｅ））ま
たはＢＡＳＦからの「ＢＡＳ１４５１３８」または「ＬＡＢ１４５１３８」（＝３－ジク
ロロアセチル－２，２，５－トリメチル－１，３－ジアザビシクロ［４．３．０］ノナン
）、
　「フリラゾール（ｆｕｒｉｌａｚｏｌｅ）」または「ＭＯＮ１３９００」（Ｐｅｓｔｉ
ｃ．　Ｍａｎ．参照）（＝（ＲＳ）－３－ジクロロアセチル－５－（２－フリル）－２，
２－ジメチルオキサゾリジン）。
【０１４８】
　Ｄ）下記式（Ｓ－ＩＶ）のＮ－アシルスルホンアミド類およびそれの塩。
【０１４９】
【化１５】

　［式中、
　ＸＤはＣＨまたはＮであり；
　ＲＤ

１はＣＯ－ＮＲＤ
５ＲＤ

６またはＮＨＣＯ－ＲＤ
７であり；

　ＲＤ
２は、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ４）－ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－ハロアルコキ

シ、ニトロ、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）
－アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシカルボニルまたは（Ｃ１－Ｃ４）－
アルキルカルボニルであり；
　ＲＤ

３は、水素、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ４）－アルケニルまたは（Ｃ

２－Ｃ４）－アルキニルであり；
　ＲＤ

４は、ハロゲン、ニトロ、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－ハロアル
キル、（Ｃ１－Ｃ４）－ハロアルコキシ、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、フェニル、
（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ、シアノ、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）
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－アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）－アル
コキシカルボニルまたは（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルカルボニルであり；
　ＲＤ

５は、水素、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ

２－Ｃ６）－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニル、（Ｃ５－Ｃ６）－シクロアルケ
ニル、フェニルまたは窒素、酸素および硫黄からなる群からのｖＤ個のヘテロ原子を含む
３から６員複素環であり、最後に挙げた７種類の基は、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ６）－アル
コキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ２）－アルキルスルフィニル、（
Ｃ１－Ｃ２）－アルキルスルホニル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）
－アルコキシカルボニル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルカルボニルおよびフェニル、そして
環状基の場合にはさらに（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルおよび（Ｃ１－Ｃ４）－ハロアルキル
からなる群からのｖＤ個の置換基によって置換されており；
　ＲＤ

６は、水素、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニルまたは（Ｃ

２－Ｃ６）－アルキニルであり、最後に挙げた３種類の基はハロゲン、ヒドロキシル、（
Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシおよび（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル
チオからなる群からのｖＤ個の基によって置換されており、または
　ＲＤ

５およびＲＤ
６がそれらが有する窒素原子とともに、ピロリジニルまたはピペリジ

ニル基を形成しており；
　ＲＤ

７は、水素、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルアミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルア
ミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキルであり、最後に挙げ
た２種類の基はハロゲン、（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ、ハロゲン－（Ｃ１－Ｃ６）－ア
ルコキシおよび（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルチオ、そしてさらに環状基の場合には（Ｃ１－
Ｃ４）－アルキルおよび（Ｃ１－Ｃ４）－ハロアルキルからなる群からのｖＤ個の置換基
によって置換されており；
　ｎＤは０、１または２であり；
　ｍＤは１または２であり；
　ｖＤは０、１、２または３である。］。
【０１５０】
　これらのうち、好ましいものは、Ｎ－アシルスルホンアミド型の化合物、例えばＷＯ９
７／４５０１６から公知である下記の式（Ｓ－Ｖ）の化合物：
【０１５１】
【化１６】

　［式中、
　ＲＤ

７は、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキルであり、最後
に挙げた２種類の基は、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ、ハロゲン－（Ｃ１－Ｃ

６）－アルコキシおよび（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルチオ、そして環状基の場合はさらに（
Ｃ１－Ｃ４）－アルキルおよび（Ｃ１－Ｃ４）－ハロアルキルからなる群からのｖＤ個の
置換基によって置換されており；
　ＲＤ

４は、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ、ＣＦ

３であり；
　ｍＤは１または２であり；
　ｖＤは０、１、２または３である。］
　および
　例えばＷＯ９９／１６７４４から公知である下記式（Ｓ－ＶＩ）のアシルスルファモイ
ルベンズアミド類：
【０１５２】
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【化１７】

　例えば、
　ＲＤ

５＝シクロプロピルおよび（ＲＤ
４）＝２－ＯＭｅ（「シプロスルファミド」、Ｓ

３－１）、
　ＲＤ

５＝シクロプロピルおよび（ＲＤ
４）＝５－Ｃｌ－２－ＯＭｅ（Ｓ３－２）、

　ＲＤ
５＝エチルおよび（ＲＤ

４）＝２－ＯＭｅ（Ｓ３－３）、
　ＲＤ

５＝イソプロピルおよび（ＲＤ
４）＝５－Ｃｌ－２－ＯＭｅ（Ｓ３－４）および

　ＲＤ
５＝イソプロピルおよび（ＲＤ

４）＝２－ＯＭｅ（Ｓ３－５）
であるもの、
　および
　例えばＥＰ－Ａ－３６５４８４から公知である式（Ｓ－ＶＩＩ）のＮ－アシルスルファ
モイルフェニル尿素型の化合物：
【０１５３】
【化１８】

　［式中、
　ＲＤ

８およびＲＤ
９は互いに独立に、水素、（Ｃ１－Ｃ８）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ８

）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－アルケニル、（Ｃ３－Ｃ６）－アルキニルであり
、
　ＲＤ

４は、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ、ＣＦ

３であり、
　ｍＤは１または２である。］；
　これらの中では特に、
　１－［４－（Ｎ－２－メトキシベンゾイルスルファモイル）フェニル］－３－メチル尿
素、
　１－［４－（Ｎ－２－メトキシベンゾイルスルファモイル）フェニル］－３，３－ジメ
チル尿素、
　１－［４－（Ｎ－４，５－ジメチルベンゾイルスルファモイル）フェニル］－３－メチ
ル尿素。
【０１５４】
　１－［４－（Ｎ－ナフトイルスルファモイル）フェニル］－３，３－ジメチル尿素。
【０１５５】
　Ｇ）ヒドロキシ芳香族および芳香族－脂肪族カルボン酸誘導体の種類からの活性化合物
、例えばＷＯ２００４０８４６３１、ＷＯ２００５０１５９９４、ＷＯ２００６００７９
８１、ＷＯ２００５０１６００１に記載の３，４，５－トリアセトキシ安息香酸エチル、
３，５－ジメトキシ－４－ヒドロキシ安息香酸、３，５－ジヒドロキシ安息香酸、４－ヒ
ドロキシサリチル酸、４－フルオロサリチル酸、１，２－ジヒドロ－２－オキソ－６－ト
リフルオロメチルピリジン－３－カルボキサミド、２－ヒドロキシ桂皮酸、２，４－ジク
ロロ桂皮酸。
【０１５６】
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　Ｈ）１，２－ジヒドロキノキザリン－２－オンの種類からの活性化合物、例えばＷＯ２
００５１１２６３０に記載の
　１－メチル－３－（２－チエニル）－１，２－ジヒドロキノキザリン－２－オン、
　１－メチル－３－（２－チエニル）－１，２－ジヒドロキノキザリン－２－チオン、
　１－（２－アミノエチル）－３－（２－チエニル）－１，２－ジヒドロキノキザリン－
２－オン塩酸塩、
　１－（２－メチルスルホニルアミノエチル）－３－（２－チエニル）－１，２－ジヒド
ロキノキザリン－２－オン。
【０１５７】
　Ｉ）有害植物に対する除草作用の他に、イネなどの作物において薬害軽減剤作用も有す
る活性化合物、例えば、
　「ジメピペレート」または「ＭＹ－９３」（Ｐｅｓｔｉｃ.　Ｍａｎ.参照）（＝ピペリ
ジン－１－チオカルボン酸Ｓ－１－メチル－１－フェニルエチル）（イネの除草剤モリネ
ートによる損傷に対する薬害軽減剤として知られている）、
　「ダイムロン」または「ＳＫ２３」（Ｐｅｓｔｉｃ.　Ｍａｎ.参照）（＝１－（１－メ
チル－１－フェニルエチル）－３－ｐ－トリル尿素）（イネの除草剤イマゾスルフロンに
よる損傷に対する薬害軽減剤として知られている）、
　「クミルロン」＝「ＪＣ－９４０」（＝３－（２－クロロフェニルメチル）－１－（１
－メチル－１－フェニル－エチル）尿素（ＪＰ－Ａ－６００８７２５４参照、イネの多く
の除草剤による損傷に対する薬害軽減剤として知られている）、
　「メトキシフェノン」または「ＮＫ０４９」（＝３，３′－ジメチル－４－メトキシベ
ンゾフェノン）（イネの多くの除草剤による損傷に対する薬害軽減剤として知られている
）、
　「ＣＳＢ」（＝１－ブロモ－４－（クロロメチルスルホニル）ベンゼン）（ＣＡＳ登録
番号５４０９１－０６－４、Ｋｕｍｉａｉ社）（イネの多くの除草剤による損傷に対する
薬害軽減剤として知られている）。
【０１５８】
　Ｋ）ＷＯ－Ａ－１９９８／３８８５６に記載の下記式（Ｓ－ＩＸ）の化合物：
【０１５９】
【化１９】

　［式中、記号および指数は下記の意味を有し、
　ＲＫ

１、ＲＫ
２は、互いに独立に、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ

４）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）－ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルアミノ、
ジ－（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルアミノ、ニトロであり；
　ＡＫは、ＣＯＯＲＫ

３またはＣＯＯＲＫ
４であり；

　ＲＫ
３、ＲＫ

４は、互いに独立に、水素、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）
－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）－アルキニル、シアノアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－ハロア
ルキル、フェニル、ニトロフェニル、ベンジル、ハロベンジル、ピリジニルアルキルまた
はアルキルアンモニウムであり；
　ｎＫ

１は、０または１であり；
　ｎＫ

２、ｎＫ
３は、互いに独立して、０、１または２である。］、

　好ましくは、（ジフェニルメトキシ）酢酸メチル（ＣＡＳ登録番号４１８５８－１９－
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９）。
【０１６０】
　Ｌ）ＷＯ　Ａ－９８／２７０４９に記載の下記式（Ｓ－Ｘ）の化合物：
【０１６１】
【化２０】

　［式中、記号および指数は下記の意味を有し、
　ＸＬは、ＣＨまたはＮであり；
　ｎＬは、
　　Ｘ＝Ｎである場合、０から４の整数であり、
　　Ｘ＝ＣＨである場合、０から５の整数であり；
　ＲＬ

１は、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－ハロアルキル、（
Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）－ハロアルコキシ、ニトロ、（Ｃ１－Ｃ４）
－アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシカ
ルボニル、置換されていても良いフェニル、置換されていても良いフェノキシであり；
　ＲＬ

２は、水素または（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルであり；
　ＲＬ

３は、水素、（Ｃ１－Ｃ８）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ４）－アルケニル、（Ｃ２－
Ｃ４）－アルキニルまたはアリールであり、ここで、上記の炭素含有基の各々は、置換さ
れていないか１個以上の、好ましくは３個以下のハロゲンおよびアルコキシからなる群か
らの同一もしくは異なる基により置換されている。］；またはその塩。
【０１６２】
　Ｍ）３－（５－テトラゾリルカルボニル）－２－キノロン類の活性化合物、例えば、
　１，２－ジヒドロ－４－ヒドロキシ－１－エチル－３－（５－テトラゾリルカルボニル
）－２－キノロン（ＣＡＳ登録番号２１９４７９－１８－２）、１，２－ジヒドロ－４－
ヒドロキシ－１－メチル－３－（５－テトラゾリルカルボニル）－２－キノロン（ＣＡＳ
登録番号９５８５５－００－８）（ＷＯ－Ａ－１９９９００００２０に記載）。
【０１６３】
　Ｎ）ＷＯ－Ａ－２００７０２３７１９およびＷＯ－Ａ－２００７０２３７６４に記載の
下記式（Ｓ－ＸＩ）または（Ｓ－ＸＩＩ）の化合物：
【０１６４】
【化２１】

　［式中、
　ＲＮ

１は、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、メトキシ、ニトロ、シアノ、ＣＦ３

、ＯＣＦ３であり；
　Ｙ、Ｚは、互いに独立に、ＯまたはＳであり；
　ｎＮは、０から４の整数であり；
　ＲＮ

２は、（Ｃ１－Ｃ１６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニル、（Ｃ３－Ｃ６
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）－シクロアルキル、アリール、ベンジル、ハロベンジルであり；
　ＲＮ

３は、水素、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルである。］。
【０１６５】
　Ｏ）
　１，８－ナフタル酸無水物、
　ジチオリン酸Ｏ，Ｏ－ジエチルＳ－２－エチルチオエチル（ジスルホトン）、
　メチル４－クロロフェニルカーバメート（メフェナート）、
　チオリン酸Ｏ，Ｏ－ジエチルＯ－フェニル（ジエトラート）、
　４－カルボキシ－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－１－ベンゾピラン－４－酢酸（ＣＬ－３０
４４１５、ＣＡＳ登録番号３１５４１－５７－８）、
　１－オキサ－４－アザスピロ［４．５］デカン－４－カルボジチオ酸２－プロペニル（
ＭＧ－８３８、ＣＡＳ登録番号１３３９９３－７４－５）、
　［（３－オキソ－１Ｈ－２－ベンゾチオピラン－４（３Ｈ）－イリデン）メトキシ］酢
酸メチル（ＷＯ－Ａ－９８／１３３６１より；ＣＡＳ登録番号２０５１２１－０４－６）
、
　シアノメトキシイミノ（フェニル）アセトニトリル（シオメトリニル）、
　１，３－ジオキソラン－２－イルメトキシイミノ（フェニル）アセトニトリル（オキサ
ベトリニル）、
　４′－クロロ－２，２，２－トリフルオロアセトフェノンＯ－１，３－ジオキソラン－
２－イルメチルオキシム（フルキソフェニム）、
　４，６－ジクロロ－２－フェニルピリミジン（フェンクロリム）、
　２－クロロ－４－トリフルオロメチル－１，３－チアゾール－５－カルボン酸ベンジル
（フルラゾール）、
　２－ジクロロメチル－２－メチル－１，３－ジオキソラン（ＭＧ－１９１）
からなる群からの１以上の化合物（立体異性体を含む）および農業で一般的な塩。
【０１６６】
　殺菌剤、殺虫剤、殺ダニ剤、殺線虫剤、鳥忌避剤、植物栄養剤および土壌改良剤などの
他の公知の活性化合物と組み合わせて、（Ｉ）（ａ）カラスムギ属、好ましくはカラスム
ギ（Ａｖｅｎａｓａｔｉｖａ）、より好ましくは配列番号２によって定義されるＨＰＰＤ
をコードする配列番号１と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｂ）シュードモナス（Ｐｓｅ
ｕｄｏｍｏｎａｓ）、好ましくは蛍光菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅ
ｎｓ）、より好ましくは配列番号４によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号３
と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｃ）シネココッコイデアエ（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃ
ｏｉｄｅａｅ）、好ましくはシネココッカス（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｕｓ）属種、より
好ましくは配列番号７によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号６と同一のＤＮ
Ａ配列を含むもの、（ｄ）アミカ（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍｉｄａｅ）、好ましくはブレフ
ァリスマ・ジャポニクム（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）、より好まし
くは配列番号９によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号８と同一のＤＮＡ配列
を含むもの、（ｅ）ロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）、好ましくはロドコッカス
（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０３０４１、より好ましく
は配列番号１１によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１０と同一のＤＮＡ配
列またはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０２
０４０、より好ましくは配列番号１３によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号
１２と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｆ）ピクロフィルス科（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌａｃ
ｅａｅ）、好ましくはピクロフィルス・トリズス（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｔｏｒｒｉ
ｄｕｓ）、より好ましくは配列番号１５によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番
号１４と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｇ）コルディア（Ｋｏｒｄｉａ）、好ましくは
コルディア・アルギシダ（Ｋｏｒｄｉａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）、より好ましくは配列番号
１７によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１６と同一のＤＮＡ配列を含むも
のからなる生物の群の１構成員由来のヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ（
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ＨＰＰＤ）をコードするＤＮＡ配列を含み、または（ＩＩ）前記で定義の生物のＨＰＰＤ
をコードする遺伝子の１以上の突然変異ＤＮＡ配列、好ましくはＷＯ２０１０／０８５７
０５、ＵＳ６，２４５，９６８、ＷＯ２００９／１４４０７９、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／
０７０５６１、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６７、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５
７８、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７０、またはＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７
５に記載の突然変異体を含む１以上のキメラ遺伝子を含むトランスジェニック植物に施用
される上記で定義のＮ－（テトラゾール－４－イル）－もしくはＮ－（トリアゾール－３
－イル）アリールカルボキサミド類もしくはそれらの塩の混合物の同様に可能である。
【０１６７】
　一部の薬害軽減剤がすでに除草剤として知られていることから、有害植物に対する除草
作用の他に、さらに作物に保護作用を示す。除草剤（混合物）の薬害軽減剤に対する重量
比は、一般的に、除草剤施用量および対象の薬害軽減剤の有効性によって決まるものであ
り、広い範囲で変動させることができ、例えば、２００：１から１：２００、好ましくは
１００：１から１：１００、特には２０：１から１：２０の範囲である。薬害軽減剤は、
式（Ｉ）の化合物またはそれの混合物と同様に、他の除草剤／農薬と共に製剤してもよく
、そして、最終製剤または除草剤とのタンクミックスとして提供および使用することがで
きる。
【０１６８】
　（Ｉ）（ａ）カラスムギ属、好ましくはカラスムギ（Ａｖｅｎａｓａｔｉｖａ）、より
好ましくは配列番号２によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１と同一のＤＮ
Ａ配列を含むもの、（ｂ）シュードモナス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ）、好ましくは蛍光
菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ）、より好ましくは配列番号４に
よって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号３と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｃ
）シネココッコイデアエ（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｏｉｄｅａｅ）、好ましくはシネココ
ッカス（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｕｓ）属種、より好ましくは配列番号７によって定義さ
れるＨＰＰＤをコードする配列番号６と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｄ）アミカ（Ｂ
ｌｅｐｈａｒｉｓｍｉｄａｅ）、好ましくはブレファリスマ・ジャポニクム（Ｂｌｅｐｈ
ａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）、より好ましくは配列番号９によって定義されるＨ
ＰＰＤをコードする配列番号８と同一のＤＮＡ配列を含むもの、（ｅ）ロドコッカス（Ｒ
ｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）、好ましくはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（Ｒ
ＨＡ１株）、分離株ｒｏ０３０４１、より好ましくは配列番号１１によって定義されるＨ
ＰＰＤをコードする配列番号１０と同一のＤＮＡ配列またはロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃ
ｏｃｃｕｓ）属種（ＲＨＡ１株）、分離株ｒｏ０２０４０、より好ましくは配列番号１３
によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１２と同一のＤＮＡ配列を含むもの、
（ｆ）ピクロフィルス科（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌａｃｅａｅ）、好ましくはピクロフィルス
・トリズス（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｔｏｒｒｉｄｕｓ）、より好ましくは配列番号１
５によって定義されるＨＰＰＤをコードする配列番号１４と同一のＤＮＡ配列を含むもの
、（ｇ）コルディア（Ｋｏｒｄｉａ）、好ましくはコルディア・アルギシダ（Ｋｏｒｄｉ
ａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）、より好ましくは配列番号１７によって定義されるＨＰＰＤをコ
ードする配列番号１６と同一のＤＮＡ配列を含むものからなる生物の群の１構成員由来の
ヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ（ＨＰＰＤ）をコードするＤＮＡ配列を
含み、または（ＩＩ）前記で定義の生物のＨＰＰＤをコードする遺伝子の１以上の突然変
異ＤＮＡ配列、好ましくはＷＯ２０１０／０８５７０５、ＵＳ６，２４５，９６８、ＷＯ
２００９／１４４０７９、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６１、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０
／０７０５６７、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７８、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０
５７０、またはＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７５に記載の突然変異体を含む１以上の
キメラ遺伝子を含むそのようなトランスジェニック植物の区域への上記で定義のＮ－（テ
トラゾール－４－イル）－もしくはＮ－（トリアゾール－３－イル）アリールカルボキサ
ミド類の必要な施用量は、特には外的条件、例えば温度、湿度および使用される除草剤の
種類に応じて変わるものである。それは、広い範囲内で変動し得るものであり、例えば０
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．００１から１００００ｇ／ｈａまたはそれ以上の活性物質が、好ましくは、０．５から
５０００ｇ／ｈａ、特に好ましくは０．５から１０００ｇ／ｈａ、非常に特に好ましくは
０．５から５００ｇ／ｈａである。
【０１６９】
　配列表
　配列番号１：大腸菌細胞における発現に至適化されたカラスムギ（Ａｖｅｎａ　ｓａｔ
ｉｖａ）ＨＰＰＤをコードする核酸配列
　配列番号２：配列番号１によってコードされたタンパク質
　配列番号３：位置３３６で突然変異した蛍光菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒ
ｅｓｃｅｎｓ）ＨＰＰＤをコードする核酸配列；突然変異Ｇｌｙ＝＞Ｔｒｐ
　配列番号４：配列番号３によってコードされたタンパク質
　配列番号５：位置３３６で突然変異した蛍光菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒ
ｅｓｃｅｎｓ）ＨＰＰＤをコードする核酸配列；突然変異Ｇｌｙ＝＞Ｔｒｐ；ダイズおよ
びワタでの発現に至適化されたもの
　配列番号６：シネココッカス（Ｓｙｎｅｃｈｏｃｏｃｃｕｓ）属種ＨＰＰＤをコードす
る核酸配列
　配列番号７：配列番号６によってコードされたタンパク質
　配列番号８：ブレファリスマ・ジャポニクム（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉ
ｃｕｍ）ＨＰＰＤをコードする核酸配列
　配列番号９：配列番号８によってコードされたタンパク質
　配列番号１０：ロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（株ＲＨＡ１）、分離株
ｒｏ０３０４１ＨＰＰＤをコードする核酸配列
　配列番号１１：配列番号１０によってコードされたタンパク質
　配列番号１２：ロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ）属種（株ＲＨＡ１）、分離株
ｒｏ０２０４０ＨＰＰＤをコードする核酸配列
　配列番号１３：配列番号１２によってコードされたタンパク質
　配列番号１４：ピクロフィルス・トリズス（Ｐｉｃｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｔｏｒｒｉｄｕ
ｓ）ＨＰＰＤをコードする核酸配列
　配列番号１５：配列番号１４によってコードされたタンパク質
配列番号１６：コルディア・アルギシダ（Ｋｏｒｄｉａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）ＨＰＰＤを
コードする核酸配列
　配列番号１７：配列番号１６によってコードされたタンパク質
　配列番号１８：ダイズおよびワタでの発現に至適化されたシネココッカス（Ｓｙｎｅｃ
ｈｏｃｏｃｃｕｓ）属種ＨＰＰＤをコードする核酸配列
　配列番号１９：ダイズおよびワタでの発現に至適化されたブレファリスマ・ジャポニク
ム（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）ＨＰＰＤをコードする核酸配列
　配列番号２０：ダイズおよびワタでの発現に至適化されたロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃ
ｏｃｃｕｓ）属種（株ＲＨＡ１）、分離株ｒｏ０３４１ＨＰＰＤをコードする核酸配列
　配列番号２１：ダイズおよびワタでの発現に至適化されたロドコッカス（Ｒｈｏｄｏｃ
ｏｃｃｕｓ）属種（株ＲＨＡ１）、分離株ｒｏ０２４０ＨＰＰＤをコードする核酸配列
　配列番号２２：ダイズおよびワタでの発現に至適化されたピクロフィルス・トリズス（
Ｐｉｃｒｏｐｐｈｉｌｕｓ　ｔｏｒｒｉｄｕｓ）ＨＰＰＤをコードする核酸配列
　配列番号２３：ダイズおよびワタでの発現に至適化されたコルディア・アルギシダ（Ｋ
ｏｒｄｉａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）ＨＰＰＤをコードする核酸配列。
【０１７０】
　Ｉ．各種生物からのＨＰＰＤをコードする特異的遺伝子のクローニング
　Ａ．カラスムギ属（Ａｖｅｎａ）ＨＰＰＤのクローニング（ＷＯ０２／４６３８７によ
る）
　Ａ１－大腸菌細胞での発現のためのクローニング
　カラスムギ（Ａｖｅｎａ　ｓａｔｉｖａ）ＨＰＰＤ（ＡｖＨＰＰＤ；配列番号１）をコ
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ードするｃＤＮＡを、大腸菌細胞での遺伝子発現に至適化されたコドン使用頻度を用いて
、ＧｅｎｅＡｒｔ（Ｒｅｇｅｎｓｂｕｒｇ、ドイツ）で発注した。開始コドンＡＴＧの上
流で、制限酵素ＢａｍＨＩの認識部位に相当する配列を付加し、停止コドンの下流で、酵
素ＨｉｎｄＩＩＩの認識部位に相当する配列ストレッチを付加した。予め開いておいたベ
クターｐＥＴ３２ａ（Ｎｏｖａｇｅｎ、Ｄａｒｍｓｔａｄｔ、Ｇｅｒｍａｎｙ）において
制限酵素ＢａｍＨＩおよびＨｉｎｄＩＩＩを用いて合成断片をクローニングすることで、
ＡｖＨＰＰＤタンパク質（配列番号２）からのＮ末端先端のベクターに存在するＨｉｓＴ
ａｇとの融合を得た。得られたベクターは、ｐＥＴ３２ａ－ＡｖＨＰＰＤｅと称した。
【０１７１】
　そのタンパク質を大腸菌で産生させ、標準的なプロトコール（例えばＷＯ２００９／１
４４０９７に記載のもの）に従って単離した。
【０１７２】
　Ａ２－タバコ植物での発現のためのｐＢｉｎ１９バイナリーベクターでのＡｖＨＰＰＤ
遺伝子のクローニング
　ＡｖＨＰＰＤタンパク質をコードする遺伝子に相当するｃＤＮＡを、制限酵素ＮｃｏＩ
およびＮｏｔＩを用いてプラスミドｐＥＴ３２ａ－ＡｖＨＰＰＤｅから切り取った。Ｎｏ
ｔＩ制限から得られたオーバーハング配列を埋め、次に、得られた断片を酵素ＮｃｏＩお
よびＳｍａＩで予め制限しておいたベクターｐＲＴ１００－ＯＴＰｃにクローニングした
（例えばＴｏｐｆｅｒ（１９８７），　Ｎｕｃｌｅｉｃ　Ａｃｉｄｓ　Ｒｅｓ．　１５：
５８９０およびＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６１参照）。このベクターにおいて、Ａ
ｖＨＰＰＤをコードする配列は、タンパク質の葉緑体への転座を行う至適化された輸送ペ
プチドに相当する配列に対して下流に位置しており、後者の配列自体がＣａＭＶ３５Ｓプ
ロモーターに相当する配列の下流である（例えばＷＯ２００９／１４４０９７参照）。発
現カセットＣａＭＶ３５Ｓ－ＯＴＰｃ－ＡｖＨＰＰＤｅ－３５Ｓに相当するヌクレオチド
配列を、酵素ＳｂｆＩを用いて制限し、同じ酵素で予め開いておいたベクターｐＢｉｎ１
９にさらにクローニングした。得られたプラスミドはｐＢｉｎ１９－ＣａＭＶ３５Ｓ－Ｏ
ＴＰｃ－ＡｖＨＰＰＤｅ－３５Ｓと称し、それを用いてアグロバクテリウム・ツメファシ
エンス（Ａｇｒｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｔｕｍｅｆａｃｉｅｎｓ）株ＡＴＨＶの形質転換
を行った（例えばＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６１参照）。
【０１７３】
　Ｂ．ＰｆＨＰＰＤ－Ｇ３３６Ｗのクローニング
　Ｂ１－大腸菌細胞での発現のためのＰｆＨＰＰＤ－Ｇ３３６Ｗのクローニング
　プラスミドｐＫＫ２３３－２（Ｃｌｏｎｔｅｃｈ）（ＵＳ６２４５９６８）における蛍
光菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ）からの突然変異体ＨＰＰＤＧ
３３６Ｗ（配列番号３）（ＵＳ６，２４５，９６８）をコードする遺伝子を、ＰＣＲがそ
れの５′先端でその配列に、酵素ＮｃｏＩの認識部位に相当する配列を、それの３′先端
で、酵素ＸｂａＩの認識部位に相当する配列を付加するための鋳型として用いた（ＷＯ２
００９／１４４０７９参照）。そのクローニングを行って、「ｐＳＥ４２０（ＲＩ）ＮＸ
－ＰｆＧ３３６Ｗ」という名称のシュードモナス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ）ＨＰＰＤ　
Ｇ３３６Ｗ（配列番号４）のＮ末端先端でＨｉｓ　ｔａｇ融合タンパク質を得た。
【０１７４】
　Ｂ２－タバコ植物ｐＦＣＯ１１７における発現のためのＰｆＨＰＰＤ－Ｇ３３６Ｗのク
ローニング
　タバコもしくはダイズ形質転換用のバイナリーベクターは、例えば双子葉植物での発現
に至適化されたコドン使用頻度を有する遺伝子ＰｆＨＰＰＤ－Ｇ３３６Ｗ（配列番号５）
の発現を駆動するＣａＭＶ３５プロモーターで構築され、それの５′先端で、ＯＴＰをコ
ードする配列を付加し、さらに上流で植物におけるｍＲＮＡの安定性を向上させるための
配列ＴＥＶ（タバコエッチウィルス）と次にＣａＭＶ３５Ｓターミネーターを付加した。
さらに、その形質転換ベクターはさらに、遺伝子がＣａＶＭ３５Ｓプロモーターによって
駆動されるＰＡＴ遺伝子カセットを含み、次に形質転換プロセス中のグルホシネートに基
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づく選択のためのＣａＭＶ３５Ｓターミネーターおよび遺伝子がアラビドプシス（Ａｒａ
ｂｉｄｏｐｓｉｓ）からのヒストンプロモーターによって駆動されて形質転換植物に除草
剤グリホセートに対する耐性を与える２ｍＥＰＳＰＳ遺伝子カセットを含む。そのバイナ
リーベクターは、ｐＦＣＯ１１７と称した。
【０１７５】
　Ｃ．大腸菌もしくはタバコ植物での発現のためのブレファリスマ（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓ
ｍａ）およびコルディア（Ｋｏｒｄｉａ）から得られるＨＰＰＤのクローニング
　これらのクローニングは、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６７（ブレファリスマ・ジ
ャポニクム（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）、ＦＭＰ３７、実施例１，
「ｐＳＥ４２０（ＲＩ）ＮＸ－ＦＭＰ３７」と称される）およびＰＣＴ／ＥＰ２０１０／
０７０５７５（コルディア・アルギシダ（Ｋｏｒｄｉａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）、ＦＭＰ２
７、実施例１、「ｐＳＥ４２０（ＲＩ）ＮＸ－ＦＭＰ２７」と称される）に記載の方法に
従って行った。
【０１７６】
　Ｄ－大腸菌でのＨＰＰＤタンパク質の産生、Ｈｉｓ－Ｔａｇを介した精製
　アラビドプシス・タリアナ（Ａｒａｂｉｄｏｐｓｉｓ　ｔｈａｌｉａｎａ）ＡｔＨＰＰ
Ｄコード配列（１３３５ｂｐ；ＧｅｎｅｂａｎｋＡＦ０４７８３４；ＷＯ９６／３８５６
７）を最初に、ＢａｍＨＩおよびＨｉｎｄＩＩＩの制限部位間で発現ベクターｐＱＥ－３
０（ＱＩＡＧＥＮ、Ｈｉｌｄｅｎ、Ｇｅｒｍａｎｙ）にクローニングした。得られたベク
ターは、「ｐＱＥ３０－ＡｔＨＰＰＤ」と称した（ＷＯ２００９／１４４０７９参照）。
【０１７７】
　そのプラスミドは、ｔｒｐ－ｌａｃ（ｔｒｃ）プロモーターおよびあらゆる大腸菌宿主
株でｌａｃリプレッサーを提供するｌａｃＩｑ遺伝子を有する。ｌａｃリプレッサーは、
ｌａｃオペレーター（ｌａｃＯ）に結合し、標的遺伝子の発現を制限する。この阻害は、
イソプロピルβ－Ｄ－１－チオガラクトピラノシド（ＩＰＴＧ）での誘発によって軽減す
ることができる。
【０１７８】
　上記で定義の全ての大腸菌発現ベクターを用いて、大腸菌ＢＬ２１細胞（Ｍｅｒｃｋ、
Ｄａｒｍｓｔａｄｔ、Ｇｅｒｍａｎｙ）の形質転換を行った。
【０１７９】
　基準として用いたＡｔＨＰＰＤ（アラビドプシス・タリアナ（Ａｒａｂｉｄｏｐｓｉｓ
　ｔｈａｌｉａｎａ）ＨＰＰＤ）については、ＷＯ２００９／１４４０７９を参照する。
【０１８０】
　ｐＱＥ３０－ＡｔＨＰＰＤ、ｐＥＴ３２ａ－ＡｖＨＰＰＤｅ、ｐＳＥ４２０（ＲＩ）Ｎ
Ｘ－ＰｆＧ３３６Ｗ、ｐＳＥ４２０（ＲＩ）ＮＸ－ＦＭＰ２７もしくはｐＳＥ４２０（Ｒ
Ｉ）ＮＸ－ＦＭＰ３７を含む大腸菌Ｋ－１２　ＢＬ２１で、ＨＰＰＤの発現を行った。Ｏ
Ｄが０．５に達するまで細胞を増殖させ、次にｌａｃリプレッサーに結合し、ｌａｃオペ
ロンからのそれの解離を生じさせる１ｍＭ　ＩＰＴＧによる誘発によって、ｔｒｐ－ｌａ
ｃ（ｔｒｃ）プロモーターから発現を開始した。発現は、２８℃で１５時間かけて行った
。
【０１８１】
　前スターター培養液を調製するため、ＴＢ培地（１００μｇ＊ｍＬ－１カルベニシリン
）２ｍＬに、大腸菌Ｋ－１２ＢＬ２１グリセロール原液５０μＬを接種した。前スタータ
ー培養液を、１４０ｒｐｍで１５時間振盪しながら３７℃でインキュベートした。前スタ
ーター培養液２００μＬを用いて、スターター培養（１００μｇ＊Ｌ－１でＴＢ補充５ｍ
Ｌ）を開始し、それを３７℃で３時間インキュベートした。
【０１８２】
　主培養液を調製するため、ＴＢ培地（１００μｇ＊ｍＬ－１カルベニシリン）４００ｍ
Ｌに、スターター培養液４ｍＬを接種した。このスターター培養液を、ＯＤ６００　０．
５に達するまで１４０ｒｐｍで振盪しながら３７℃でインキュベートした。次に、組換え
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タンパク質発現を、１Ｍ　ＩＰＴＧ溶液４００μＬで誘発した。これらの条件下に細胞を
さらに１時間増殖させ、次に温度を下げて２８℃とし、培養液を１４０ｒｐｍで１５時間
振盪した。６０００×ｇで１５分間４℃にて遠心することで細胞を回収した。次に、細胞
ペレットを－８０℃で保存した。
【０１８３】
　天然型でのＨｉｓ６－ＡｔＨＰＰＤ、Ｈｉｓ６－ＡｖＨＰＰＤ、Ｈｉｓ６－ＰｆＨＰＰ
Ｄ－Ｇ３３６Ｗ、Ｈｉｓ６－ＦＭＰ２７およびＨｉｓ６－ＦＭＰ３７の単離および精製
　細胞の溶解
　細菌細胞壁を形成するペプチドグリカンでＮ－アセチルムラミン酸とＮ－アセチル－Ｄ
－グルコサミン残基との間の１，４－β－連結を開裂させる酵素であるリゾチームを用い
て細胞を溶解した。次に、細菌細胞の内部圧力によって細胞膜を破壊した。さらに、溶菌
緩衝液には、タンパク質に損傷を与えることなく全ての形態のＤＮＡおよびＲＮＡを加水
分解することで、細胞溶解物の粘度を大幅に低下させるエンドヌクレアーゼであるベンゾ
ナーゼ（Ｂｅｎｚｏｎａｓｅ）（登録商標）ヌクレアーゼを含有させた。自然条件下での
溶菌を、氷上で行った。
【０１８４】
　Ｈｉｓ６標識タンパク質の精製のため、ＱＩＡｅｘｐｒｅｓｓ（登録商標）Ｎｉ－ＮＴ
Ａ　Ｆａｓｔ　Ｓｔａｒｔキットをユーザーマニュアルの説明に従って用いた。
【０１８５】
　固定化金属イオンアフィニティクロマトグラフィー（ＩＭＡＣ）によるＨｉｓ６標識タ
ンパク質の精製
　溶解反応物の遠心後に得られた透明細胞溶解物（１０ｍＬ）を、ＱＩＡｅｘｐｒｅｓｓ
（登録商標）Ｎｉ－ＮＴＡ　Ｆａｓｔ　Ｓｔａｒｔ　Ｋｉｔ（Ｑｉａｇｅｎ、Ｈｉｌｄｅ
ｎ、Ｇｅｒｍａｎｙ）からのＮｉ－ＮＴＡ　Ｆａｓｔ　Ｓｔａｒｔカラムに負荷し、使用
説明書に従って精製を行った。溶離緩衝液２．５ｍＬでＨｉｓ６標識タンパク質を溶離し
た。
【０１８６】
　ゲル濾過によるＨＰＰＤ溶液の脱塩
　溶離緩衝液２．５ｍＬでＮｉ－ＮＴＡ　Ｆａｓｔ　Ｓｔａｒｔカラムから溶離したＨＰ
ＰＤ溶液を、ユーザーマニュアルの説明に従ってＳｅｐｈａｄｅｘ　Ｇ－２５ＰＤ－１０
カラム（ＧＥ　Ｈｅａｌｔｈｃａｒｅ、Ｆｒｅｉｂｕｒｇ、Ｇｅｒｍａｎｙ）に負荷した
。サンプル全体がゲル床に入った後、貯蔵緩衝液３．５ｍＬを用いて溶離を行った。
【０１８７】
　脱塩カラムから溶離したＨＰＰＤ溶液を、小分けサンプル１ｍＬ中－８０℃で冷凍した
。
【０１８８】
　ブラッドフォード（Ｂｒａｄｆｏｒｄ）タンパク質アッセイを用いるＨＰＰＤタンパク
質濃度の測定
　標準的なブラッドフォードアッセイ（Ｂｒａｄｆｏｒｄ，　（１９７６），　Ａｎａｌ
　Ｂｉｏｃｈｅｍ　７２：２４８－２５４）を用いて、タンパク質濃度を求めた。
【０１８９】
　ＳＤＳ－ＰＡＧＥを用いるＨＰＰＤ溶液の純度の測定
　ゲルＮｕＰＡＧＥ（登録商標）Ｎｏｖｅｘ４－１２％Ｂｉｓ－Ｔｒｉｓ　Ｇｅｌｓ（Ｉ
ｎｖｉｔｒｏｇｅｎ、Ｋａｒｌｓｒｕｈｅ、Ｇｅｒｍａｎｙ）を用いるＳＤＳ－ＰＡＧＥ
タンパク質ゲル電気泳動によって溶離したタンパク質の完全性を調べ、タンパク質約１０
μｇを負荷した。Ｌａｅｍｍｌｉサンプル緩衝液１０μＬをタンパク質溶液１から１０μ
Ｌに加え、混合物を９０℃で１０分間インキュベートした。短い遠心段階後、混合物全体
を、ＮｕＰＡＧＥ（登録商標）ＭＯＰＳ　ＳＤＳ泳動干渉液（ｄｄＨ２Ｏで２０倍溶液か
ら希釈）を充填したＸＣｅｌｌ　ＳｕｒｅＬｏｃｋ（商標名）Ｎｏｖｅｘ　Ｍｉｎｉ－Ｃ
ｅｌｌゲルチャンバにおいて固定しておいたＳＤＳゲルのスロットに負荷した。次に、ゲ
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ルチャンバに電圧１５０を１時間印加した。タンパク質帯域を染色するため、ゲルをＣｏ
ｏｍａｓｓｉｅ　Ｂｒｉｌｌｉａｎｔ　Ｂｌｕｅ　Ｒ－２５０染色溶液に浸漬した。ポリ
アクリルアミドゲルの脱染を行うため、タンパク質帯域が白色ゲル上で青色に見えるまで
、それをＣｏｏｍａｓｓｉｅ　Ｂｒｉｌｌｉａｎｔ　Ｂｌｕｅ　Ｒ－２５０脱染溶液に浸
漬した。
【０１９０】
　ＨＰＰＤ酵素のＨＰＰＤ阻害薬に対する耐性の評価
　ＨＰＰＤ活性を、標準的な分光学的アッセイ（ＷＯ２００９／１４４０７９に詳細に記
載されている方法）によってチェックした。
【０１９１】
　Ｅ－ＨＰＰＤ阻害薬型除草剤に対する耐性の評価
　いくつかのＨＰＰＤ阻害薬存在下でのＨＰＰＤ活性の測定
　異なる生物から得られるＨＰＰＤタンパク質の耐性のレベルを、ＰＣＴ／ＥＰ２０１０
／０７０５７５に記載の手順に従って求めた。
【０１９２】
　下記表Ｅ１で、コルディア・アルギシダ（Ｋｏｒｄｉａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）（ＦＭＰ
２７）、ブレファリスマ・ジャポニクム（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ
）（ＦＭＰ３７）、カラスムギ（Ａｖｅｎａ　ｓａｔｉｖａ）（ＡｖＨＰＰＤ）から、そ
して蛍光菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ）からの突然変異ＨＰＰ
Ｄ－Ｇ３３６Ｗから得られたＨＰＰＤが、同じ実験条件下での全ての被験ＨＰＰＤ阻害薬
濃度でアラビドプシス・タリアナ（Ａｒａｂｉｄｏｐｓｉｓ　ｔｈａｌｉａｎａ）ＨＰＰ
Ｄ（ＡｔＨＰＰＤ）と比較して、全ての被験ＨＰＰＤ阻害薬に対して高いレベルの耐性を
示したことが明らかである。
【０１９３】
　表Ｅ１：アラビドプシス・タリアナ（Ａｒａｂｉｄｏｐｓｉｓ　ｔｈａｌｉａｎａ）（
ＡｔＨＰＰＤ）、突然変異蛍光菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ）
ＰｆＨＰＰＤ－Ｇ３３６Ｗ、カラスムギ（Ａｖｅｎａ　ｓａｔｉｖａ）（ＡｖＨＰＰＤ）
、ＦＭＰ２７（コルディア・アルギシダ（Ｋｏｒｄｉａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）由来）およ
びＦＭＰ３７（ブレファリスマ・ジャポニクム（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉ
ｃｕｍ）由来）由来のＨＰＰＤでの化合物番号「４－１３７」非存在下で測定される活性
と比較した、５．０×１０－６Ｍの化合物「４－１３７」存在下での阻害パーセントの測
定
　表Ｅ１化合物「４－１３７」
【０１９４】
【表９】

　これらのデータは、化合物「４－１３７」について示されたように、アラビドプシス・
タリアナ（Ａｒａｂｉｄｏｐｓｉｓ　ｔｈａｌｉａｎａ）由来のＨＰＰＤで観察される阻
害と比較して、コルディア・アルギシダ（Ｋｏｒｄｉａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）、ブレファ
リスマ・ジャポニクム（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）、カラスムギ（
Ａｖｅｎａ　ｓａｔｉｖａ）および蛍光菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃ
ｅｎｓ）の突然変異体ＨＰＰＤ－Ｇ３３６Ｗ由来のＨＰＰＤが、Ｎ－（テトラゾール－４
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受性が低いことを示している。
【０１９５】
　Ｆ－耐性ＨＰＰＤ酵素を発現するタバコ植物のＨＰＰＤ阻害薬に対する耐性の評価
　選択されたＨＰＰＤをコードする遺伝子を、カラスムギ（Ａｖｅｎａ　ｓａｔｉｖａ）
、蛍光菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ）突然変異体Ｇ３３６Ｗ、
ブレファリスマ・ジャポニクム（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）および
コルディア・アルギシダ（Ｋｏｒｄｉａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）からなる生物の群の１員か
ら得て、ＣａＭＶ３５Ｓプロモーターの制御下にタバコゲノムへのＤＮＡの組み込みを可
能とするバイナリーベクターｐＢｉｎ１９にクローニングした。そのクローニング手順に
ついては、カラスムギ（Ａｖｅｎａ　ｓａｔｉｖａ）に関しては上記のＡ２を、蛍光菌（
Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ）突然変異体Ｇ３３６Ｗに関しては上
記のＢ２を、ブレファリスマ・ジャポニクム（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃ
ｕｍ）（ＦＭＰ３７）についてはＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６７（ＷＯ２０１１／
０７６８８２として公開）実施例５を、そしてコルディア・アルギシダ（Ｋｏｒｄｉａ　
ａｌｇｉｃｉｄａ）（ＦＭＰ２７）についてはＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７５、実
施例５を参照する。プロモーターに相当する配列とＨＰＰＤをコードする配列の間で、葉
緑体への輸送ペプチドをコードするＤＮＡ配列を挿入して、タンパク質のＮ末端先端で標
的シグナルを負荷して、植物葉緑体へのＨＰＰＤタンパク質の局在化を可能とした。Ｔ０
形質転換体から収穫した種子は、発芽のための標準的な土壌の上に置く。３週間後、小植
物（Ｔ１）を単一ポットに移し、標準的な条件下で成長させる（ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／
０７０５７５、ＷＯ２０１１／０７６８８９として公開）。２週間後、植物に上記で定義
のいくつかのＮ－（テトラゾール－４－イル）－もしくはＮ－（トリアゾール－３－イル
）アリールカルボキサミド類を噴霧した。例えば、化合物「５－１４８」、「４－１３７
」、「４－２５３」、「４－２７８」および「４－２５」を施用してから１週間後に、除
草剤の施用による症状を評価したところ、トランスジェニック植物は下記の表Ｆ１からＦ
５にそれぞれ示された良好な耐性を示した。
【０１９６】
　表Ｆ１からＦ５：非形質転換タバコ植物（「ｗｔ」）と比較した、突然変異体蛍光菌（
Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ）ＨＰＰＤＧ３３６Ｗ、カラスムギ属
（Ａｖｅｎａ）ＨＰＰＤ（ＡｖＨＰＰＤ）、コルディア・アルギシダ（Ｋｏｒｄｉａ　ａ
ｌｇｉｃｉｄａ）ＦＭＰ２７からのＨＰＰＤまたはブレファリスマ・ジャポニクム（Ｂｌ
ｅｐｈａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）（ＦＭＰ３７）からのＨＰＰＤを発現するト
ランスジェニックタバコ植物に対する除草剤の施用により認められる症状の評価
　除草剤（「ｇＡＩ／ｈａ」は「有効成分ｇ／ｈａ」を意味する）を、導入遺伝子当たり
１から３の独立のトランスジェニックイベント由来の８から１０の植物に施用した。
【０１９７】
　症状を評価し、下記のように分類した。
【０１９８】
　３＝非常に強い損傷
　２＝強い損傷
　１＝軽度および一時的損傷
　０＝損傷なし。
【０１９９】
　表Ｆ１
　化合物「５－１４８」（ＷＰ２０製剤）を２リットル／ｈａアブラナメチルエステルお
よび１ｋｇ／ｈａ硫酸アンモニウムと混合し、次に標準的な除草剤噴霧機を用いて２５ｇ
ＡＩ／ｈａの施用量でトランスジェニック植物に施用した。
【０２００】
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【表１０】

　表Ｆ２
　化合物「４－１３７」；２５ｇ／ｈａ（ＷＰ２０製剤）を２リットル／ｈａアブラナメ
チルエステルおよび１ｋｇ／ｈａ硫酸アンモニウムと混合し、次に標準的な除草剤噴霧機
を用いて２５ｇＡＩ／ｈａの施用量でトランスジェニック植物に施用した。
【０２０１】
【表１１】

　表Ｆ３
　化合物「４－２５３」；５０ｇ／ｈａ（ＷＰ２０製剤）を２リットル／ｈａアブラナメ
チルエステルおよび１ｋｇ／ｈａ硫酸アンモニウムと混合し、次に標準的な除草剤噴霧機
を用いて５０ｇＡＩ／ｈａの施用量でトランスジェニック植物に施用した。
【０２０２】
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【表１２】

　表Ｆ４
　化合物「４－２７８」；５０ｇ／ｈａ（ＷＰ２０製剤）を２リットル／ｈａアブラナメ
チルエステルおよび１ｋｇ／ｈａ硫酸アンモニウムと混合し、次に標準的な除草剤噴霧機
を用いて５０ｇＡＩ／ｈａの施用量でトランスジェニック植物に施用した。
【０２０３】

【表１３】

　表Ｆ５
　化合物「４－２５」；５０ｇ／ｈａ（ＷＰ２０製剤）を２リットル／ｈａアブラナメチ
ルエステルおよび１ｋｇ／ｈａ硫酸アンモニウムと混合し、次に標準的な除草剤噴霧機を
用いて５０ｇＡＩ／ｈａの施用量でトランスジェニック植物に施用した。
【０２０４】

【表１４】

　これらのデータは、コルディア・アルギシダ（Ｋｏｒｄｉａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）、ブ
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レファリスマ・ジャポニクム（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）、カラス
ムギ（Ａｖｅｎａ　ｓａｔｉｖａ）および蛍光菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒ
ｅｓｃｅｎｓ）ＨＰＰＤの突然変異体「Ｇ３３６Ｗ」由来のＨＰＰＤを発現する全ての被
験独立系統のタバコ植物が、化合物「５－１４８」、「４－１３７」、「４－２５３」、
「４－２７８」および「４－２５」について示された野生型（ｗｔ）植物と比較して、Ｎ
－（テトラゾール－４－イル）－もしくはＮ－（トリアゾール－３－イル）アリールカル
ボキサミドに対して農学的に妥当な用量で感受性が低いことを示している。
【０２０５】
　Ｇ－耐性ＨＰＰＤ酵素、蛍光菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ）
「Ｇ３３６Ｗ」突然変異体、ＦＭＰ２７およびＦＭＰ３７を発現するダイズ植物のＨＰＰ
Ｄ阻害薬に対する耐性の評価
　選択されたＨＰＰＤをコードする遺伝子を、ブレファリスマ・ジャポニクム（Ｂｌｅｐ
ｈａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）およびコルディア・アルギシダ（Ｋｏｒｄｉａ　
ａｌｇｉｃｉｄａ）からなる生物の群の１員から得て、ＣａＭＶ３５Ｓプロモーターの制
御下にダイズゲノムへのＤＮＡの組み込みを可能とする適切なバイナリーベクターにクロ
ーニングした。その個々のクローニング手順については、ブレファリスマ・ジャポニクム
（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）（ＦＭＰ３７）についてはＷＯ２０１
１０７６８８２（ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６７）実施例９を、そしてコルディア
・アルギシダ（Ｋｏｒｄｉａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）（ＦＭＰ２７）についてはＷＯ２０１
１０７６８８９（ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７５）実施例９を参照する。
【０２０６】
　プロモーターに相当する配列とＨＰＰＤをコードする配列の間で、葉緑体への輸送ペプ
チドをコードするＤＮＡ配列を挿入して、タンパク質のＮ末端先端で標的シグナルを負荷
して、植物葉緑体へのＨＰＰＤタンパク質の局在化を可能とした。ベクター「ｐＦＣＯ１
１２」（ブレファリスマ・ジャポニクム（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ
）、ＷＯ２０１１０７６８８２）、ｐＦＣＯ１１６（コルディア・アルギシダ（Ｋｏｒｄ
ｉａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）、ＷＯ２０１１０７６８８９）および「ｐＦＣＯ１１７」（上
記実施例Ｂ２参照）を用いることで、ブレファリスマ・ジャポニクム（Ｂｌｅｐｈａｒｉ
ｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）（ＦＭＰ３７）についてはＷＯ２０１１０７６８８２（Ｐ
ＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６７）の実施例１０およびコルディア・アルギシダ（Ｋｏ
ｒｄｉａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）（ＦＭＰ２７）についてはＷＯ２０１１０７６８８９（Ｐ
ＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７５）に記載の方法に従って、ダイズの形質転換を行った
。テンボトリオンに対する耐性を示すＴ０イベントからの種子を収穫した。
【０２０７】
　Ｔ１ダイズ種子を単一ポットに移し、標準的な条件下で成長させた（ＷＯ２０１１０７
６８８２参照）。
【０２０８】
　２週間後、植物に上記で定義のいくつかのＮ－（テトラゾール－４－イル）－もしくは
Ｎ－（トリアゾール－３－イル）アリールカルボキサミド類を噴霧する。例えば、化合物
「５－１４８」、「４－１３７」、「４－２５３」、「４－２７８」および「４－２５」
を施用してから１週間後に、除草剤の施用による症状を評価すると、トランスジェニック
植物は野生型ダイズ植物と比較して優れた耐性を示す。
【０２０９】
　Ｈ－耐性ＨＰＰＤ酵素ＦＭＰ２７およびＦＭＰ３７を発現するワタ植物のＨＰＰＤ阻害
薬に対する耐性の評価
　選択されたＨＰＰＤをコードする遺伝子を、ブレファリスマ・ジャポニクム（Ｂｌｅｐ
ｈａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）およびコルディア・アルギシダ（Ｋｏｒｄｉａ　
ａｌｇｉｃｉｄａ）からなる生物の群の１員から得て、ＣａＭＶ３５Ｓプロモーターの制
御下にワタゲノムへのＤＮＡの組み込みを可能とする適切なバイナリーベクターにクロー
ニングした。その個々のクローニング手順については、ブレファリスマ・ジャポニクム（
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Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）（ＦＭＰ３７）についてはＷＯ２０１１
０７６８８２（ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６７）実施例１１を、そしてコルディア
・アルギシダ（Ｋｏｒｄｉａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）（ＦＭＰ２７）についてはＷＯ２０１
１０７６８８９（ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７５）実施例１１を参照する。
【０２１０】
　プロモーターに相当する配列とＨＰＰＤをコードする配列の間で、葉緑体への輸送ペプ
チドをコードするＤＮＡ配列を挿入して、タンパク質のＮ末端先端で標的シグナルを負荷
して、植物葉緑体へのＨＰＰＤタンパク質の局在化を可能とした。ブレファリスマ・ジャ
ポニクム（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）（ＦＭＰ３７）についてはＷ
Ｏ２０１１０７６８８２（ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６７）の実施例１２およびコ
ルディア・アルギシダ（Ｋｏｒｄｉａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）（ＦＭＰ２７）についてはＷ
Ｏ２０１１０７６８８９（ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７５）に記載の方法に従って
、ワタの形質転換を行った。テンボトリオンに対する耐性を示すＴ０イベントからの種子
を収穫した。
【０２１１】
　Ｔ１ワタ種子を単一ポットに移し、標準的な条件下で成長させた（ブレファリスマ・ジ
ャポニクム（Ｂｌｅｐｈａｒｉｓｍａ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）（ＦＭＰ３７）については
ＷＯ２０１１０７６８８２（ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５６７）およびコルディア・
アルギシダ（Ｋｏｒｄｉａ　ａｌｇｉｃｉｄａ）（ＦＭＰ２７）についてはＷＯ２０１１
０７６８８９（ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／０７０５７５）を参照する）。
【０２１２】
　少なくとも４週間後、植物に上記で定義のいくつかのＮ－（テトラゾール－４－イル）
－もしくはＮ－（トリアゾール－３－イル）アリールカルボキサミド類を噴霧する。例え
ば、化合物「５－１４８」、「４－１３７」、「４－２５３」、「４－２７８」および「
４－２５」を施用してから１週間後に、除草剤の施用による症状を評価すると、トランス
ジェニック植物は野生型ワタ植物と比較して優れた耐性を示す。
【配列表】
0005847921000001.app
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